
    
      
        
      
    

  



この作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になる機種により、表示の差異が認められることがあります。




一部の漢字が簡略字で表示されていることがあります。
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黒こく帝ていは穢けがれた魔ま物ものに愛あいされる
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黒帝は穢れた魔物に愛される
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[image: 星]本作品の内容は全てフィクションです。





実在の人物、団体、事件などにはいっさい関係ありません。











序幕




　死んだ花を首筋に植えられたのは、十三歳のときだった。

「は…ぁ、はぁ──」

　左首筋を掌てのひらできつく押し隠しながら、キリイは必死に走っている。恐怖に膝が震えて、いまにも転びそうだ。しかし決して転ぶわけにはいかない。

　捕まったら最後、自分は国を欺あざむいた咎とが人にんとして、磔たっ刑けい台だいにくくりつけられて火刑に処される。

　誰にも捕まってはならない。

　誰にも秘密を知られてはならない。

　誰にも心を委ゆだねてはならない。

　目の前に襖ふすまが現れた。それを右手だけで力いっぱい横に滑らせる。現れた畳敷きの間には、竹で組まれた筒状の置き行灯あんどんが並べ置かれている。光が作る網の目に捕われそうになりながら、キリイは部屋を駆け抜け、突き当たりにある襖を滑らせる。すると、いまさっきとまったく同じ部屋が現れた。次は部屋の右側にある襖を開けて飛びこむ。また同じ部屋が現れる。何度も同じ部屋に飛びこんでいるかのような錯覚に襲われながら、キリイは無我夢中で襖を開け、次の間へと飛びこみつづける。

　息を切らし、疲ひ弊へいしきった右手で襖を開けてそのなかへとよろめき、踏みこむ。

「あ…」

　小机が置かれており、高たか燈とう台だいに点ともされた炎がジジジ…と静かに油を吸っている。

　ようやく、帝みかどの間に着いたのだ。

　ワダツミの帝である自分がいるべき場所だ。安あん堵どに喉のどを震わせて、キリイは奥の壁にかけられている掛け軸を見上げた。

　その漆黒に塗り潰つぶされた掛け軸を目にしたとたん、高燈台の炎がふっと消えた。

　一瞬にして闇に巻かれ、足の下の床もまた闇に溶けた。

「う…わ」

　落下していく。闇の奈落──いや、違う。それは海だった。自分が海のなかにいるのだとわかったとたん、窒息の恐怖がキリイを雁がん字じ搦がらめにした。

　身み動じろぎすらできずに沈んでいくキリイの視界に、ほのかな青緑色の光がちらつく。その光はくるりくるりとキリイの周りを回っていた。闇に目を凝らす。

　その青緑色を帯びたものは、二対の目と、豊かな長い髪だった。

　兄のシキと弟のナギとが、白衣をまとって海のなかを舞うように泳いでいるのだ。彼らは海水を吸っては吐き、ゆるやかに呼吸している。

「……っぐ」

　兄弟への憤怒にも似た気持ちに衝つき動かされて、キリイは腰に手を伸ばした。そこに佩はいている帝の刀を引き抜く。

　──私は帝だ！

　ワダツミを捨てて帝であることを辞めたシキに、見下される謂いわれはない。

　いくらナギが海神の神み子こであったとしても、いま国と民を護り束ねているのは自分だ。

　──消えろっ。

　刀を兄弟へと振りまわす。けれども海のなかで振るう刀はあまりに重い。シキとナギは軽やかに避け、海に溶けるように姿を消した。

　ひとり、闇のなかに取り残されて。

　──…………違う……私は、本当は……。

　冷たい海の底へと沈んでいきながら、キリイは魂が芯から凍っていくのを感じていた。




　強烈な頭痛と、窒息の苦しさとに見舞われて、キリイは目を見開いた。

　ヒュッと喉が鳴り、空気が肺に雪崩なだれこんでくる。俯うつぶせに身を返して激しく噎むせながら、敷布を引き裂かんばかりに握り締める。流れかかる髪が冷たい汗まみれの顔に張りつく。漆黒の眸ひとみを忙せわしなくあたりに巡らせる。

　ここは海の底ではない。

　御み簾すに四方を囲まれた寝台のうえだ。御簾の向こうに座す袈け裟さ姿の言こと霊だま師し十一人が、高燈台の明かりに薄っすらと照らし出されていた。

　言霊師らの唱える呪文がさざ波のように寝所を浸している。悪夢祓ばらいの呪文だ。

　キリイは唸うなると、枕元の刀掛け台へと手を伸ばした。そこに掲げられている刀を鞘さやから握り抜いて、立ち上がる。

　御簾を撥はね上げて言霊師らを睥へい睨げいし、濁った声で呟つぶやく。

「黙れ」

　頭蓋骨がいまにも割れ裂けそうだ。

　もう半月ほども同じ悪夢を繰り返し見て、頭痛に苛さいなまれつづけていた。それは治まるどころか、日を追って悪化している。

「言霊などなんの役にも立たぬ」

　キリイは憤いきどおりのままに右手を振り上げ、振り下ろした。

　最前に座していた言霊師長の肩へと、刃がざっくりと沈みこむ。

　血の匂いと色が、帝の寝所に拡がった。







一幕　黒き帝




　全身鏡の前に立つキリイの、切れ長な目にかかる睫まつ毛げの影は深い。すうっと通った鼻び梁りょうと肉薄の唇は、怜れい悧りな印象とともに、人としての情の薄さを映している。

　深紫の袍ほうの衿えり元もとを整えると、キリイは肩口までの長さの黒々とした髪を櫛くしで撫でつけるように梳すいた。そうして顔を軽く右に向け、左首筋を鏡に映す。そこには、鱗うろこを連ねて花にしたような赤紫色の痣あざがある。花か鱗りん──海神の末まつ裔えいの血筋であることを証あかすものだ。

　兄のシキは十二歳のときに右の腰骨のあたりに、弟のナギは十歳のときに左胸に、花鱗が宿った。花鱗のある者のみが、このワダツミ皇国の帝と神子になることができる。

　三兄弟のうち、もっとも年長のシキは絶対的な帝位継承者として特別に育てられた。そして父帝が崩御したのと同時に新帝となったのだが、しかしシキはその帝の座を降りた。みずから花鱗を焼き潰して、海神の末裔である証を消したのだ。そうして隣国テルスの、獣王と生きることを選んだのだった。

　それにより、キリイは二十五歳にしてワダツミ皇国の帝として起たった。

　だがその運命は、決して天から降ってきた僥ぎょう倖こうではなかった。キリイがそのように企たくらみ、シキとナギを陥れたことによって奪取したものだった……。

　キリイは帝の冕べん冠かんを手に取り、被かぶる。四辺から真珠を綴つづったものが簾すだれのように落ちて、キリイの漆黒の目を隠した。

　帝の寝所を出ると、廊下に膝をついて控えていた小姓ふたりが頭を深々と下げた。キリイは片方の小姓の顎あごの下に指を差しこんで仰あお向むかせた。少年が蒼あお褪ざめた顔で身を震わせる。先日、言霊師長にキリイが怪け我がを負わせたため、怯おびえているのだろう。

「お前たち、私のことが怖いか？」

　尋ねると、小姓は目を伏せたまま震え声で答えた。

「め、滅相も、ございません。キリイ様が帝様になられてから、ワダツミは豊かになりました。みんな、ありがたいことだと申しております」

　もうひとりの年長のほうの小姓が頭を下げたまま、しっかりした声音で答える。

「帝様がおられなければ、ワダツミはとうにテルスに踏み躙にじられておりました。今日がこのように訪れていますのも、帝様の優れた采さい配はいによるものでございます」

　キリイは薄く苦笑を滲にじませて、小姓の顎から指を離した。

　小姓たちが畏かしこまって頭を下げたのち、向かいの部屋の襖を横に滑らせた。帝の間が現れる。そこに飾られている漆黒の掛け軸に横目を流しながら、キリイは小姓たちが新たに開けた襖を通り抜けた。次から次へと襖が開かれ、そっくりの部屋が現れる。こうして歩いていると、夜ごとの悪夢のなかに迷いこんだかのような恐怖が足あし許もとから這はい登ってくる。いや、もしかするとあの悪夢からいまだに目覚めていないのではないか。

　恐慌状態に陥る寸前、迷路は終わり、美しい庭園が視界に拡がった。庭園の池には、早朝の桜色の空が映りこんでいる。しかし安堵の吐息を漏らす間もなく、キリイは眉まゆをひそめた。

　棟を繋つなぐ渡わた殿どのに佇たたずんでいるふたつの人影を目にしたためだった。小柄な少年と、大きな体たい躯くをした男だ。少年のほうがキリイに視線を向けて、駆け寄ってくる。

「兄上！」

　キリイは頬ほおを冷たく固めた。目の前に立った少年は、少女のようにも見える愛らしい顔立ちをしており、純白の袍をまとい、豊かな長い髪をうしろでひとつに束ねている。

　キリイの弟であり、海神の神子であるナギだ。

　ワダツミの民は、海から生じた。その髪と眸は暗い緑青色をしているのが常だが、ナギのもつ色は闇に緑と青の宝石を溶かし混ぜたかのような特有の美しさがある。まるで深海を覗のぞきこんでいるかのような心地になり──、キリイはおぞましさに鳥肌をたてた。

「朝から何用だ、ナギ」

　素っ気なく問うと、ナギがなめらかな眉間にくっと皺しわを寄せた。

「言霊師の扱いについて、お話があります。言霊師すべてに謹慎を命じたと聞きました」

「そのとおりだ。言霊師は使い物にならない」

「言霊は海神様と心を交わすためのもの。軽んじれば災いをもたらします！」

「私は言霊などという効能のないまやかしに、国と民を翻ほん弄ろうさせる気はない。実利を重んじることが、新たなワダツミのかたちとなる」

　ナギが目を見開いて、眸に激しい感情を滲ませた。

「言霊はまやかしなどでは……っ」

　ふいにナギが左胸をきつく押さえて、背を丸めた。そのこめかみが紅あかく染まっていく。

　キリイは目を糸のように細くした。

「花鱗が疼うずくか。昨夜は満月であったからな」

　そう言いながら、弟の袍の留め具を外す。

「あ、あにうえ…？」

「私が診みてやろう」

　白衣の合わせを掴つかんで左右に割り開くと、胸を露あらわにされたナギが身を震わせた。

　キリイは舐なめるように弟の首筋から胸へと視線を這わせる。白い肌には情交の際に吸われたのだろう痕あとが無数に散っていた。ナギの胸は右は少年のそれだが、花鱗が宿る左胸はわずかに腫はれている。花の中心にある乳首もぽってりとして、右側のそれよりも淫みだらだ。

「はしたない花鱗だ」

　なまなましく爛ただれた「生きた花」にキリイは憎悪を覚え、それを毟むしり取ってやりたい衝動に駆られた。花鱗を鷲掴みにしようとすると、ふいにナギの身体が大きくしりぞいた。

　そのほっそりした身体に、赤銅色の逞たくましい腕が巻きついている。

　キリイは視線を上げて、不快に眉を歪ゆがめた。

　銀色の髪に翠みどりの眸をした男が、キリイを睨にらみ下ろしていた。神子の守護者、サガンだ。

　サガンは、ナギが「外の世界」から連れ帰った者だった。この大陸とそれを囲む海。それが世界のすべてだと教えられてきたキリイにとって、外の世界があることは衝撃だった。しかしこの世界の者が外の世界に出ることも、外の世界の者がこの世界にはいることも容易ではない。海神によってこの世界の端に張り巡らされた複雑な海流に行き来を阻まれるからだ。

「俺のものに勝手に触るんじゃねぇ」

　いかにも奴隷上がりの元海賊らしい野卑な言葉遣づかいで、サガンが歯を剥むく。

　キリイはふたりの横を通り抜けながら呟く。

「外界と通じて穢けがれた神子を祀まつり上げておく必要があるのか、再検討しなければな」

　小姓を連れて足早に渡殿を通りながら、キリイは自分の左首筋に手を当てた。

　いま手の下にある花鱗は、ナギのそれのように満月の発情に爛れることも疼くこともない。いつもひんやりと、ただそこにある。

「兄上っ」

　サガンの腕を振りほどいたナギが、追いすがりながら訴えてくる。

「我が国には危機が迫っています。どうか言霊の力を信じ、海神様に心を開いてください！」

　キリイは立ち止まり、乱れた衣の前を掻かき合わせている弟に冷ややかな視線を向けた。

「私はワダツミの帝だ。国と民を護る最善の判断をする。それだけのことだ」







　半月ほど前、キリイは長兄であるシキの訪問を受けた。

　シキはテルスの獣王ガイウスと伴侶の関係を結び、いまではワダツミとテルスを結ぶ外交の要かなめとなっている。

　当時、キリイはナギを海中にある巨大貝、「海の宮」に監禁していた。キリイが正式な帝となるための儀式をナギが拒んだためだ。その儀式を取り仕切るのは海神の神子の務めだった。

　シキがわざわざ訪ねてきたとき、キリイはナギの扱いを詰なじられるのだと身構えた。しかしシキがまず口にしたのは、ワダツミに危急存亡の難事が迫っていることについてだった。

　ギメイルという魔術国が、テルスとワダツミに害を為なす動きをしているというのだ。

　シキは真しん摯しな面持ちで静かにキリイに迫った。

『ワダツミの帝よ。そなたがいかに深く国と民のことを考えてきたかを、私は知っている。海神の神子と手を携たずさえ、ワダツミをかならずや護ってくれるものと信じている』

　兄弟の情に訴えるような言葉であれば、キリイはナギとの和解に耳を貸さなかっただろう。しかし帝として為すべきことを突きつけられれば、受け入れざるを得なかった。第一位帝位後継者の長兄とは親しくすることなく育ったが、それでもいまキリイという人間をもっともわかろうとしてくれているのはシキだった。……それでも自分たちのあいだには、決して消えることのない厚い壁があるのだけれども。

　シキの執とり成なしで、キリイはナギに降りる海神の神託に耳を貸すことを、そしてナギのほうは海神に対してキリイが帝となったことを報告する儀式をおこなうことを誓った。

　海神への即位報告の儀は、シキも立ち会いのもと、それからすぐに挙げられた。

　そうしてキリイはワダツミの正式な帝となったのだった。

　帝となっての初仕事は、対ギメイルの共同戦線を張る約定を、テルスと交わすことだった。

　シキはその約定を手にテルスへと帰って行った。

　──私はワダツミの正式な帝だ。

　そうなることを渇望し、兄弟の命を奪う謀はかりごとすらしてきた。そうして正式な帝となり、いっときは満たされた心地になった。これで自分は、誰よりもワダツミという国と深く結ばれたと感じた。しかしいまは、なにかに追われているような焦燥感と重苦しさが常にキリイを苛んでいた。

　国と民をすべてこの肩に担になっているのだという重責。情報の少ないギメイルという魔術国との戦いくさが迫っている緊迫感。そして、なによりも……。

　帝の間で小机の前に座したキリイは、左首の「死んだ花」に指先で触れながら、漆黒の掛け軸へと虚うつろな視線を彷徨さまよわせた。今宵こよいもこれから悪夢に襲われるのだ。

　あの悪夢と似たような追われる夢は、ずっと昔から見てきた。記憶にある限り、初めて見たのは十三歳になったばかりのころだった。

　あの頃のキリイは、毎晩のように全身鏡の前で裸になっていた。兄のシキには、十二歳のときに花鱗が宿った。しかし十三歳になってもキリイにはその兆しすら現れていなかった。

　海神の末裔である帝の血筋の者には、かならず花鱗が宿る。それを心から待ち侘わびて、自分の肌を余すところなく検あらためていたのだった。肌を爪で引っ掻いて、その蚯蚓みみず腫ばれが花鱗に育つことを願ったりもした。

　自分は欠陥品の異物だと、物心ついたときから思ってきた。

　第一に、兄弟ともほかのワダツミの民とも、目と髪の色が違う。

　第二に、水中で呼吸ができない。海から生じた民であるため、ワダツミの者は水中でも呼吸ができる。けれどもキリイは水中で窒息する。母に止められていたが、ひそかに海に潜って溺おぼれ死にそうになったことが幾度もあった。

　そして第三に……、鏡に映る全裸の肉体の一部は、明らかにワダツミの民のものと違っていた。母はそれを決して他人に見られてはならないとキリイに言い含め、キリイはそれを守った。キリイの肉体に異常があることを知っているのは、キリイと母のふたりだけだった。

　その母もキリイが十四歳のときに亡くなった。

　それから十一年ものあいだ、誰にも打ち明けられない秘密をかかえ、こうして帝の座にまで昇りつめたのだ。

　──私にはこの帝の座しかない。ここから転げ落ちれば、周りは奈落だ。これまで以上に、秘密は堅く守らねばならない……。

　そう自分を戒めるために、漆黒の掛け軸を帝の間にかけたのだった。

　キリイは重い溜ため息をつき、薬湯を口に含んだ。

　言霊師が悪夢をしりぞけられないため、いまは薬くす師しの調合する安眠の薬を飲んでいる。しかしそれでもなかなか眠りにつけず、眠ればやはり悪夢を見る。以前から国中に触れを出して優れた薬師を呼び寄せているものの、どの薬師の調合も大差はなかった。

　キリイは薬湯を飲み干すと、小机の横へと視線を向けた。襦じゅ袢ばん姿の小姓がひとり、畳のうえに倒れている。先刻飲ませた眠り薬が効いているようで、深く眠っている。ぐったりした少年を抱き上げて、キリイは帝の間と廊下を挟んだところにある寝所へと向かった。これから、この意識のない少年を蹂じゅう躙りんする。帝や皇子たちの夜よ伽とぎの相手になれば、多額の給金が本人と家族に支払われる。しかも海神の末裔に愛めでられることは誉ほまれであり、神の加護を得られるとされている。

　しかし、その性交において、口が使われることは決してない。ワダツミにおいて唇を重ねていい相手は伴侶のみであり、伴侶相手でも口での淫らな奉仕は禁忌とされている。

　口はワダツミの民にとって神聖な場所だからだ。

　魂は口から体内に宿り、死ねば口から出て海へと還かえる。唇を交わすことは魂を交わすことであり、ゆえに口は穢れなく保たれなければならない。

　キリイは御簾のなかに据えられた寝台へと少年を仰向けに横たわらせた。

　そしてみずからの襦袢の下腹を乱し、陰茎を握り出した。

「哀れな少年だ」

　呟きながら、眠る少年の薄っすらと開いている唇へと、陰茎を捻ねじこんでいった──。







二幕　魔物




　いっそ頭蓋骨を自分の手で割り拓き、痛みの元を引きずり出してしまいたい。

　大理石の壁に貝かい象ぞう嵌がんや真珠を埋めこまれた謁見の間の最奥、階段のうえに据えられた玉座に身を沈めているキリイは、やまない頭痛に吐き気すら覚えていた。

　言霊師と同様、薬師も役立たずばかりだ。

「新たな薬師が参りました。謁見をお許し願えましょうか？」

　侍従に問われて、キリイは冕冠から垂れる真珠の綴りをかすかに揺らして、謁見を許した。

　──どうせまた使えぬ薬師がひとり増えるだけだろうが。

　ワダツミ中の……いや、大陸中の薬師を呼び寄せても、この頭痛と悪夢を治められる者などいないのではないか？　あるいは、ナギが滞在していたという「外の世界」にならば、治す方法があるのだろうか？

　そのようなことを考えながら目をなかば閉じていたキリイはしかし、謁見の間に一瞬にして満ちた怒声と入り乱れる足音とに、瞼まぶたを上げた。

　長躯の男が、玉座へと至る階段に足をかけるところだった。

　頭に被った黒い布を紅い組くみ紐ひもで留め、黒水干をまとっている。水干の衿元や肩から覗く単衣ひとえは緋色で、水干の袖をくくる緒も紅あかい。見るからに禍まが々まがしい装いだ。

「こら、薬師っ！　帝様の御前であるぞ。跪ひざまずけっ」

　衛兵たちが槍やりで押さえこもうとすると、男は階段を蹴った。身体が意外な軽やかさで宙に浮き、槍の束をダンッと足蹴にして玉座へと一気に迫る。

　キリイはとっさに腰に佩いた帝の刀へと手を伸ばしたが、それを抜く間もなかった。右腕を掴まれて、動きを阻まれる。

「お前が帝か」

　キリイは男を睨ねめ上げ──その目を見て、身を固くした。

「薬師、帝様から離れろ！」

　詰め寄ってくる衛兵たちに、キリイは声を張った。

「下がっていろ。この者と話す」

「しかし帝様」

「命に従え」

　衛兵たちが階段を下りながらも、すぐにでも薬師を捕えられるようにと構える。

　キリイは改めて、無礼な男を見詰めた。

　年は二十代なかばといったところか。額が秀で、鼻筋が強く通り、唇は幅広で膨らみが強い。目尻が気持ち下がって睫毛が影を落としているさまや顎のホクロには、いかにも人を誑たぶらかしそうな爛れたふてぶてしさがある。

　気を落ち着けて、キリイは男の眸を改めて見た。

　眸は魂の窓。それを覗くことは魂を垣かい間ま見みることに等しい。

「────」

　キリイは自分の心臓がドクリと鳴るのを聞く。

　あたかも鏡を覗きこんでいるかのように、男の眸はキリイのそれと同じ色をしていた。すべての光を吸いこんで閉じこめる闇だ。

　男がふと傲ごう慢まんな気質を示す眉をひそめ、キリイの目め許もとにかかる冕冠の飾りを手で持ち上げようとした。

「その目は……」

　呟きながら覆い被さってくる男の腹部へと、キリイは膝頭をめりこませた。男の身体が階段を転げ落ちていく。

　キリイは玉座から立ち上がり、刀をすらりと抜いた。

　階段を下り、床にわざと無防備に大の字になっている男の首元へと刃先を突きつける。

「名を名乗れ」

　男はまったく動じることなく「スザク」と名乗った。

「いいだろう、スザク。お前に薬を処方する機会を与えよう。もし効能が認められれば、いまの無礼は不問とする」

「そんな簡単なことで許されるのか」

「効能が認められねば、不敬罪に問う。その時は死罪もあり得るだろう」

「かまわん」
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　スザクの不ふ遜そんな物言いも態度も気に障さわり、キリイはこのまま男の首を刃で貫きたい衝動に駆られた。しかしなんとか踏み止とどまる。どの道、この男が調合する薬もまた効かないのだ。嘲笑あざわらったうえで重刑に処してやればいい。

　スザクが命乞いをするさまを想像しながら、キリイは刀を腰の鞘へと戻したのだった。










　帝がもちいる薬は毒見係が七日のあいだ服用して、その効能と副作用を確認する決まりになっている。スザクが城を訪れてから八日目の夜、寝支度をすませて帝の間にいたキリイのところへと、薬師長が茶器を運んできた。

「スザクが調合したものを煎せんじました。服用した者は滾こん々こんとよく眠り、夢も見なかったと申しております」

　まったく同じ口上を何度聞いたかわからない。

　そして一度たりとも、キリイの悪夢がしりぞけられたことはなかった。今回も同じ結果になるのはわかりきっている。

　それでも、いつもと違った昂こう揚よう感かんがいまのキリイにはあった。

　あの無礼者の薬師を、これで罰してやれるのだ。嗜し虐ぎゃく心しんが震えて、キリイは薄い唇にほのかな笑みを滲ませる。

「さっそく試そう」

　促すと、薬師長が鉄瓶から白磁の湯呑へと薬湯をそそいだ。甘ったるい香りが漂う。その暗い緑色をした液体を、キリイは口に含んだ。特有の青臭い苦みが拡がり、舌にチクチクとした刺激を覚える。眉をひそめながら喉に絡む粘り気のある液体を飲みきる。

「ほどなく眠気が訪れましょう」

　深々と頭を下げる薬師長を置いて、キリイは寝所へと向かった。

　御簾に四方を囲まれた低い寝台へと横たわる。

　──明日の朝には、あの無礼者を引き立てさせて、命乞いをさせてやろう。

　キリイは目を閉じた。

　そして今日に限っては、悪夢の訪れを待った。

　…………キリイはふっと目を開けた。

　日の出とともに鳴らされる鐘の音ねが響いていた。

　思わず、褥しとねから上体を跳ね起こす。

「どういう……ことだ？」

　寝所の外から小姓の声が聞こえてくる。

「帝様、朝でございます」

　まるで時間が消え去ったかのように夜が明けていた。

　夢を見た記憶もない。

　──頭痛が、ない。

　キリイは寝台から立ち上がってみた。身体が嘘のように軽い。

　これまでは眠っているあいだも緊張に強こわ張ばっていたのだろう。朝起きたときから、首筋も肩も背中も硬くなっていて軋きしんでいた。けれどもいまは、やわらいでいるのがわかる。

「まさか……薬が、効いたのか？」

　それを認めたくないという気持ちが強く動く。

　あのスザクという薬師が、自分を悪夢から救ったなどと思いたくない。

　しばしのあいだ、キリイは立ちすくみ、宙を睨んでいたが。

　御簾を撥ね上げて寝所の襖を乱暴に開く。廊下に座しているふたりの小姓に厳しい声音で命じた。

「朝一番の謁見に、薬師スザクを引き立てよ」

　それから一時間ほどののち、キリイは謁見の間の玉座に苦々しい顔つきで腰を下ろした。

　すぐに正面の扉が開かれ、衛兵たちに取り囲まれたスザクが姿を現した。前回の謁見の際に非礼極まりない言動をしたせいだろう。スザクはうしろ手に縛られて腰にも縄を巻かれ、罪人そのままの様子で引き立てられてきた。

　この場にいる衛兵たちも侍従たちも薬師長も、スザクが処罰されることを確信しているに違いなかった。

　階段下へと悠々とした足取りで歩み寄ってきながら、スザクが許可も求めずに口を開いた。

「俺の薬はよく効いただろう」

　疑問形ではない。確信をもっている者の確認だった。

　キリイはぐっと奥歯を噛み締める。

　この男を処罰したい。

　しかしそうしたら、もう二度と悪夢から逃れられないかもしれないのだ。

　キリイはくぐもった声で告げた。

「……ひと晩では効能はわからぬ」

「よく眠れたくせに。顔色がいい」

「一度効いたからといって、次も効くとは限らぬ。薬に耐性がつくのが早ければ意味がない」

　スザクが大おお袈げ裟さに肩を竦すくめた。

「それなら、俺は去るとするか」

　踵きびすを返そうとするスザクに、キリイは玉座から腰を浮かしかける。

「お前に勝手に去る権利はない。不敬罪のことを忘れたのか」

　スザクが苛いら立だちと嗤わらいを含んだ顔で見上げてきた。

「薬が効いたのに、俺を死罪にするのか？　そうしたらもう二度とお前はあの薬を飲めないんだぞ？」

　衛兵たちが「不敬であるぞ！」と声を荒あららげて、槍でスザクの肩を押さえた。スザクが膝を床につく。しかしそのような状態であるにも拘かかわらず、スザクは人を食った態度を崩さずに、キリイにふてぶてしくも提案してきた。

「俺の条件を呑むなら、あの薬をこれからも処方してやる」

　キリイは玉座に座りなおし、努めて冷ややかな声で返した。

「どのような条件か、聞いてやってもよい」

「この衛兵たちをどかせて、俺の縄を解け」

「……そのぐらいは聞いてやろう。この者の望みどおりにしろ」

　衛兵たちは躊躇ためらう様子を見せながらも、帝の命に従った。

　スザクが自由になった腕を軽く振りながら立ち上がり、言う。

「次の条件だ。俺を薬師長にしろ」

　謁見の間にいた者全員が呆あっ気けに取られて、場が静まり返る。白髪の薬師長の顔が憤りに赤くなり、その身が震えだす。

「このような弁わきまえの欠片かけらもない薬師を、わたくしは初めて見ましたぞ。人里離れたところに住みついた変わり者と聞いてはおりましたが、まさかここまでとはっ」

　薬師長が激げっ昂こうするのも無理はなかった。キリイは苦笑を浮かべながらスザクを諭さとした。

「薬師長とはワダツミの長きにわたる薬の調合の知識に精通した、薬師のなかの薬師。一朝一夕でなれるものではない」

　するとスザクがにたりと笑った。

「その薬師のなかの薬師とやらが効く薬を調合できなかったから、俺がここに連れて来られたんだろう。要するに、俺のほうが優れた薬師というわけだ」

　キリイは言葉に詰まりかけたが、考えを素早く巡らせた。

「スザク。お前が腕を示すことができたのは、あくまでひとつの薬の調合にすぎぬ。そのひとつきりでおのれのほうが優れていると主張するのは、浅慮であろう」

　スザクは不服そうに鼻の頭に皺を寄せたが、キリイの言葉に筋が通っていることは認めたらしい。彼は腕組みして、ホクロのある顎を上げ、キリイをまっすぐに見た。

「ならば、帝専属の薬師でいい。薬に関することでは、俺の言うことを聞いてもらう。それが薬師としての俺の流儀だ」

　──どこまで図々しい男だ。

　しかし、この男にしかできない仕事があるのは確かだった。

　平時ならまだしも、いつ戦が起こるとも知れないいま、帝として万全の状態でなければならない。この国と民を護ることこそが、自分の務めだ。

「……あくまで薬に関することのみだ」

　そう告げたとたん、まるで勝ち誇ったかのようにスザクが嗤いに身を震わせた。

　光のない闇の眸がキリイを見据える。

「ワダツミの帝。俺がお前の身も心も整えてやろう」







　なにか罠わなにでも嵌められたような心地悪さは、夜になっても消えることはなかった。湯ゆ浴あみをすませて白絹の襦袢に紫色の単衣を羽織り、帝の間の小机の前に座したキリイは、兄のシキから送られてきたギメイルの情報が記された巻物に目を通していた。

　まだ湿気の残る髪が顔へとかかるのをときおり掻き上げながら読み進めていると、騒々しい足音と声が響いてきた。それが次第に近づいてくる。

　なにごとかと巻物から顔を上げ、横に置いた刀の柄に手をかけると、目の前の襖が乱暴に開かれた。

「こいつらが案内しようとしないから無駄に迷った」

　薬やく籠ろうを手に提さげたスザクが文句を言ううしろで、薬師長と衛兵たちが慌てて正座をして頭を深々と下げる。

「申し訳ありませぬ。この者が帝様を診てから薬を調合すると聞かず」

　申し開きをする薬師長の息は切れている。

　帝の間に不審者が簡単に辿たどり着けないように、この棟はまったく同じ造りの部屋を連ねて迷路のようにしてある。でたらめに襖を開けて進んできたのなら、そうとうな遠回りをしたに違いなかった。

　キリイは次の間で畳に額を擦すりつけている二十人ほどの衛兵に、苦い声で問う。

「それだけいて、しかも順路をわかっていながら、この者を捕えられなかったのか？」

「畏おそれながら申し上げます。その薬師はまるで魔物なのでございます。いたと思ったらおらず、いないと思ったらいるのでございます」

　──魔物、か。

　確かにそのような妖あやしい雰囲気が、この薬師にはあった。

　現にスザクひとり、まったく息の乱れもなく、涼しい顔をしている。

　キリイは背筋に冷たいものを感じながらも、無表情にスザクに告げた。

「昨夜と同じ薬を調合すればよい。薬をここに届けるのは薬師長の務めだ」

「七日のあいだ、この爺さんの的を射ない説明だけを頼りに薬を作らされた。患者をじかに診て薬を調合し、その効果を確認して、また調合を見直す。それが薬師の仕事だ」

　薬師としての矜きょう持じの問題だと言いたいのだろう。

「薬に関することはなんでも俺の言うことを聞く。そうだろう、帝」

「……」

　喉から手が出るほど、この男の調合薬が欲しい。

　それをスザクのほうでも認識しているのだから、いまの段階では向こうの要求を呑むしかなかった。

「よいだろう。診ることを許す」

　スザクは片方の口角だけを捲まくるように上げると、「診察の邪魔だ」と言って襖を閉じ、次の間にいる者たちを締め出した。薬師長の「わたくしだけでも同伴を！」という訴えにスザクが「爺さんはいらん」とぞんざいに返す。

「さて、と」

　スザクがキリイを見下ろして、舌なめずりをした。

「とっくりと診せてもらうか」

　またしても罠に嵌められたような心地になっていた。その動揺を押し隠して、キリイはスザクへと手を差し出した。

「脈を診るのだろう」

　脈診と問診で多くの病はわかると、薬師長はいつも語っていた。

　しかしスザクはキリイの横に座ると差し出された手には触れようともせず、キリイの顔にかかる前髪を鷲掴みにした。遮さえぎるものなく、間近に眸を覗きこまれる。

　スザクがぼそりと呟いた。

「やはり、奈落色か」

　──奈落色……。

　その言葉に、魂まで覗きこまれたかのような気持ちになり、キリイは男を押し退のけようとした。キリイとてワダツミの男にしては長身なほうで、武に覚えもある。スザクの喉に掌底打ちを叩きこもうとしたが、しかしそれより早く、男の両手に襦袢の衿を掴まれた。そのまま身体を畳に転がされる。

　スザクが腹部に跨またがってくる。襦袢の衿を左右に大きく割り拡げられた。

「な…にを」

「ただの診療だ」

　キリイのみぞおちをまさぐりながらスザクが言う。

「臓物が人に悪夢を見せる」

「そんなことは聞いたことが……ない」

「心と肉体は循環する。そんなことも城の薬師どもは知らんのか。道理で効く薬も調合できないわけだ」

　謀はかられているのか。それとも真実を告げられているだけなのか。探る視線でスザクの目を見るが、「奈落色」の眸からはなにも読み取れない。

　みぞおちに当てられていた掌がずるりと這い上がる。左胸を包まれた。

「拍動が速い」

　かすかに嗤いを含んだような声音で囁ささやかれて、屈辱感めいたものを掻き立てられる。

「よけいなことを言わずに、診療を手早く終えろ」

　そう命じると、スザクが今度は喉で明確に嗤い、キリイの襦袢の腰こし紐ひもへと手をかけた。







「ん…」

　わずかに喉から声が漏れてしまい、キリイは下唇をぐっと噛んだ。スザクはキリイのうえに深く覆い被さり、いまは腰のうしろ側の素肌を探っていた。

　男の整った骨格の顔が間近にある。目を閉じて、気難しい表情で眉根を寄せている。

　肌に指が深く食いこんできて、キリイはまた呻うめいてしまった。

　スザクが目を開けて、言う。

「声を我慢するな」

　なにか弄もてあそばれているような不快感を覚えて睨むと、スザクが溜め息をつく。

「感じているものを素直に出せ。診療とはそういうものだ」

　そのように言われても、人に弱みを知らせるなど、キリイにはとうていできないことだった。さらにきつく唇を噛み締める。

　協力的でないキリイに、スザクが舌打ちして、触診を進めた。

　背骨を辿り上げられて、こそばゆさが泡のように噴き出してくる。

　──私はなにをしているのだ……。

　男の下で襦袢の前を開かれて下帯を露わにして、素肌をいいように撫なでまわされている。いったん頸けい椎ついまで這い登った指が、今度は腰へと下りていく。男の手が触れている場所からねっとりとした痺しびれが波紋を描くように拡がる。腰のうしろを指が通り過ぎた。それがずるりと腰帯のなかへと沈んだ。

「あ…、あっ」

　尾び骶てい骨こつをコリッとくじられて、キリイは不覚にも上擦った声をあげさせられた。

　その声が隣室で控えている者たちにも届いたのだろう。薬師長が「帝様、なにか異変が？」と慌あわてた声音で尋ねてきた。

　キリイは尾骶骨をしつこくくじる男の手首を掴みながら、抑えた声で答えた。

「なにも……支障はない」

　襖一枚隔てたところに二十人もの人間がいる場所で、あられもない姿になっている事実がいまさらのように知覚されて、キリイの身体は恥辱に火ほ照てる。

　自分のうえにいる男をどかそうと声をたてずに足あ掻がく。するとその動きを逆手に取って、スザクがキリイの腿もものあいだに腰を押しこんできた。

　──これでは……まるでっ。

　正常位で犯されているかのような姿勢のまま身動きが取れなくなる。

　重なっている男の身体から嗤いの震えが伝わってくる。スザクが愚弄するためにこの行為をやっているのはもう明らかだった。キリイは畳へと手を這わせた。床に置いてある刀の柄えを掴む。刀を鞘から引き抜こうとしたときだった。

「──ぃ、あ」

　短い声とともに、キリイは身を引き攣つらせた。刀の柄を握った手指が硬直する。

　キリイの眸を、漆黒の眸が覗きこんできた。

「少し熱があるな」

　そう囁きながら、スザクがキリイの後孔に浅く挿した指をぐるりと回した。

「ん──や、め」

「ついでだ。男としての機能が正常かも診てやろう」

　内壁の一点を爪で押されて、キリイは悲鳴をあげそうになった。口を掌で塞ぐだけではとても抑えられず、口に指を押しこんで噛む。

　腰をひねって逃げようとするのに、そこにある凝こごりを爪で執しつ拗ように捏こねられる。ついに堪こらえようのない収しゅう斂れんが訪れて、キリイの身体はビクッビクッと跳ねた。

　──あ……、ああっ！

「正常に機能しているようだな」

　スザクが甘く低い声音で診断を下し、キリイのなかから指を抜いた。その視線は下帯へと向けられている。

　朦もう朧ろうとしながらキリイもまた視線を落とし、眦まなじりが裂けそうなほど目を見開いた。

　下帯が崩れ、白濁まみれの陰茎の先端がわずかに覗いていたのだ。

「くっ」

　キリイは掴んだままだった刀の柄を引いた。男の下から身を引き抜きながら、スザクへと刀を振り下ろす。スザクが素早く畳に身を転がして刃から逃れ、片膝を立てて座した。

　襦袢で下腹部を隠しながら顔を蒼白にしているキリイへと、スザクがにぃっと笑いかける。

「悪夢の所在がよくわかった。診療した甲か斐いがあったというものだ」

　そう言ったかと思うと、刃を向けられているままだというのに、薬籠を開いて手早く器具や薬材となる実や根を取り出した。そのまま調合を始める。

　キリイは刃先をスザクへと向けたまま、完全に混乱状態に陥っていた。

　決して見られてはならない身体の秘密を、この男に見られたかもしれないのだ。いますぐに斬きり殺さなければならない。しかしこの男を殺してしまえば、もう調合薬は手にはいらない。そうなれば、あの悪夢に追いつかれて自滅するしかない。

　スザクが擂すり鉢ばちで細かく砕いた薬材を小さな秤はかりにかけつつ、調合していく。手馴れていて素早いが、濃こまやかに神経を使っているのがその様子から伝わってきた。スザクの横顔からはふざけた色は完全に消え、薬師としての矜持に引き締まっている。

　調合薬を包んだ薄紙が、小机のうえに置かれた。

「それを白湯さゆで飲め。昨日のものよりよく効くはずだ」

　いまだ刀を向けているキリイを視線でひと舐なめしてから、スザクが薬籠に器具を戻しながらからかう口ぶりで言う。

「刀を収めて衣類を整えろ。まるで乱暴された姫君のようだぞ」

　──誰のせいで……っ。

　しかし隣の間に控えている者たちに見せられない姿であるのは確かだった。憤りと動揺に震えながらも、キリイは刀を置いて、襦袢の前を合わせて腰紐を結びなおした。

　スザクが立ち上がり、襖を開ける。色めきたつ衛兵たちに「診療と薬の調合は終わった」と告げて立ち去る。

　薬師長が用意した白湯で、キリイはスザクの調合薬を飲んだ。

　この薬が効いてほしいという気持ちと、薬が効かなければいいという気持ちとが拮きっ抗こうしていた。薬さえ効かなければ、迷いなくスザクを殺せる。秘密を知られた可能性がある以上、殺すという選択肢しかない。

　褥に横になっても、体内にはスザクの指の感触が残っていた。陰茎への刺激で達するのとは違う得体の知れない快楽の名残が腰にだるく絡んでいる。

　診療という言葉を鵜う呑のみにして無防備になってしまったおのれの愚かさに歯噛みする。普段の自分なら決してあり得ないことだ。あの男の魔物のような妖しい力に操られたのだろうか。

　身も心も乱れに乱れて、とても眠れる状態ではないと思ったのだが────次に意識が戻ったのは、日の出を報せる鐘の音によってだった。







三幕　秘密




　スザクは夜ごと、薬を調合しに帝の間を訪れる。またあの「診療」をされるのではないかとキリイは警戒したが、しかしあれから五日、スザクが身体に触れてくることはなかった。

　──もしかすると、あれは本当にただの診療だったのか？

　現に日を追うごとにキリイの体調は整っていた。頭痛も起こらず、身体中の血がよく巡っているのが感じられる。

　そして、なによりも危惧していたキリイの身体の秘密についても、スザクはまったく触れようとしなかった。見られたものと思いこんでいたが、あの時は下帯から先端がわずかに覗いていただけだったため、スザクは気づかなかったのではないか。

　日を追うごとにそのように思えてきて、スザクに対する警戒心は少しずつ緩んでいった。

　いまのキリイにはよけいな心配事に気持ちを割さいている余裕はなかった。兄から届く書簡でギメイルという国の情報を知るにつれ、身を削そがれるような緊迫感が増していた。

　ギメイルは峻しゅん険けんな山々に囲まれており、国境には毒の霧が立ちこめている。ギメイルの民は「地の民」とも称されており、地上ではなく入り組んだ山の洞穴に棲すんでいるらしい。

　かつてテルスとギメイルとのあいだで大きな戦が幾度もあり、ついにはテルス王がギメイルの大魔術師を斃たおし、ギメイルの民は毒の霧でテルス軍をしりぞけつつ地中に籠こもったという言い伝えがある。それからというものギメイルの民は原始的なものだった魔術を錬成し、テルスに反撃する機を長きにわたり窺うかがってきたのだという。

　そしてその機会が訪れた。

　テルスによって滅ぼされた「空の民」の生き残りがテルスの王室深くにはいりこみ、国の軍備から財政まであらゆる情報を掴んだうえで、ギメイルへと逃げたのだ。

　その空の民はユアハという名で、テルス王ガイウス三世の右腕であり、軍医であった。

　要するに、テルスに同じ復讐心をいだく空の民と地の民が手を組んだわけだ。

　その復讐のためだけならばワダツミまで災禍がおよばずにすんだはずなのだが、ユアハという空の民はシキを殺そうと企み、また最近もワダツミの空を侵犯して偵察をしていることが、海神のお告げにより明らかになっていた。

　おそらくワダツミ侵攻までが計画のうちなのだろう。

　そのユアハという空の民のことを詳細に知りたいという手紙を兄に出したところ、返事の書簡の代わりに、昨日の夕刻、元ワダツミ兵のハヤテが登城した。

　ハヤテはシキの乳ち兄きょう弟だいであり、いまはテルスで暮らすシキの護衛隊長を務めている。恵まれた体躯をした、非常に腕の立つ武人だ。

　ハヤテに対して、キリイは以前、酷ひどい仕打ちをしたことがあった。彼の精神が錯乱していると称して牢ろうに入れたのだ。シキを信奉しているハヤテが邪魔だったためだ。

　しかしハヤテはそのような遺恨を覗かせることはなく、謁見の間でキリイに跪いて告げた。

『シキ様より、空の民について知る限りのことをキリイ様にご報告するようにと仰おおせつかってまいりました』

　彼の話は、人払いをして夕ゆう餉げをともにしながら聞いた。

　ハヤテは軍医であったユアハと接する機会が多くあったのだという。

『テルスとの戦で負傷したワダツミ兵は、自分も含めてユアハ殿の命によって囚人塔にいながら手厚い治療を受けることができました。私を囚人塔から出してくれたのもユアハ殿でした』

　まるでユアハが良心的な者であるかのようなハヤテの語りぶりに、キリイは鼻白んだ。

『その者はテルスを滅ぼすために城に潜りこんだ裏切者であったのだろう？』

『はい。ユアハ殿はシキ様の命を狙いました。それ以前もテルス王の周りの者たちに次々と死をもたらし、長きにわたって王を苦しめていました』

　ハヤテのシキに対する忠誠心がどれほど深いか、キリイはよく知っていた。それなのにシキを亡き者にしようとしたユアハのことを語るとき、なにか気持ちの揺らぎのようなものが、ハヤテの精せい悍かんな顔に滲むのだった。

『ユアハ殿は人の心と身体を操るすべを熟知しています。かならずや地の民を煽せん動どうして、テルスとワダツミに侵攻することでしょう』

『空の民の生き残りが、復讐のためにテルスに侵攻するのは得心がいく。しかしワダツミまで毒牙にかけようとする理由はなんだ？』

『それは……、テルス王ガイウス三世が、海神の末裔であるシキ様を心から愛したからです。ユアハ殿はガイウス様を憎んで──』

　そこで言葉を切り、ハヤテは視線を彷徨わせた。そして言いなおす。

『ユアハ殿はガイウス様を深く憎み、同時に深く想っていました。ですからなおさら、シキ様が疎うとましく、シキ様の祖国をまで滅ぼしたいと願っているのでしょう』

　もしかするとユアハのなかでは同胞を滅ぼされた怨えん嗟さより、テルス王への愛憎という私情に衝き動かされている部分が大きいのかもしれない。

　──くだらない……。

　くだらないが、世界を覆くつがえすのは、そういう個人の強い情動なのかもしれない。

　──私自身がそうやって、ワダツミの帝の座を手に入れたように。

　ハヤテはキリイに、どんな些さ細さいなことでも、海神のお告げをテルスに伝えてほしいと頼み、キリイはそれを快諾した。海神のお告げはナギによって、海の宮の中央に据えられている巨大な真珠に映し出される。

　翌朝、テルスに帰るハヤテの姿を城内から眺めながら、キリイは懊おう悩のうしていた。

　ユアハはテルスという国を隅々まで把握している。ギメイル国はその知識を頼りに、まず総力を傾けてテルスを落とそうとするだろう。ワダツミ侵攻は、その後になるはずだ。

　どの段階で、どのような戦い方をすれば、ワダツミの国と民を護ることができるのだろうか。







「薬を飲まないのか？」

　帝の間で考えに耽ふけっていたキリイは、スザクに尋ねられて我に返った。すでに薬の調合が終わり、器具も薬籠に片付けられていた。

「……もう少し考えたいことがある。薬はあとで飲むから下がれ」

　ぞんざいにそう返すと、スザクが薬籠の取っ手を握って立ち上がる。

「眠りを削ってもろくな考えは浮かばない。早く寝ろ」

　そう言い置いて、帝の間を去って行った。

　キリイは小机のうえに置かれた小さな鐘形の鈴りんを鳴らした。次の間に控えていた小姓が入室して正座をし、頭を下げる。最近、小姓になったばかりの少年で、見るからに緊張している。

「湯浴みをしてくるといい」

　その言葉の意味するところを、侍従長から教えられているのだろう。少年は泣きそうな顔をしてから「御意に」と震え声で答えて、いったん退室した。

　ほどなくして身を清めた少年が襦袢姿で戻ってきた。キリイは彼に碗わんを渡し、中身を飲み干すようにと命じた。従った少年は崩れるように畳床に倒れた。

　その脱力した身体を抱き上げ、キリイは帝の間を出て、廊下を挟んだ向かいにある寝所へとはいった。寝台に少年を仰向けに下ろして、自身の夜着の下腹部を乱す。

　……ワダツミの民にとって口は穢してはいけない神聖な場所だ。それをこうして陰茎で犯すとき、嗜虐心とともに、わずかな解放感を得られる。自分を縛りつけている因いん業ごうが一時的に緩むように感じられるのだ。

「ん──く…は」

　神聖な場所へと精液を放っていく。

　陰茎を引き抜き、少年の半開きの唇を指でめくる。白濁まみれになった舌を凝視する。ゾクゾクと背筋が震えて、もう一度、芯が緩みかけていた陰茎をそこに押しこんだ。

　このところスザクの薬ですぐに眠りに落ちていたため、夜伽で発散することもなく、欲望がよほど溜まっていたらしい。キリイは少年の口で三度果ててから、ようやく少年を俯せにして、背後から身を重ねた。

　キリイが皇子だったころから、キリイ付きの小姓たちはいつでも夜伽に応じられるように身体の準備をされていた。この少年の後孔もそのように躾しつけられていた。そこに身を沈めていく。

「ふ…」

　根本まで埋めて、甘い吐息をついたときだった。

　ふいに、寝所の襖が開かれて、ずかずかと人が踏みこんできた。キリイは少年に身を繋げたまま枕元の刀へと手を伸ばし──御簾を撥ね上げてはいってきた男を見上げて、苦々しい表情を浮かべた。

「お前を呼んだ覚えはない」

　そう押し殺した声で告げると、スザクが寝台の横に片膝をついて少年の顎を掴んだ。

「哀れな。これはひどい穢されようだな」

　白濁まみれの口を覗き見てそう呟き、険しい視線をキリイへと向けた。

「帝が海神の教えを破っているわけか」

「──」

　キリイは昏くらい目でスザクを睨んだ。たとえ薬が手にはいらなくなろうと、この場で斬り殺すのが正しいのではないか。……しかし、身体能力の優れたスザクと対するためには全力を出さねばならず、少年のなかから陰茎を引き抜かなければならない。

　すでに一度、スザクに陰茎の一部を見られた可能性はあったが、それでもここですべてを露わにするのには強烈な抵抗感と恐怖があった。

　──誰にも見られたくない。知られたくない。

　だからこそ夜伽の少年たちをかならず眠らせてから行為におよんでいるのだ。たとえ目視しなくとも抱かれているときの感触で、間違いなく性器の異様さを察するであろうから。

　スザクが寝台に手をついて、身動きできずにいるキリイの顔を間近から見詰めた。

「よほど精気が余っているようだな。俺が診療して、処置してやろう」

「……私に触れるなっ」

　刀を引き抜こうとしている手を掴まれて、背中へと捻じり上げられた。

「遠慮するな。俺はお前の専属薬師だ」

　スザクに背後を取られ、襦袢をばさりと捲り上げられた。臀部を剥き出しにされる。

「ふ、不敬であろう！」

　キリイの咎とがめる言葉など聞こえていないかのように、スザクの指が露わになってしまっている後孔に宛あてがわれた。はいられまいと、キリイは懸命にそこに力を籠める。スザクはしばらく窄すぼまりきった襞ひだを指で捏ねていたが、諦あきらめたのか指を退ひいた。

　安堵したキリイはしかし、ビクンと全身を震わせた。慌ててうしろを見返る。

「ぁ……」

　臀部の狭間にスザクが顔を埋めていた。湿ったやわらかなものが、後孔を這いまわっている。

「嘘、だ──っ、ぁ…」

　──舐められて…っ。

　ワダツミの民がみずからこのように口を穢すなどあり得ない。

　動どう顛てんしながらも、あまりにもなまなましくて淫いん靡びな感触に、キリイは繰り返し身体を跳ねさせた。押さえられていないほうの手で、スザクの額を掴み、引き剥がそうとする。

「や……やめ……」

　舌のくねりに翻弄されて、蕾つぼみがほころぶように開きそうになる。そこに懸命に力を籠める。襞がヒクつきだす。

「あぁっ」

　蕾を突破された。なんとか舌を外そうと、キリイは腰を前に突き出して左右に振った。しかし陰茎が少年に根本まで埋まっているせいで思うように動けない。

　体内の舌がしたたかにくねる。

　犯す快楽を覚えながら、禁忌の行為でも追い上げられていく。
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　尻や会え陰いん部ぶがうねるように波打つ。それが次第に速まっていき──。

「──っ、うう、ぅ……」

　少年のなかにドクドクと種液を放っていく。

　スザクの舌が体内からずるんと抜けた。噛むものを失った孔が忙しなく蠢うごめく。そしてその蠢きがやまないうちに、今度は二本の指を捻じこまれた。快楽の凝りを狙いすましていじられて、キリイは首を横に振り、背後を見ながら訴える。

「そ、こ……は──いまさっ、き、もう」

　果てたばかりだからやめてくれと言い終わらないうちに、ぶわっと快楽の波が押し寄せてきた。キリイはわずかな体液を、また少年のなかに流しこむ。

　──もう、抜きたい……。

　せめて陰茎への快楽から逃れたい。けれども抜いて性器を露出することもできない。

　少年のうえに俯せになって引き攣るような呼吸を繰り返しているキリイへと、スザクが背後から覆い被さる。耳元で囁かれた。

「まだ足りぬだろう、ワダツミの帝」

　キリイは横目で漆黒の眸を睨んだ。

「許さぬ──これ以上、許さぬ」

　しかしスザクは「そうか」と嗤い含みに呟き、さらに二本の指を足して、四本の指でキリイの身体を内側から揺さぶりはじめた。

　尻を激しく打ちょう擲ちゃくされながら指でズクズクと犯されて、キリイは少年のなかで陰茎を痙けい攣れんさせ、そのまま意識を失った。







　重い瞼を上げたキリイは、次の瞬間、上体を跳ね起こした。

　そうして同じ寝台にスザクと少年が寝ているのを目にする。少年は口くち許もとを綺き麗れいにされて襦袢も整えられ、眠りこんでいる。強い眠り薬を飲んだため、朝まで目覚めることはないだろう。

　キリイ自身もまた襦袢を整えられていた。

　スザクの手による処置に違いなかった。

　指で犯されて意識を失ったキリイの陰茎を少年から引き抜いたのだ。

「……く」

　白絹の襦袢の胸元を、キリイは破らんばかりに握る。

　──今度こそ、確実に見られた……。

　身体が芯から震えている。

　──殺さなければ……。

　頭がまともに働かないまま、キリイは枕元の刀に手を伸ばそうとして、そこに刀がないことに気づく。スザクが隠したのだろう。

　キリイは引き攣るような呼吸をしながら、眠っているスザクの首へと手を伸ばした。がっしりした首に手指を回し、親指で喉仏を砕くように体重をかけていく。

　スザクが大きく身震いして、目を開けた。殺そうとしている男と目が合って、キリイの背筋は冷たい痺れに貫かれる。戦場で刀をもちいて敵を斬り殺したことはある。兄弟を陥れて死を与えようとしたこともある。けれども自分の手でじかに人の命を消し潰すのは初めてだった。

　背筋の痺れが腕や手指にまで拡がっていく。力を籠められているのか、よくわからない。

　スザクの口角が嗤うように捲り上げられた。

　次の瞬間、キリイの身体は宙に飛ばされて寝台から落ち、御簾の外まで転がった。体勢を立てなおす間もなく、スザクが飛びかかってくる。ふたりの身体がもつれ、明かり取りの障子から落ちる丸い光のなかへと転がる。

　互いを取り押さえようとする手がもつれあい、互いを拘束しようとする脚が絡みあう。

「は…っ…はぁ、っ」

　スザクの手に両手首を掴まれる。キリイはそれでも反撃を試みる。男の鼻に噛みつこうとすると、スザクが察して顔を背け、スザクが常に頭に被っている黒い布に口が触れた。キリイはそれを噛むと、大きく頭を振った。布を留めている紐が外れた。

　布がスザクの頭から滑り落ちていく。

　月光に照らされたスザクの髪を見て、キリイは息を呑んだ。

　それはまるで、炎のたてがみのようだった。

　テルス人にも赤毛はいるが、それとは種類が違う。禍々しい真紅だ。

　スザクが舌打ちして、握っているキリイの手首を床にぐっと押しつけた。覆い被さりながら、間近から睨みつけてくる。

「奇怪な髪の色だろう。このせいで、俺はどこでも忌むべき者として扱われてきた」

「……それで、いつも布を被って、いたのか」

「そうだ。排斥されないためにな」

　一拍置いて、スザクがざらりとした声で続けた。

「お前の身体の秘密と同じだ」

　その言葉に、キリイは心臓を鷲掴みにされたような苦しさを覚える。

　亡き母の声が耳の奥で響いた。

『キリイ。決して誰にも裸を見せてはなりませぬよ。もし見られたら、ここにいられなくなります……それどころか、命すらも危うくなることでしょう』

　キリイは濁った声を喉から押し出す。

「お前は──私を滅ぼすために来たのか？」

　スザクがなにも答えずに、じっとキリイの顔を見詰める。

　自分の顔のあちこちが引き攣れるのをキリイは感じる。憤りと懼おそれと──疲ひ弊へいとが身の内をドロドロと巡っていく。このように身を滅ぼすために、自分は二十五年間も秘密をかかえて、怯えながら生きてきたのか。

　手首からスザクの手が離れた。解放されても、キリイは身動ぎもせず、ただ月光に照らされていた。この光に溶けて消えてしまえれば、楽になれるのだ。

　──国と民のために生きる権利など、私にはない。海神の愛も声も、私には届かない。

　海を飛ぶように泳ぐ兄弟に妬ねたみと羨望の眼差しを向けながら、自分はずっと海の底の澱よどみのなかで窒息していた。

　とても、苦しくて、恐ろしかった。

　それもこれで終わるのかと思うと眠気のようなものが押し寄せてきた。目を閉じると、スザクが深く覆い被さってきた。乱れた襦袢から露わになっているキリイの腿のあいだに、男の腰がはいってくる。正常位で犯される体位になる。

　男の心臓の蠢きを胸に感じ、男の性器を脚のあいだに感じる。

　耳に唇を押しつけられた。澱んだ声が耳孔に響く。

「ワダツミの帝、俺に魂を売れ」

　まるで死神に囁きかけられているかのようだ。

「私の命を奪えばいい」

　抑揚を失った声で呟くと、花鱗を掌で潰すように首を掴まれた。じんわりと喉を絞められる。

　少しずつ苦しさが嵩かさんできて、キリイは薄く目を開けた。ほんのすぐ目の前に、漆黒の眸があった。光のない、闇そのものの眸だ。自分の眸もこのように虚ろなものであるのだろう。

「契約だ」

　その言葉とともに、キリイは唇に重たさを覚えた。スザクの唇の重たさだった。

　ワダツミにおいて口づけは、魂を交わす行為だ。伴侶となる者以外とは決して交わしてはならない。

　しかし、この口づけにはなんの意味もなかった。

　虚ろな闇が口を通して互いのなかを行き来しているだけだ。

　唇が離れる。

　スザクがゆっくりと身を起こし、布を頭に被せて真紅の髪を隠した。

「俺はお前の秘密を漏らさない。お前は俺の秘密を漏らさない。いいな」

　楽になれなかったことに失意を覚えながら、キリイはかすかに頷うなずく。

　スザクが立ち去り、キリイは床を丸く切り取る月明かりのなかに、ひとり残される。

　初めての口づけの感触が、いつまでも唇に留まっていた──。







　人とは違う、漆黒の髪と眸をもって生まれた。

　人とは違う形状の陰茎をもって生まれた。

　母は出産のとき人払いをして、乳母だけに手伝ってもらってキリイを産んだのだという。その乳母はキリイが一歳を迎えるより前に亡くなった。それからというもの、母はキリイを誰にも触らせずにみずからの手ですべての面倒を見て育てた。

『キリイ。決して誰にも裸を見せてはなりませぬよ。もし見られたら、ここにいられなくなります……それどころか、命すらも危うくなることでしょう』

　朝に夕に、キリイは母からそう言い含められた。

　なぜ母がそのように執拗に言うのかわからずにいたが、自分の身体がどこか人と違うことは察せられていた。しかし皇子という身分でもあり、他人の裸を見て確かめる機会もないままに過ごしていた。

　そうして六歳のときに、弟のナギが生まれた。ナギが生まれた夜、海は美しい緑青色に煌きらめいた。海神の寵愛を享うけた神子が誕生した証だとワダツミの民は喜んだ。

　長兄のシキは第一位帝位継承者であるうえに幼いころから病を得やすかったこともあって深窓に隠すように育てられていたが、ナギは朝から晩まで海で波と海生生物と戯たわむれていた。海神の神子は、海のなかにいるときがもっとも安全に護られているのだ。

　……キリイは、海が苦手だった。

　海に頭まで浸かると、苦しくてたまらなくなるからだ。ワダツミの民は海から生じ、水中でも息をすることができる。しかしキリイはそれができず、ひそかに海水の流れこむ洞穴を訪れては水に潜る練習をしていた。

　ある日、そこに海水に乗ってナギが流れ着いたのだ。

　六歳の無邪気な弟は、意外なところで次兄と鉢合わせて笑顔になった。

『海神様に脱がされたの。波やお魚にたくさんくすぐられたんだよ』

　そう言いながら岩棚に身を引き上げたナギは一糸まとわぬ姿だった。

　襦袢姿で海水に浸かったまま、キリイの目は弟の下腹部に釘付けになっていた。頭が痺れるような衝撃に見舞われていた。

　キリイは無言のまま弟に近づくと、その愛らしい膝を掴んで脚を拡げさせた。

『あにうえ？』

　──違う……。

　弟の茎は、まるで小さな筍たけのこのようだった。なめらかなかたちで先端がツンと尖とがっている。

　自分の陰茎がおぞましい姿をしていることを、キリイは十二歳にして初めて知ったのだった。

　頭のなかが真っ白になり、弟を洞穴に置いて、逃げ出した。城の自分の寝所に籠もり、褥に蹲うずくまって震えた。

　髪の色も眸の色も性器のかたちも、どうして自分だけ違うのか？

　その理由を母はきっと知っているのだろう。あらかじめ察していたからこそ誰よりも信頼できる乳母だけを出産に立ち会わせたのに違いなかった。

　何度も母に問おうとした。けれどもその質問を封じる空気を母は発しており、キリイはどうしても尋ねることができなかった。

　そして、キリイは別の深刻な悩みもかかえるようになっていた。

　兄のシキに十二歳のときに宿った花鱗が、いまだ顕あらわれていなかったのだ。十三歳になっても、花鱗が宿る兆しはなかった。焦燥感は追いかけられる悪夢となって、キリイを夜な夜な悩ませるようになった。

　そんなある日、キリイは真夜中に母に揺り起こされ、寝所から連れ出された。

　供も連れずにふたりきりで城の隠し通路から外に出た。蒼白い月明かりのなか、キリイは三日月型の小さな入江へと連れて行かれた。砂浜の水際には小舟がひとつ、ぽつんと置かれていた。母と小舟を押して波に乗せて乗りこむと、母から小さな飴あめを渡された。それを口に含んだキリイは、しばらくすると眩暈めまいを覚えて船底に横たわった。母がこちらを見下ろしながら、なにかを言っていたような気がしたが……。

　次に目を開いたとき、キリイはやはり小舟のなかにいた。舟は海に浮かび、母だけが同乗していた。身体がひどくだるくて、左の首筋が焼け爛れたように痛んでいた。

　キリイが上体を起こすと、月明かりに照らされた母が──キリイとよく似た顔立ちをした母が、正座をして深々と頭を下げた。

『ワダツミの皇子、見事な花鱗が宿られましたこと、お慶よろこび申し上げます』

　あれほど待ち望んだ花鱗が、首に宿ったのだ。

　けれどもその時にキリイが覚えたのは、安堵や喜びではなく、自分と母に対する強烈な不信感だった。

　頭上にある満月が照らしているのは、自分たち母子の闇の部分なのだと感じた。

　第二皇子に花鱗が宿ったことは、ワダツミの国中の者に祝福され、宴うたげが催された。浜辺で海神に捧げられた盛大な「万華の舞」を、しかしキリイは身のうちに氷を含んでいるような心地で見ていた。

　自分の花鱗は、ただ肌の表面に彫られているだけの偽物だ。

　命のない、死んだ花なのだ。

　自分は、海神の末裔ではない。

　……父帝の血を引いていないのだ。それはいまや改めて母に確認するまでもないことだった。

　そしてその暗黙の了解のなか、母はキリイの出生の秘密をかかえたまま、キリイが十四歳のときに急きゅう逝せいした。

　それから十一年間、ひとりきりで秘密をかかえて生きてきた。人の視線はすべて自分を脅かす刃物のように感じられた。

　帝の血を引いていないからこそ、国と民のことを深く思考することで、皇子である意義を自分のなかに作り上げてきた。けれども同時に、ワダツミの国と民を憎んでもいた。海のなかを飛ぶように泳ぎ、海神の加護を実感している者たちが妬ましかった。だから、少年に夜伽をさせては、その口を穢した。女にょ性しょうに伽をさせなかったのは、得体の知れぬ恐ろしさを感じたからだ。母のように男を裏切り、子供に背負いきれない重荷を背負わせるような存在に、肉体は寒気しか覚えない。

　──私を護る者は誰もいない。私のことは、私が護るよりない。

　十四歳のときから、そう思い詰めて生きてきた。首に咲く死んだ花を見せびらかして、文武に優れた皇子として、日々を重ねてきた。







　日の出を告げる鐘の音を聞きながら、キリイは床から身を起こした。

「でも、もう護りきれぬのか」

　スザクは腹のたつほど聡さとい男だ。

　キリイが海神の末裔でないことを──資格もなく帝となっていることを、見抜いているに違いなかった。

　帝になって国と民を護ることによって、致命的に欠けているものを補えるように思っていた。

　けれども帝となったいま、そのような単純なことではないのだと本能的に感じている。

　魔術国ギメイルとの戦において、海神の加護という絶対的な力をもたぬ自分がワダツミを護ることができようか？

　頭が割れるように痛む。







四幕　毒殺




「まだ熱が高いな」

　氷ひょう嚢のうをどけてキリイの額に掌を当てながらスザクが難しい顔をする。

　触られたくなくて、キリイは顔を背け、スザクの手から逃げた。するとぐいと顎を掴まれた。スザクが顔を覗きこむように上体を伏せる。

「……ん」

　唇に唇が触れる。

　なんのためにスザクはこの行為をするのだろうか。互いの秘密を口外しないという契約を思い出させるためだろうか。そんなことを考えながら瞬まばたきもなく目を開いていると、スザクが唇を離して苦笑した。

「接せっ吻ぷんのときは目を閉じろ」

　そう言いながら、スザクは綿入りの絹布をキリイの身体のうえからどけた。

　襦袢の腰紐をほどかれそうになって、キリイはもがき、抗あらがう。けれども高熱のせいで力がはいりきらない。

「汗をかいたものを着ていたら身体が冷える。取り換えるだけだ」

「自分で、できる」

　これまでどんなに体調が優れずにつらいときも、人の手を借りたことはない。

「病人が意地を張るな」

　スザクがいくらか苛立った様子で、キリイの襦袢を脱がしにかかる。下帯をほどかれるときにキリイはふたたび抵抗を試みたが詮せん無ないことだった。

　褥のうえで全裸にされて、キリイは身体を横倒しにして丸め、両手で下腹部の茎を隠した。

　スザクが器に入れた湯に布を浸して硬く絞る。晒さらしている項うなじや背中を手早く拭われていく。

「拭きにくいから仰向けになって身体を伸ばせ」

　キリイが首を横に振るとスザクが呆あきれ声で呟く。

「一度見られたら、何度見られても同じだろう」

　確かに秘密は一度知られてしまえば、それまでだ。しかし隠しつづけてきたものを人に晒す抵抗感は身にこびりついてしまっているのだ。キリイは首を捻じってスザクを見た。

「それならお前も、頭の布を外しても平気なのだろう」

　スザクが目をきつく眇すがめてから、頭に被っている黒い布を乱暴に外した。真紅の髪に、二度目だというのにキリイは目を奪われる。

「お前も見せろ」

　キリイは唇を噛むと、身体を仰向けにした。ぎこちなく膝を伸ばす。しかし下腹部に置いている両手はどうしても外せなかった。

　そのままスザクに身体を拭かれていく。

　最後に下腹部を残すだけになり、手首を掴まれた。陰茎が露わになる。

　スザクに陰茎を凝視されて、キリイは嗚咽おえつめいた音を喉から漏らした。そうして自身のものを見下ろし、つらい気持ちになる。

　──なんと、醜い。

　ワダツミの民の陰茎は、ナギのものがそうであったように筍のような形状をしている。夜伽の少年たちの陰茎もすべて多少の太さ長さの差はあれど、似たようなものだった。

　しかしキリイのものは先端が張っていて括くびれがあり、中太りのかたちをしている。しかも先端の笠の部分と裏筋に沿って、棘とげのようなものがいくつも生えているのだ。それらは下向きに生えていて、一度繋がったら相手を放さない仕組みになっている。

　スザクが陰茎に布を被せ、ゆっくりと根本から先端までを扱しごくように拭く。それを数度繰り返されて、キリイの腰は内側からわなないた。

「……もう、よい」

　手を退けさせると、膨らんで頭を擡もたげかけた茎が現れた。

「棘が勃たってるな」

　今度はじかに握られて、キリイは身を硬直させる。

「醜いものに、触れるな…っ」

　悲痛な声で訴えると、スザクが裏筋に沿って生えている棘をぞろりと逆撫でた。

「ひ…ぁ」

「こうされると気持ちいいだろう」

　躊躇いもなく、スザクの指が笠の部分の棘をくにくにといじる。

「ぁ…あ…」

　自分で触るのすらおぞましいものを愛撫されて、キリイはつらい気持ちになりながらも、陰茎を反り返らせてしまう。

「ス、ザク」

「ん？」

「気持ち悪く、ないのか？」

「ゾクゾクはしてる」

　やはり寒気がするほどに気持ち悪いのだ。

　羞恥と惨みじめさに打ちのめされるキリイを眺めて、スザクが舌なめずりをした。

「咥くわえるぞ」

「え────あぁ…！」

　キリイの許可を待たずに、スザクが異形の器官を口に含んだ。

　──嘘、だ……。

　これまで、眠る少年の口に一方的に押しこんだことはあったが、相手の意思でそれに口淫されるのは初めてだった。キリイは呆然として、美味うまそうに性器を貪むさぼる男を凝視する。

　ヒクッと心臓が震えた。

　その震えが繰り返し起こる。

　それは嗚咽に似ていた。けれども、どのような嗚咽なのかわからない。

　嗚咽めいた震えは全身へと拡がり、キリイはスザクの口のなかへと濃い体液を噴いていった。





＊






　スザクが薬籠を手に、帝の住まう棟を出て渡殿に足を踏みこむと、向こうの棟から海神の神子とその守護者が歩いてきた。診療が終わるのを待っていたらしい。

「薬師殿、帝のご容態はいかがですか？」

　気がかりそうに、十九歳という年のわりには幼く見えるナギが訊きいてくる。

「毒抜きをしたから、明日には熱も下がるだろう」

「毒とは、どのような……」

「悪いものを摂取したわけではない。生きるために溜たまる心身の毒素のことだ」

　その言葉の意味を考える間があってから、ナギが胸の前で手を合わせる仕し種ぐさをした。

「とにかく、その毒素を調合薬で解毒してくれたということですね。ありがとうございます」

　──こう清らかでは、キリイもたまらんだろうな。

　スザクは腰を屈かがめてナギの顔に顔を寄せた。間近から、緑青色の煌めきが宿る眸を覗きこむ。

「毒素を撒まいている者ほど無自覚であったりするものだ」

　ナギの眉がかすかに歪ゆがむ。

　──なんだ。無邪気そうに見えて、少しは自覚があるのか。

　ふたりの顔のあいだに赤銅色の大きな手が差しこまれたかと思うと、ナギはそのまま守護者サガンのぶ厚い胸へと抱きこまれた。

　翠色の眸が昏く光って、スザクを睨む。

「毒でないものを勝手に毒として取りこむ奴が愚かなだけだ」

　スザクは目を細めて、自分よりわずかに背丈のある男を見た。いまの言葉と表情は、闇を知っている者のものだ。

　この異界の男は黒い丈の長いコートをまとい、胸元で潰し切られた鎖が垂れる鉄てつ枷かせを首に嵌めている。しかも腹部には禍々しい死神の刺青いれずみをもつ。なんでも向こうでは奴隷たちを率いて海賊船「死の箱舟号」の船長をしていたそうで、彼自身が元奴隷なのだという。

　辛酸を舐めてきた荒くれ者がすべてを擲なげうって、この清らかな少年とともに異界で生きることを選んだのだ。サガンはどんな手段を使ってでもナギを護るだろう。

　そのことをスザクは改めて頭に刻みこむ。

　計画を進めるうえで思わぬ障害になり得るものだ。





＊






　キリイは執務の間の書架から幾冊もの本を抜き、机のうえに積んだ。

　頭痛はまだ残っているものの、昨日の朝から熱が下がったお蔭かげで溜まっていた政務に取り組むことができた。

　この帝が執務をおこなう部屋は、以前は美しい調度品で満たされていた。帝はそこで、これまでの因習に則のっとったことだけをしていればよかった。その結果、テルスとの戦になった際、完全に防戦一方となった。

　キリイはそんな父帝に対して、蔑さげすみにも似たものを感じていた。海神の末裔という血筋に胡坐あぐらをかいていたことへの当然の報いだと思った。

　だからキリイは、テルスへと下ったシキの代理として帝を務めることになってから、執務の間の煌びやかな調度品を蔵にしまわせた。畳も外して板床に織物を敷き、部屋の壁を埋め尽くす書架と、腰の高さまである大きな机と椅子とを入れた。

　そうして、これまで集めてきた歴史や執政、戦に関する書物を書架に収めたのだった。

　椅子に座り、何十回も開いたことのある兵法書を開く。

　──海神の加護があっても父は国を護れなかったのだ。だから今回は、違う戦い方をする。私の観察と姿勢は、間違っていない。

　自分でも不思議なほど心の芯が通り、自身を肯定する気持ちが湧いてきていた。

　もしかするとこれもスザクの薬の効能なのだろうか。

　障子窓が夕刻の光に染まるなか、キリイは兵法書に目を走らせる。ワダツミも国として定まるまでは艱かん難なん辛しん苦くがあり、一進一退を繰り返してきたのだ。それを自分の代で潰ついえさせるわけにはいかない。

「薬師長が参られました」

　衛兵の声が襖の向こうから抑えぎみに響き、キリイは書物から顔を上げて入室を許可した。

「帝様、お加減はいかがでしょうか？」

「悪くない。例の件についてか？」

　薬師長が近づいてきて、抑えた声で告げてきた。

「薬の調合の分析が終わりました。かなり細かく調合を変えてありますが、それも含めて再現応用が可能です」

　キリイはよい報告にほくそ笑む。

　スザクの薬を飲むようになってからひと月ほどになる。

　不本意だが、スザクの薬を調合する能力には目を瞠みはるものがあった。正直なところ、彼の薬なしでは今後訪れるであろう国の難事を乗り越えられない。

　しかしスザクは、キリイの秘密を知っている唯一の人間であり、それゆえにこの世にいてはならない存在だ。一刻も早く処分しなければならない。

　そこでキリイはスザクの出す調合薬をすべては飲まずに薬師長に渡し、配合を調べさせたのだった。

　スザクの調合薬を薬師長が作ることができれば、スザク自身は不要だ。

　薬師長が薄紙に包んだ薬をそっと机上に置いた。

「それと、こちらがご所望されていたものです」

「これは確実に効くのだな？」

「それはもう確実に。無味無臭ですので茶に混ぜれば、察知されることはございません。……ですが、ご指示をいただければわたくしのほうで対処いたしますものを」

　キリイは包みを手に取りながら、冷たい微笑を浮かべる。

「私がこの手で始末したいのだ」

　想像するだけで背筋が震える。

「遂行したら、すぐにお前を呼ぼう」

「事後処理は、すべてよきように計はからわせていただきます」

　薬師長が部屋を出て行く。

　赤黒く染まっていく障子窓を眺めながら、キリイは今宵の決行を胸に誓った。







「お前は実に優れた薬師だ。その知識は薬師長をも上回っている」

　湯浴みを終えたキリイは襦袢に単衣を羽織った姿で脇きょう息そくにもたれながら、今宵の薬を調合しているスザクにそう声をかけた。

「俺はただ受け継いだだけだがな」

　薬材を秤にかけながらスザクが返す。

「親も薬師であったのか？」

「……まあ、そんなようなものだ」

　スザクが調合を終えた薬を薄紙に載せてから、そのうえに手を翳かざして目を閉じ、口をかすかに動かす。薬師たちは薬材への感謝を示すために、調合の最後にかならずこの仕種をする。

　キリイはその隙に、白磁の碗のなかへと薬師長からもらった粉を入れた。そしてそこに鉄瓶から茶をそそぐ。自分の碗にも茶をそそいでおいた。

　スザクが瞼を開けて、薄紙を折り畳み、小机のうえに置いた。

「今夜の調合薬だ」

「服用するとすぐに眠くなってしまう。その前に少し話したいことがある」

　そう言いながらキリイは碗をスザクのほうへと滑らせた。

「なんの話だ？」

　スザクは怪け訝げんそうな顔をしながらも、薬籠に器具をしまい終えると小机を挟むかたちで胡坐をかいた。

「正直に言おう。私はお前の調合薬がないと、この先やっていけない。お前のような薬師はワダツミ中を探しても──いや、大陸中を探してもいないだろう」

「確かにそうそういないだろうな」

　謙遜する気などまったくないのが、スザクらしい。

　内心少しおかしいような気持ちになり、……それが躊躇を生んだ。いまならまだ、椀の中身を飲ませないことができる。

　──……くだらない。私はワダツミの帝だ。

　危険因子を排斥するのは義務だ。

　これは単なる自己保身ではない。国防のために必要なことなのだ。

　キリイはじっとスザクを見詰めた。

「お前に、できるだけ傍そばにいてほしい」

　スザクが目をしばたたき、それからふっと笑った。

「傍にいてほしいなら、俺をこの帝の棟に住まわせろ」

「よいだろう。ここに住めばいい」

「そんなに簡単に決めていいのか？」

「帝である私がそう望んでいるのだ。誰にも口出しはさせぬ」

「二言はないな」

　漆黒の眸に見詰められて、キリイは胸が苦しくなるのを覚えながら頷いた。

「海神様に誓って」

　キリイは自身の碗を手に取った。それを軽く持ち上げる仕種をすると、スザクもまた献杯のために碗を手にした。

　そして、ふたり同時に碗に口をつけた。

　スザクが液体を嚥えん下げする音が、やたらと大きく聞こえた。

　ふたつの碗が小机のうえに戻される。

「──ぐ」

　スザクがふいに喉と胃のあたりを手で押さえた。体内にはいってしまったものを掴み出そうとするかのように指が折れ曲がる。

　ドッと身体が畳に倒れた。

　キリイは背筋を立てたまま微動だにせずに、毒を飲んだ男を見守る。

　少しのあいだスザクはもがき苦しんでいたが、そのうち動かなくなった。

　すべてが終わって、ようやくキリイは息をついた。

　立ち上がるとき、身体がよろけた。小机を回って、倒れている男の横に膝をつく。固く正座をして、スザクの顔にかかっている頭布をそっと除のけた。苦しんで死んだわりに苦悶の表情は浮かべていなかった。まるで眠っているかのようだ。

「…………」

　──これで私の秘密は、また私だけのものになった。

　安堵すべきことだ。

　それなのに安堵ではない感情が身のうちからじわじわと滲み出てくる。

　初めて、他人に自分の秘密を知られた。生粋のワダツミの民でないという証の、異形の性器。そのおぞましいものをいっそ切り落としてしまいたいと何度思ったかわからない。

　けれどもスザクは、それを目にしても気持ち悪がったりはしなかった。愛撫し、口に含んでくれさえした。

　……これまで眠る少年の口に何度も陰茎を入れてきた。神聖な口に入れることで、異形である自分を受け入れられているような錯覚を味わうことができた。

　スザクがみずからの意思で含んでくれたとき、心臓が震え、嗚咽のようなものに身体を満たされた。

　──嬉しかった。

　スザクが死んだいまだからこそ、そう素直に認めることができていた。

　誰とも秘密を共有できないと思い、醜い肉体を否定されると思いこんでいた。しかしほんのいっときではあったが、スザクは秘密を共有し、この肉体を肯定してくれたのだ。

　他人からありのままの自分を肯定されることがどういうことなのかを経験させてくれた。その行為のあと、不思議なほど心に芯が通ったのを感じた。

　そしてもう二度と、その経験をすることはない。

　キリイは震える唇を噛み締め、スザクの頭に巻かれている紐を外し、頭布を取った。

　真紅の髪が現れる。

　スザクの秘密を自分もまた共有したのだ。

　キリイは真紅の髪に指先で触れ、ぎこちなく梳いた。死者へと囁きかける。

「美しい髪だ」

　その瞬間、間違いなく気のせいなのだが、スザクの瞼が蠢いたように見えた。

　自分の未練たらしい願望めいたものに苦笑し、キリイは髪から手を離そうとし──手首を掴まれて、悲鳴をあげそうになった。

「え……、ぁ…」

　死んだはずの男が起き上がる。

　驚嘆のあまり身動きもできずにいるキリイの手首を握ったまま、スザクが言う。

「美味い茶だった」

「……な、い……あり得、ない……」

　しわがれた声で呟くと、キリイが胃のあたりを押さえた。

「生憎、俺には毒が効かない。子供のころからあらゆる毒を飲まされて耐性がついてるからな。とはいえ、これはかなりの代物だな。胃がチリチリしてる」

　頭から血が消え去るような感覚をキリイは覚える。

　視界がグラグラして、耳鳴りが起こる。

　スザクがぐっと顔を近づけてきた。その目許に笑みが滲む。

「お前が俺の調合薬をあの爺さんに渡してたのは知ってる。おおかた、調合法さえわかればいくらでも作れるとでも思ったんだろう。だが、お前たちでは俺の薬は作れない」

　すべてを見抜かれていたことに、寒気とともに強烈な腹立ちがこみ上げてきた。今度は頬が熱くなるのを覚えながら、キリイは声を荒らげた。

「お前の調合する薬など、城の薬師たちの手でいくらでも再現できる。それとも、調合以外に特別なことをしているとでも言うつもりか？」

「そのとおりだ」

「……でまかせだろう」

「魔術だ」

「──」

「俺の調合薬には魔術がかけてある」

　キリイは大きく目を見開いて眸を痙攣させた。

「……魔術、は……魔術を使えるのは」

　スザクがにたりと笑う。

「ギメイルの民だけだ」

「っ……お前は、ギメイルの民だったのかっ」

　身を離そうとするキリイの身体を、スザクが押し倒す。

「そうだ。半分だけな」

　ワダツミの民とギメイルの民の混血ということか。

　もがくキリイの身体を床に押しつけながら、スザクが顔を伏せてきた。唇を奪われそうになって顔を背けると、左首筋に口づけられた。花鱗を吸われる。

「やめろ……そこ、は」

　唇をつけたままスザクが囁く。

「刺青を入れられた肌は冷たいな」

　その言葉にキリイは凍いてつく。やはりこの男にはすべてを見抜かれていたのだ。

　人形のようになったキリイのうえでスザクが上体を起こした。腰に跨るかたちで膝をつき、黒い水干を脱ぎ捨てると、緋色の単衣が露わになる。黒い袴の腰紐がほどかれる。

　──犯すつもりか。

　これまでスザクはキリイを辱はずかしめることはあっても、みずからの性器を満足させる行為にはいたっていなかった。

　ギメイルの血を引く者に穢されるのかと思うと、屈辱感以上に恐怖がこみ上げてくる。

　スザクの袴はかまが落とされ、緋色の単衣の裾が捲られる。下帯の横から陰茎が握り出された。

　キリイはとっさに目を閉じようとしたが、視界の隅に映ったそれに違和感を覚えて、男の下腹部へと視線を向けた。

「……──」

　心臓が止まりそうになった。

　それは、キリイの秘密と同じかたちをしていた。

　自分がいま目にしているものは、間違いなく自分自身に深く関係している。しかしそれを考えることがどうしてもできない。考えることを頭が拒絶してしまっていた。

　──どういう、ことだ……私は……。

　スザクは下腹部を隠してキリイのうえから退くと、キリイを抱き起こした。

　彼になかばかかえられるようにして、キリイは帝の間を出て寝所へとはいった。御簾のなかの寝台へとふたりで腰を下ろす。ぐらつくキリイの上体を、スザクが肩に腕を回して支える。

　まともに働かない頭で、キリイはなんとか考えようとする。

　スザクは半分だけギメイルの血が流れていると言っていた。そして、自分と同じ形状の棘の生えた性器をしていた。自分は顔立ちからして間違いなくワダツミの民である母の血を引いている。しかし父親は帝ではなく、それどころか水中で呼吸できないことからいって、実父はきっとワダツミの民ですらない。

　──私も半分、ほかの民の血が流れている。

　そしてこの異形の性器はおそらく、父方の民の特徴をそなえているのだ。

「……私、は、私は」

　キリイは虚ろな目で横にいるスザクの顔を見た。

　狭まりきった喉から掠かすれ声を押し出す。

「私には、ギメイルの血が、流れているのか？」

　スザクが目を横に長くして、眦に笑みを滲ませた。

「ギメイルの血がどういうものなのか、俺がお前の身体にとっくり教えてやろう」







「ぁ…ふ……」

　キリイは俯せの姿勢で腰だけを高く上げさせられ、後孔に四本の指を含まされていた。

　精神的な衝撃があまりにも強すぎて、スザクに押し倒されても抗う力がまったく湧いてこなかった。

　──私はギメイルの……暗い地中に棲む民の子。

　得体の知れない敵国だと思っていた存在が、自分の身体のなかにあったのだ。

　だからといってギメイルを身近に感じることはない。むしろ、自分自身を見失いそうな恐怖に駆られていた。

　指を引き抜かれて、腰がガクリと落ちる。その腰を掴まれて仰向けに身体を転がされた。

　緩みきっていた腰紐がほどかれ、襦袢の前を開かれる。

　萎なえたままの陰茎が露わになる。

　スザクが緋色の単衣の下腹部をめくると、長々とした勃起が突き出た。キリイはそれを目にしたとたん、意識しないまま身をずり上げた。

　先端に笠を張った中太りの幹は人の手首ほどの太さがある。その笠の部分や裏筋に沿って生えた下向きの棘は、発情に鋭く勃っていた。

　両の足首をスザクに掴まれて、引きずり戻される。そのまま淫らに開脚するかたちで身体をふたつに折られた。腰が浮き、なかば逆さ吊りのようにされる。

　スザクが膝立ちをして、棘のある棍こん棒ぼうのような凶悪な器官をキリイの後孔に宛がった。蕾に棘を感じる。棘は皮膚を傷つけるほど硬くはないものの、刺されるような刺激がある。
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　キリイは恐怖に短く呼吸し、首を激しく横に振った。ゴリッゴリッと閉じようとする蕾を押し潰され、こじ開けられていく。

「ひ…」

　わずかに先端がはいってきたとたん、キリイは身を強張らせた。棘がやわらかい粘膜に刺さっていた。

「はいる、な──外せ……っ」

　スザクが両腕を横に伸ばしてキリイの脚を割り裂き、結合部を眺めながら身を沈めていく。先端の笠の部分までを押しこんで、甘く濁った声で言ってきた。

「もう手遅れだ」

　自身の性器と同じ形状だからこそ知っている。こうしてわずかでも繋がってしまえば、下向きの棘が孔の窄まりに引っかかるため、射精して棘が芯を失うまでは抜くことが困難になる。犯されている側から抜くのが不可能なのはもちろん、無理に抜こうとすれば犯している側にもそうとうな苦痛が生じるのだ。

　キリイはスザクの腹部についた手を敷布へと落とした。

「早く終わらせろ」

　目を閉じて命じる。

「賢いワダツミの帝は物わかりがいいな」

　スザクが繋がった場所にぐうっと体重をかける。中太りの長い幹を受け入れきれず、キリイの内壁は泣くようにわななく。

　するとその蠢きで快楽を得たらしい。スザクが呼吸を大きく乱して、容赦なく腰を進めてた。

　キリイはせめてもの矜持に、奥歯を噛み締め、声を漏らすまいと誓う。

　時間をかけて根本まで繋げたスザクが耳元で囁く。

「安心しろ。できるだけ早く終わらせてやる」







　キリイは男の下で唇を堅く閉じ、眉根をきつく寄せていた。

　スザクの腰を回す動きがどんどん速くなっている。

　──もう少しの辛抱だ……。

　異形の性器は、抜き差しする行為には向いていない。最奥まで繋げて腰を捏ねるように動かす性交の仕方になる。それでも犯されている側の内壁は棘に刺激されて収斂するため、陰茎に充分な快楽を供きょうすことができるのだ。

　現にいまキリイの体内は、チクチクと刺されて熱をもち、男を締めつけて震えていた。

　──早く、果てろ。早く……早く。

　痛みの震えのなかに、なにか違うものが混ざりはじめているような気がする。陰茎の付け根のあたりにムズムズとしたものが溜まってきていた。

　だから痛みに耐えて、内壁にあるだけの力を籠めた。棘に刺されながらも男をきつく締めつけて、一刻も早く射精させようとする。

　苦痛に喉を鳴らすキリイのうえで、スザクが身を跳ねさせた。

「帝…っ」

　スザクが褥に手をついて大きく上体を反らした。

　顔にかかった真紅の髪の下、見下ろしてくる漆黒の眸が愉悦に潤み、半開きの唇が震える。顎のホクロがゾッとするほどふしだらに見える。

　キリイは身体中を緊張させて、苦痛だけを感じようとした。

「お…出、る……ぁ、ぁあ」

　スザクが激しく身をくねらせた。

　同時に、身体の奥にびしゃびしゃと種液を放たれていくのをキリイは感じる。

　──終わった。

　苦痛のみに踏み止まることができた。安堵して、キリイは冷たい視線を果てた男へと向けた。

「これで満足だろう。しりぞけ」

　するとスザクがブルッと身震いしてから、小首を傾げた。

「なにを寝ぼけてる。ようやく前戯がすんだところだ」

　キリイは険しい顔になり、男の下からもがき出ようとした。ふたりの身体がもつれる。性器でキリイを繋いだまま、スザクがキリイの身体を俯せにした。

　背後から体重をかけられて、抜けかけたものを根本まで押しこまれる。男のものがふたたび膨らみ、棘のひとつひとつが芯をもちだす。

「もう……無理だ」

「お前は地の民のことをなにもわかっていない。その快楽のかたちもな」

　そう言いながら、スザクが腰を退きだした。逆立った棘に粘膜を引っ掻かれる恐怖にキリイは敷布を握り締め──眸を揺らした。

「どうだ？　気持ちいいだろう」

「──そんな、はずは……あぁっ！　……んん」

　根本まで突き入れられて、またずるずると抜かれていく。棘に粘膜を掻かれる痛みはある。けれども、それ以上に。

「ふ…ぁ、ぁ…、どう、して」

　体内が熱くて、ゾワゾワしている。掻かれるところから、粟あわ立だつような快楽が拡がっていく。

　耳元でスザクが爛れた吐息とともに囁く。

「俺たちの種液には麻薬効果がある。だからいったんなかに放てば、苦痛が弱まり、むしろ棘の刺激が心地よくなるのだ。抜かずに三度四度と繰り返せば、もう身体を離したくなくなる」

　キリイは怖おぞ気け立だち、敷布を這いずって逃げようとする。

「そのような奇怪なことが、あるわけがないっ」

　スザクは適当なことを言っているのだ。痛みが弱まっているのは、種液が潤滑剤となっているせいに違いない。

　キリイの腰を押さえこみながらスザクが喉で嗤う。

「のたくるさまは、まさに蛇だな」

「蛇などと愚弄するかっ」

　暴れるキリイを羽交い絞めにして、スザクが身体を横に転がした。

「ぁ──あ」

　スザクを下敷きにするかたちで、キリイは仰向けにされる。

「は、ぅ」

　キリイはカタカタと身を震わせた。

「や…、当た、って──」

「裏の棘がいい場所に当たるだろう？」

　腹側にある快楽の凝りに、棘が刺さっていた。わずかにスザクが腰を揺らすだけで、果てるときのような快楽が体内から止め処なく溢あふれてくる。

　スザクがキリイの肩にうしろから顎を載せた。

「やはりギメイルの淫いん蕩とうの血を引いているだけはある。凄いことになってるぞ」

　キリイは朦朧となりながら視線を下げ、自分の性器を見る。

　それは完全に屹きつ立りつして棘を勃てていた。先端から、たらたらと白い粘液が漏れつづけている。

　スザクが背中の下で身をくねらせると、キリイの身体もそれに応えるように自然と身をくねらせた。

「蛇のようだろう？　お前も俺も」

「……」

　キリイの耳をチロリと舐めて、スザクが教える。

「ワダツミの民が魚から生じたように、ギメイルの民は蛇から生じた」

　わななくキリイの茎をスザクが握り扱く。

「この棘のある性器も、蛇から継いだものだ」

　地を這いのたくる長物の血に、自分は生まれながらにして穢されていたのだ。

　キリイは嗚咽を漏らす。

　しかしその嗚咽は、いつしか快楽の咽むせび泣きへと変わっていった……。







五幕　汚染




　キリイはその晩、スザクの調合薬を飲まずに寝所にはいった。そうして眠ったふりをしていると、しばらくしてからスザクが御簾をくぐって寝台に乗った。

　五日前、キリイは地の民の性交というものを──おぞましい蛇のまぐわいを、スザクによって教えられた。

　ひと晩のうちに幾度も失神して、意識を取り戻すたびに違う体位でスザクに犯されていた。

　日の出の鐘が鳴ってから陰茎を抜かれると、あり得ないほどの種液が溢れ出た。スザクは一度も抜かずに行為を続けたらしい。

『本来なら三日三晩まぐわうところだが、帝を独占するわけにもいかないな。まあそのうち、本物の性交も味わわせてやろう』

　その日は身体がひどくつらかったが、キリイは意地で、帝としての一日の務めを果たした。性交で屈服させたなどと、スザクをいい気にさせたくなかったのだ。

　夜になり、湯浴みを終えるともう頭を上げているのもつらくて、キリイは帝の間の小机に突っ伏した。夢のなかで自分は一匹の黒い蛇になっていた。すると真紅の蛇が這い寄り、身を絡めてきて──そこで、襖が開かれる音で目が覚めた。

　はいってきたのはスザクで、彼のうしろには葛籠つづらをもった小姓がふたりいた。

『約束どおり、今日からここに住まわせてもらうぞ』

　スザクはそう言って、小姓たちに寝所の隣の部屋へと葛籠を運ばせたのだった。

　すぐにはスザクがなにを言っているのか理解できなかったが、前の晩に彼に毒を飲ませる直前、そのような約束をしたことに思い至った。どんな約束をしようと、相手は死ぬのだからかまわないと思ったのだ。

　約束を反ほ故ごにすることなど、スザクが許すわけもなかった。

　それでこうしてもう五日も寝起きをともにし、スザクに身体を貪られているのだった。

　スザクの性欲は貪どん婪らんで、キリイが湯浴みをしているときに踏みこんできて行為におよび、さらには薬で眠っていようがかまわず身体を繋げ、朝までキリイのなかにいたりする。

　さすがに身体がつらく、今宵は性交を拒もうと、服薬しないでおいたのだ。

　案の定、寝台に乗るや否や、スザクが身体に触れてきた。

　キリイはその手を撥ね退けて身体を起こす。

「節度というものが、お前にはないのか？」

　咎めると、スザクがにっと笑った。

「なんだ、薬を飲んでいなかったのか。今日はまだ一度もしてないから、身体が寂しいだろう」

　乱れた襦袢の裾から手を差しこんでこようとする男の手を、ぐっと掴む。

「寂しくなどない。今朝も朝まで挿いれていた。あれも今日のうちだ」

「ああ。今朝も目が覚めたのと同時に、俺のものを締めつけて絡みついてきたな」

　キリイは手を上げた。スザクの頬を打つ音が寝所に響く。

「勘違いするな。あれは私の意思ではない」

「身体のほうはすっかり俺に馴染んでいるがな」

「身体だけのことだ」

「臓物が悪夢を見せるように、人の心と肉体は循環する。肉体のことはかならずや心にも影響をおよぼす」

　その予告に、キリイはゾッとする。

　たったの五日ですでに、一度繋がると身体を離したくなくなるようにさせられてしまっていた。もし心までそのようになったら、ワダツミの帝という自己認識すら揺らいでしまうのではないか。

　これから戦に臨むことになる可能性が高いなか、それではワダツミを護れない。

　兄弟を陥れてまで掴んだ帝の座だ。そこに座ることで、誰よりもワダツミの者であれるはずだと思った。

　まるで飾り物だった父とは違うまっとうな帝になれるように、できる限りの努力を重ねてきた。客観的にワダツミという国の問題点を見詰め、それを解決するための知識を蓄えた。現に自分が帝となってから、ワダツミの民の生活は向上した。帝の権威のための歳出を削り、その分を民が使えるようにしたからだ。

　自分は帝の子として育ちながら異質な欠陥品だった。

　だからこそ慣習に疑問をいだき、変革の志をいだくことができたのではないか。

　……自分の盛った薬でスザクが死んだと思ったとき、心の一部を裂かれたようなつらさを覚えた。もしかするとすでに、自分の魂はスザクに侵食されかけているのではないのか。このまま完全に侵食されてしまったら、これまでの自分ではいられなくなるに違いない。

　ずいぶん長く沈黙してしまっていたらしい。焦じれたスザクが顔を近づけてきた。

　唇を重ねようとする彼から、キリイは身をうしろに倒して逃げた。怪訝な顔をして覆い被さってくるスザクの唇に、中指と薬指を当てる。

「お前とはもう接吻しない」

「……いまさら、なぜだ？」

「確かに心と肉体は循環しているのかもしれない。お前の調合薬によって悪夢を見ず、肉体が休まるようになった。いまこうして精神が整っているのは、その結果でもあるのだろう。……私は、お前を必要としている。だが、それはワダツミの帝としてだ。キリイという一個人としてではない」

　スザクが顔を強張らせた。そのような彼の表情は、初めて見たように思う。

「お前が望むなら、私の意思で身体を差し出す。調合薬の報酬としてだ。ただ、接吻だけは禁ずる。ワダツミの帝の魂を穢さないためだ」

　沈黙が落ちたのち、スザクが濁った声音で訊いてきた。

「俺を穢れだというのか？　ギメイルの血が流れているからか？」

「そうだ」

　スザクの顔が嘲笑を帯びて歪む。

「俺を否定することは、お前自身を否定することだぞ」

「私は自分の半分を否定する」

　自分の血のなかにある、ワダツミとギメイル。その二国が争うことは、自分にとってどういう意味なのか。それについて五日のあいだ考え、答えにいたったのだ。

　──私はギメイルの血を否定し、ワダツミのために動く。帝として、ワダツミを護る。

　その決意がいま、深く揺らぎないものとして胸に宿っていた。

　自分の真実を知ったからこそなのだろう。

　スザクが奥歯をギッと鳴らし、凶悪な笑みを浮かべた。

「いいだろう。お前は魂を護ればいい。俺は肉体から、お前を蝕むしばんでやる」

　肩を突き飛ばされて、キリイは褥に仰向けに倒れる。

　真紅の髪の男が圧のしかかってくる。

　夢で見た、黒い蛇と真紅の蛇のことが思い出されていた。
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　スザクは褥に身を起こした。

　御簾越しに漏れる月明かりに淡く照らされているキリイを見下ろす。四度目の行為の途中で気絶したのだ。

『私は自分の半分を否定する』

　まさか、そんな判断をするとは思っていなかった。

　同じギメイルの血を引く者だと教えることで心理的に孤立しているキリイを取りこみ、操りやすくなると踏んでいたのだが、とんだ誤算だった。

　舌打ちして、スザクは黒い水干と黒い頭布を身に着けると寝所を出た。考えごとをしていたせいで、迷路のような帝の棟で順路を間違えた。ようやく棟を出ると、夜明けの気配がかすかに空に漂っていた。

　スザクは城の門へと行き、衛兵に早朝にしか取れない薬材を採取してくると告げて門を開けさせると、裏山へとはいっていった。

　摘んだ薬材を籠に入れながら、山を登っていく。

　そうして目当ての樹に着くと、その梢こずえから一羽の鳥が舞い降りてきて、スザクの肩に留まった。その足に着けられた結び文ぶみに目を通す。

　読み終えた文に呪文を吹きかけて燃やしながら、スザクは呟く。

「いよいよか……」

　ギメイルが、テルスに侵攻する。

　テルスはワダツミに援軍を要請することになるだろうが、手遅れだ。

　地の民は獣の民に復讐するため、長きにわたり戦のための術を開発してきた。獣の民に抗うすべはない。

　──テルスを喰らい終われば、次はワダツミだ。

　ワダツミとて、ギメイルに対抗する手段はないはずだ。

　しかし、スザクには引っかかることがひとつあった。

　キリイは聡い男だ。

　ギメイルの血を引くスザクが間者である可能性について考えていないわけがない。だが、それには触れず、スザクを泳がせている。そこにはなんらかの意図が隠されているはずだ。

　考えているうちに、キリイの言葉が耳の奥に甦ってきた。

『……私は、お前を必要としている。だが、それはワダツミの帝としてだ。キリイという一個人としてではない』

　憤りにも似た感情に胸を炙あぶられる。

　キリイと自分には、似たかたちの孤独があるように感じていた。

　キリイもまた、そう感じているのではないかと思うことがあった。

『美しい髪だ』

　指で髪をぎこちなく梳かれる感触が思い出されて、スザクは強く頭を振った。

「俺とて、キリイなどという一個人に用はない」

　互いに冷徹に利害を計算し、今後の絵図を引いていく。

　それだけのことだ。
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　その日、テルスにて上げられた狼煙のろしは、幾度か中継地点を経て、ワダツミの空に伝わった。

　それはギメイルがテルスに侵攻したことを教えるものだった。ついに本格的に開戦したのだ。

　開戦と同時にワダツミからテルスへ物資と兵を送ることが、共同戦線の約定によって決められていた。

　キリイはその準備を進める傍かたわら、海の宮へと足を運んだ。

　海の宮は巨大な古代貝の殻を外壁として、その内側に作られている。以前は海深くに沈んでいて、水中で呼吸できるワダツミの民以外は行き来できないようになっていた。

　だからキリイは、海に沈んでいたころの海の宮には一度も行ったことがなかった。

　その海の宮が、ナギの願いを聞き入れた海神によって動くようになり、潜水したまま高速で移動できる乗り物となったのだ。いまは浜辺に乗り上げるかたちで停まっている。

　キリイは浜辺に出ると、海の宮の下部にある出入り口へと接合された階段を上って行った。

　一ヶ月半ほど前に内部が大きく破損したものの、いまは修繕もだいぶ進み、宗教的空間らしい荘厳な雰囲気を取り戻しつつある。

　海の宮を護る者たちの居住空間を抜け、中央の円形の部屋へとはいる。そこは祈りの間と呼ばれるところで、中央には見上げるほど大きな真珠が据えられている。その真珠は海神の依より代しろとなるもので、ワダツミの危急に関することが映し出される。

「兄上、ちょうど使いを出そうと思っていたところでした」

　白い水干を身に着けたナギが、蒼褪めた顔で駆け寄ってきた。

「神託が降りたのか」

　ナギが頷き、キリイを真珠の前へと導いた。

「じかに観てください」

　ナギが額を真珠につけると、そこから波紋のように映像が拡がった。

　峻険な山岳地帯が映る。その上空を滑るように飛ぶ白い大きな鳥の姿がある──いや、鳥ではない。それは白い翼を生やした人だった。

　四人の空の民だ。

　羽ばたく彼らの下方には黒い波がある。それは鹿に乗ったギメイルの民だった。おそらく魔導戦士なのだろう。物理的な武器にも魔導道具にもなる先端に棘のついた棍棒を、黒いマントの背に負っている。

「これは今朝未明のことのようです」

　映っている画面が溶けるように滲んだかと思うと、新たな場面が映し出された。

　緑色がかった霧が平原に立ちこめている。それは鹿に乗った魔導戦士たちが手にする棍棒から溢れ出していた。おそらく毒の霧だろう。ギメイルの国境付近には、常にこのような毒の霧が漂っている。

　緑の霧がまるで蛇のように地を這い、草のあいだを縫い進んでいく。そして、テルス陣営で見張りをしていた兵の足に絡みつき、這い登った。ばたりと倒れたテルス兵が悶絶しながら、顔の下半分を覆っている毒霧除けのマスクを外す。その口から赤みを帯びた泡が溢れる。
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　キリイは眉をきつくひそめた。

「このマスクは国境付近の毒霧には多少の効果があると、シキ兄上からの文には書かれていた。それがまったく効かないということか」

　次から次へと毒霧の餌食になっていく兵たちを強張った顔で見詰めながら、ナギが頷く。

「おそらく戦用の濃度の高い毒なんでしょう」

　ギメイルの魔術力を目の当たりにするのは初めてであり、その圧倒的な無慈悲さは、キリイの想像を上回っていた。項に冷たい汗が噴き出す。それでも懸命に気持ちを鎮め、俯瞰して事態を把握しようと努める。

　果敢なテルス兵たちが毒霧のなかを馬で走っていく。馬が毒に冒されて、どうっと倒れる。テルス兵は跳ね起きて走りだす。おそらく息を止めているのだろう。そうしてふたりのギメイルの魔導戦士を剣で斬りつけてから、地に倒れ伏した。

　キリイは冷たく硬い表情で口を開いた。

「約定のとおりに動くわけにはいかなくなった」

　その言葉にナギが目を瞠る。

「テルスとの共同戦線の約定を破るのですかっ」

「ワダツミの戦闘兵は援軍として出せない。解毒薬などの物資を最低限の人員で、テルス国境までは運ぶ」

　ナギが腕をきつく掴んできた。深海色の眸がキリイを見据える。

「シキ兄上のことはどうするのですか？　せめて、離脱できるように加勢を」

「兄上はすでにテルスの者となったも同然。テルスのために、ワダツミの民の命を犠牲にはできない」

　つらそうに顔を歪めたものの、ナギはそれ以上の反論はしなかった。

　ナギもまた、ワダツミ兵をこのような戦地に送りたくない気持ちが強くあるのだろう。以前のテルスとの戦のとき、ナギは海神の神子として、兵士たちを鼓舞して死闘へと導いた。それは国を護る者として為すべきことではあったが、しかし多くの兵を積極的に死にいたらしめることでもあった。その罪悪感が、ナギには深く刻まれているのだ。

　──……これでは戦にもならない。

　いま、大真珠には空の様子が映っていた。

　空の民が白い翼を朝陽に煌めかせながら飛んでいる。彼らは毒霧を避けるように高みから平原を一望しながら、テルス軍の動きを魔導戦士たちに教えていた。

　──どうすればワダツミを護れる？

　手足の先がビリビリと痺れ、その痺れが身体全体へと拡がっていった。










　テルスとギメイルが開戦した翌朝、海の宮では騒動が起こった。

　真珠が黒く濁り、なにも映さなくなったのだ。

　ナギの話によれば、祈りの間で朝の祝詞のりとを海神に捧げている最中に、一羽の小鳥が祈りの間に飛びこんできたのだという。その小鳥が真珠の天てっ辺ぺんに舞い降りたかと思うと、そこから黒い濁りが拡がっていった。小鳥はその場で発火し、燃え尽きた。

「おそらくギメイルの魔術によるものです。真珠があっては戦に不利になると踏んだんでしょう」

　報せを受けたキリイが急いで海の宮に赴おもむくと、大真珠の前で呆然としていたナギが口く惜やしそうにそう言った。

　キリイは険しい表情で同意する。

「空の民がワダツミを偵察に来ていたこともあった。この大真珠のことも掴んでいたのだろう」

「大真珠がなくては戦況を掴むのが困難になります」

「ああ。わずかな勝機を掴むことも難しくなった」

「できる限りの浄化を試みます。でもこれはおそらく呪いによる濁りで、回復はかなり難しいでしょう」

　ナギがキリイを見上げた。その眸に青と緑の光がチカチカと灯ともる。

「……護国の奥義を、今度こそ使うことになるかもしれません」

　キリイは数拍ののちに頷いた。

「ああ。その選択も確かにある」

　海神の神子だけがおこなうことのできる、護国のための究極の奥義。

　テルスとの戦でいよいよ窮地に追いこまれたときにも、ナギはそれをおこなおうとした。そしてキリイはそのナギのところに敵兵を導き、見殺しにしようとしたのだった。

　キリイは祈りの間をあとにしながら胸で呟く。

　──奥義は決して使わせない。

　それからというもの、ナギは海の宮に籠もって寝食を惜しんで大真珠の浄化に努めたが、かなり強力な呪いであるらしく、真珠の濁りが取れることはなかった。

　テルスの戦況は伝令が命懸けで伝えてきた。

　いまは城下町の民も王城に避難し、籠城しているという。王城の周りに巡らされた壁越しに投石器をもちいたり、壁のうえから弩ど弓きゅうを使ったりして、空の民や地の民を散らし、それでもさらに近づいてこようとする敵は、決死のテルス兵が城外に出て退けている。

　そのような苛酷な状態が長くもつとはとうてい思われなかった。

　ワダツミからも偵察隊を出して戦況の確認をおこない、同時にまだ無事でいる集落のテルス民をワダツミとの国境地帯の山のなかへと保護した。

　そんななか、ワダツミの城にずぶ濡れになったハヤテが辿り着いた。すでにテルスからワダツミまで陸路で使者を送るのは不可能な状態であるため、ハヤテが川から海へと抜けて、泳いできたのだった。

　謁見の間に通されると、ハヤテは一本の竹筒をキリイに渡した。その密封されている蓋ふたを開けて、丸められている文を取り出す。

　それはテルス王ガイウス三世からの親書だった。キリイがそれに目を走らせていると、謁見の間にナギが飛びこんできた。

「ハヤテが訪ねてきたと──ああ、よくご無事で」

　長兄の乳兄弟に、ナギが駆け寄る。

　キリイは玉座から立ち上がり、階段を下りると、テルス王からの親書をナギへと手渡した。

　ナギがそれを読み、眉根をギュッと寄せる。

「シキ兄上が負傷……」

　親書には、シキが負傷して危険な状態にあると書かれていた。空の民によって空から城内へと下ろされた魔導戦士がガイウスを襲い、シキがみずから刀で応戦して敵を斬ったものの、毒に冒されてしまったのだという。

　ハヤテがキリイの前に跪き、懇願する。

「シキ様は海水に身を浸けても毒が抜けず、お身体がひどく弱っておられます。テルス王はシキ様をワダツミに逃がし、解毒の治療を受けることを強く希望し、自分を遣わしました。いまのシキ様には海を渡るだけの体力がありません。どうか、シキ様救出のためにワダツミのお力をお貸しください」

　海神の加護を得ているシキが海を渡るだけの力もないとは、命にかかわるほどの状態ということだ。

　ナギが涙ぐみながらハヤテの横に膝をつき、キリイを強い眸で見上げた。

「ワダツミの帝、どうかシキ兄上を救うご判断を」

「──」

　キリイはしばし沈黙していたが、頷いた。

「よいだろう。ナギ、お前が海の宮をもちいてテルスへと向かえ。ただし、その任務に連れて行く兵の数は三十名までだ。それ以上の兵の命は預けられん」

　ナギが強く頷く。

「わかりました。俺がシキ兄上を、かならずやお救いします」
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　ワダツミの城の一画にある五階建ての天守閣。

　スザクはキリイに先導されながら、その階段を上り、最上階へと出た。そこは窓が多くしつらえられ、四方を見張らせる造りになっている。

　キリイが回廊へと出て、浜辺を見下ろす。スザクは回廊の柱に背を凭もたせかけて、キリイの冷たい横顔を眺めながら言った。

「たった三十人の兵だけ与えて乗りこませるとは、酷なことをする。あの愛らしい神子は命を落とすかもしれんぞ？」

　その指摘にキリイが眉のひとつも動かさずに答える。

「それは予測のうちだ」

　スザクは肩を竦めて、柱から背を離し、キリイの横に立った。浜辺では、海の宮の出航準備がおこなわれていた。必需品や武具の搬入が終わり、三十人の兵とナギ、ナギの守護者であるサガン、そしてハヤテが浜辺に居並び、浜辺に押しかけた兵や民の見送りを受けている。

「予測のうち、か。要するに兄と弟を同時に始末できる、いい機会というわけだ」

　その言葉に、キリイが闇色の眸をスザクへと向けた。

「そんなことは言っていない」

「だが、それが本心だろう？」

　キリイは今度は否定せず、また浜辺へと視線を向けた。

　──こいつにはゾクゾクさせられる。

　背筋に絡みつく悪寒に、スザクは口角を下げる。

　──大真珠のことにしても、まさか帝みずから画策するとはな。

　海の宮の大真珠。あれを穢す方法はないかとスザクに尋ねたのは、キリイだったのだ。

　褥で身体を絡ませかけているときにその話をもちかけられて、スザクは鼻白んだ。

『どうして、そんなことを知りたがる？』

　そう問うと、キリイが冷徹な顔つきで返してきた。

『私の計画の支障になるからだ。あの大真珠に神託が映らないようにしたい』

『……ワダツミは大きな切り札を失うことになるぞ？』

『わかっている。だからこそ、ギメイルの間者であるお前に頼みたい』

　スザクはキリイのうえから身を引いて起き上がった。

『やはり俺が間者だと気づいていたか』

　キリイも起き上がり、そして呟いた。

『当たりだったか』

　鎌をかけられたことに気づき、スザクは思わずキリイの襦袢の胸倉を掴んだ。

『お前は、俺を都合よく使うためにわざと泳がせて様子見していたわけだな』

　キリイが冷たい闇の眸で見詰めてくる。

『憤ることではなかろう。お前に不利なことはない。私たちは手を組める』

　スザクは突き飛ばすようにキリイの胸ぐらを放すと、真紅の髪を乱暴に掻きまわした。

　キリイの言葉は正しい。わざわざ手のこんだことをして帝を操る手間が省けるわけだ。しかし、むかつきと、背筋を這いまわる悪寒とが消えなかった。

　間者として城の内部にはいりこむまで、ワダツミの帝など世間知らずの飾り物だと思っていた。よく効く薬を与えてやれば、簡単に信頼して依存してくるだろうと踏んでいた。

　──それが、このザマだ。

　キリイは硬い殻を張り巡らせて、心を委ねようとはしなかった。それどころか、幾度もスザクに刃を向け、挙句の果てには毒殺しようとした。肉体は組み敷けているものの、いまだに精神のほうに侵食できている手応えはまったくない。

　このような状態で都合よくキリイを操ることは困難で、手を組むほうが確実だ。

　キリイをズタズタにしてやりたい衝動をなんとか抑えて、スザクはキリイの望みを叶えてやることにした。

　そして大真珠は鳥を媒介とした呪詛に穢されて濁り、なにも映さなくなった……。

　ふいに見送りの唄が聞こえてきて、スザクは視線を浜辺へと落とした。そして不思議な光景を目にする。巨大な太古貝を包むように波が打ち寄せたかと思うと、まるで母が子を抱くように、波の腕が貝を海へと連れ去ったのだ。

　驚いて思わず身を乗り出すと、キリイが言った。

「神秘的で美しいだろう」

　スザクは頷きながら横を見て、目を眇めた。

「ナギは、海神の深い加護を享けている」

　憧憬と怨嗟。

　それがキリイの顔に混ざり合いながら滲んでいた。

　貝が完全に海のなかに沈んでから、キリイは目を閉じた。

　感傷的な表情が消え、いつもの怜悧で硬い表情が浮かび上がる。

　キリイがゆっくりと瞼を上げて、スザクを見た。

「ギメイルからの返事はまだか？」

　ワダツミの帝が手を組みたがっているという旨の文を、スザクは伝書鳥をもちいてギメイルの大魔術師と空の民とに送ったのだった。その返事が今朝、届いた。

「……今宵、使者がワダツミに来ることになった。引き合わせよう」
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　キリイはスザクとともに、夜が更ふけてから天守閣へと上った。そこで使者と会うことになっているのだ。しかしこのような城内に、異国の使者がおいそれと侵入できるとは思えない。訝いぶかしく思いながら最上階まで上りきる。

　今夜は新月で、しかも空はぶ厚い雲に覆われていた。スザクが手にした手て燭しょくだけが光源となっている。

　キリイは暗い空間を見回す。

「使者はまだ来ていないのか？」

「そのうち来るだろう」

　そう言いながら、スザクがキリイへと手燭を向ける。

　キリイは白衣に白い単衣を羽織り、短刀一本も帯びていない。深夜に城内を歩いても不自然ではない姿であり、また使者に対して敵意がないことを示すための軽装丸腰だった。

　スザクもまた緋色の衣に黒い単衣を羽織り、頭布をつけた姿だ。彼は常に武器は所持していない。いざとなれば敵から簡単に武器を奪えるだけの手練てだれだからだろう。

　スザクがにやりとしながら言う。

「もしここに来るのが使者でなく刺客だったら、どうするつもりだ？」

「刺客を寄越すぐらいなら、とっくにお前に私を殺させている」

　即答すると、スザクがつまらなそうな顔になる。

「少しは怯えて可愛げがあるところを見せたらどうだ？」

「なぜお前に可愛げを見せねばならない？」

「それは──」

　なにか言おうとして言葉に詰まるスザクを後しり目めにしていたキリイは、ハッとして回廊のほうへと視線を向けた。開放されている窓の向こうに、なにかが閃ひらめいたのだ。

「あ…っ」

　風圧を感じて、顔に腕を当ててよろめく。

　腕を下ろしたときには、目の前に男が立っていた。年の頃は三十代後半ぐらいか。白髪に真紅の眸、鼻筋が細く通った美しい顔立ちをしている。腰に丈の長い布と飾り紐を巻きつけており、上半身は裸だ。首からは貴石を綴った輪が幾重にもかけられている。

　そしてなによりの特徴は、背に折り畳まれている純白の大きな翼だった。

　キリイが空の民をじかに目にするのは、二度目だった。

　以前、兄のシキを裁きの崖で火刑にしようとしたことがあった。シキは駆けつけたガイウスによって助けられ、ふたりは崖から海へと飛び降りた。

　その時、空の民が現れ、海に沈んだふたりを捜すように飛びまわったのだ。

　キリイはまじまじと翼のある男を見る。

　──あの時の空の民と、似ている？

　しかしあの時は遠くから見ただけであったため、確信はもてなかった。

「ワダツミの帝」

　スザクの声で我に返る。

「こちらがギメイルの使者にして、空の民、ユアハだ」

　その名にキリイは衝撃を受ける。

　ユアハとは、テルスの城に深くはいりこみ、王の身内を次々と死に至らしめた者の名だった。シキのことも薬漬けにして殺そうとしたという。

　──このような神こう々ごうしい方が、わざわざ手を汚して……。

　なにか胸が震えるような強い感情が、キリイの胸に湧き上がる。

「お待たせして申し訳ありませんでした」

「いえ。お会いできたことを心より嬉しく思っております」

　キリイは慇いん懃ぎんに頭を下げ、ふたたび真紅の眸と視線を重ねた。

　──まるで宝玉のようだ。

　空の民は希少な美しい原石を集める習性があり、その略奪を目的としたテルスに攻め滅ぼされたのだという。ユアハの眸はまるで、その宝石が宿っているかのようだった。

「私もお会いできて光栄です、ワダツミの賢帝」

　ユアハが嫣えん然ぜんとして手を差し伸べてくる。握手のためではなく、手を載せるように誘うときの手つきだ。キリイがユアハの掌に手を載せると、指をくっと握り締められた。そのまま引き寄せられそうになったところで、背後から肩を掴まれた。

　うしろにぐいと身体を引っ張られて、ユアハの手から指が抜ける。

「なにをする」

　咎める声で言いながら振り返る。

　手燭の光に照らされたスザクの顔は強張っていた。

「どうかしたのか？」

　小声で尋ねると、スザクが耳に口を寄せてきた。

「ユアハは美しいが、残忍な男だ。気を許すな」

　どうやら心配してくれているらしい。キリイはふっと笑うと、肩に置かれたスザクの手に手を重ねた。

「わかった。心する」

　実際のところ、スザクに引き止められたことで、過剰にユアハに心を動かされていたことに気づいたのだった。

　気持ちを引き締めなおし、キリイは改めてユアハのほうを見た。

「座して、話し合いをいたしましょう」

　キリイは向かい合って置かれた、テルス様式の長椅子をユアハに勧めた。

　スザクの提言によって昼のうちにここに運びこんでおいたものだが、有翼のユアハには確かに長椅子がもっともくつろぎやすいだろう。

　ユアハが肘掛けに凭れるかたちで座り、翼を背凭れのうしろ側に流し下ろす。ただそれだけのことで、しどけない妖しさが漂う。

　もうひとつの長椅子のほうにキリイは腰を下ろした。スザクが高燈台に手燭の火を移してから、キリイの横に座った。

　ユアハに静かな声音で問われる。

「ワダツミはテルスと共同戦線の約定を結んでいるはずです。しかしテルスにワダツミからの援軍は訪れず、テルスは窮状に陥っています。約定を破る判断をしたのは、なぜですか？」

　簡単に約定を破るような相手と手を組みたがる者はいない。当然の質問だった。

　キリイは淡々と、事実を答えた。

「ギメイルとテルスの戦いを、海神の神託により拝見しました。ギメイルの魔術は圧倒的であり、あのテルスですら戦いになっていないありさまでした。我が国がギメイルと敵対すれば、無益に犠牲者の骸むくろを積むこととなるでしょう」

「しかしワダツミの民は、いざとなれば海に逃げることもできるでしょう？」

「ギメイルの魔術の力をもってすれば、海を汚染することも可能なのでは？」

　ユアハがスザクへと視線を向けた。

「報告のとおり、なかなか思慮深い帝ですね」

　ふたたびキリイへと向けられたユアハの目がスッと細められた。

「テルスとの約定を破棄する理由は、保身のみということでよいですか？」

　キリイは上体を前傾させ、ユアハを見据えた。

「第一は、ワダツミの国と民を護るためです。しかし、ほかにも理由はあります。テルスは二年ほど前、ワダツミへと侵攻し、それにより新帝シキを奪い、凌りょう辱じょくしました。ギメイルも──そして空の民もまた、かつてテルスに侵攻されたことにより、苦渋を味わわせられたと聞いております。言ってみれば、テルスはみずからのおこないによって滅びようとしているのです。兄であるシキの立場を考えて約定を結びましたが、それにワダツミが巻きこまれるのは不条理であると、身を切る決断をしたのです」

　ユアハの翼が、シキの名前が出たときに震えたように見えた。

　そして実際、シキに対して深く思うところがあるのだろう。ユアハが真紅の眸に強い煌めきを浮かべた。

「身を切る決断とは、すなわち兄上を切り捨てるということですか？」

　キリイは一拍も置かずに、はっきりと頷いた。

「その覚悟があります」

　ユアハの翼がふたたび震えた。しかし今度の震えは、喜悦を堪えきれないかのような小刻みなものだった。

「わかりました。話の筋は通っていますね」

　安堵しかけたキリイに、ユアハが告げる。

「では、覚悟のほどを証明していただきましょう」

「どのようなことでも、お試しください」

「ワダツミの民は、口を神聖な場所として、清らかにしているそうですね。ワダツミの帝が口を穢すことで、それを覚悟の証としましょう」

　そう言いながら、ユアハが膝を開いた。

　言葉と仕種の意味するところは明らかだった。

　──口を……。

　キリイはきつく唇を引き結ぶ。スザクとの接吻以外、いまだ口をもちいた行為をしたことはなかった。スザクはキリイに口こう淫いんを施すのを好んだが、キリイに口での奉仕を求めることはなかったからだ。

　膝に置いた手で硬く拳を握る。

　──護国のためだ。その程度のことで証明できるのならば、容易たやすい。

　自分に言い聞かせて「証明いたします」と言って立ち上がろうとすると、ふいに左ひだり肘ひじをぐいと掴まれた。キリイの肘を掴んだままスザクが腰を上げる。

「そのような証明は必要ない」

　ユアハが微笑しながらスザクに尋ねる。

「どうしてあなたが阻止しようとするのですか？」

「……俺は、ワダツミの帝のことを完璧に掌握している。だから必要ないと言っているだけだ」

「なにが必要かを決めるのは私です」

「だが、──」

　キリイはそっと、肘を掴んでいるスザクの手に掌を置いた。

「私は大丈夫だ」

　囁くと、スザクが眸と呼吸を震わせた。

　強張っているスザクの手指を肘から剥がし、キリイはユアハの前へと歩を進めた。跪くと、ユアハが腰に巻いた布をみずから捲り上げた。

　──この程度のことでワダツミを護れるのならば、なんということはない。

　改めて自分に言い聞かせるのに、尾骶骨から項までを悪寒が幾度も突き上げる。

　──なにを震えることがある。……私はこれまで、この行為を無む垢くな少年たちに強いてきたのだ。眠らせたうえで、穢しつくした。

　これは帝としての自分が背負わなければならない挺身であり、同時にキリイとして受けなければならない罰だった。

「ワダツミの帝、覚悟を示しなさい」

　直視できずに目を深く伏せたまま、キリイはユアハの下腹部へと顔を寄せた。わななく唇を垂れているものに近づける。

「……」

　唇がそれに触れようとした、その時だった。

「キリイ！」

　名を呼ばれ、背後から両肩を鷲掴みにされた。驚いて見上げると、スザクが黒い眸をギラつかせていた。

　いつもの闇そのものの眸とは違う眸に、キリイは視線と意識を奪われる。そして、気づく。

　──初めて、名を呼ばれた。

　スザクがユアハへと険しい視線を向ける。

「覚悟を示させればいいんだろう。それなら相手はあんたじゃなくてもいいはずだ」

　ユアハが興味深げに目を細める。

「あなたが相手をしたいのですか？」

「これは俺の獲物だ。あんたの獲物がテルス王ガイウスであったように」

　ふいにユアハが矢に射られでもしたかのように顔を歪めた。そして苛立ちを払うように、翼を一度大きく羽ばたかせた。

「まあ、よいでしょう。ではスザク、ここに座りなさい」

　ユアハが長椅子の座部に手を置いて示す。

　剣けん呑のんとした顔つきのスザクが右隣に座ると、彼の緋色の単衣の裾をユアハが大きく乱した。下帯を崩して、棘のある陰茎を露わにし、それを掌で掬すくう。

「たっぷりと立派に育ちましたね。あんなに小さかったのに」

「うるさい…」

　不快そうに呟くスザクを愉しげに眺めてから、ユアハがキリイに促した。

「さあ、ワダツミの帝」

　キリイは膝で床を這いずり、スザクの前に正座した。掌に載せられた陰茎を間近に見詰めると、尾骶骨から項へと痺れが這い登った。しかしそれはさきほどの悪寒とは似て非なるものだった。口のなかに唾液が溜まっていく。

　キリイはぎこちない動きで身体を前に傾けた。

　それに口づけたとき、唇にちくりとした棘を感じた。

「キリイ…」

　また、スザクが名前を呼んできた。目を上げて視線を絡めると、唇を刺す棘が鋭くなった。まるで唇を犯そうとするかのように、ぐっ…ぐっとスザクのものが力をもっていく。

　腰のうしろがゾクゾクして、キリイはわずかに背を反らすようにして、舌先を出した。棘をちろりと舐める。

「っ…ん」

　スザクが甘く喉を鳴らす。

　自分の心臓が強く打つのを感じながら、キリイは棘に縁取られた段差部分に舌を這わせた。棘が舌に引っかかる感触に、甘い痛みが弾ける。先端から透明な蜜が溢れて、舌へと流れた。種液ほどではないが先走りにもいくらかの麻薬効果があるらしい。痛みにこそばゆいような感覚が混ざりはじめる。

　ユアハがスザクの陰茎の先端を親指と中指で摘つまんだ。それから先端の孔を押し開くように指に力を籠める。

「う──」

　こじ開けられた孔を人差し指でくじられて、スザクが腰をビクビクさせる。

　ユアハの指先とスザクの孔のあいだに、透明な粘糸がたわんだ。

　ほかの者の手で快楽を引きずり出されているスザクの姿を目にして、キリイは頬を強張らせる。そしてもうそこをユアハにいじられないように、口を開いてスザクの張った先端を口に含んだ。

　──大き、い…。

　これまでさんざん脚のあいだに含んできた性器の体積を口こう腔くうで知り、キリイは改めて自分の淫らさを思い知らされる。このようなもので犯されて、善がり、……できればこのままずっと繋がっていたいと思ってしまうのだ。

　キリイの顎の下にユアハが指先をくぐらせて、仰向かせる。

　男性器を口に含んでいる顔を凝視され、唇の輪を親指でなぞられる。

「ワダツミの帝、地の民の──おぞましい蛇の性器の味はいかがですか？」

「……」

　そのユアハの言葉で知る。

　──スザクは、私の出自のことは報告していないのか。

　間者であるスザクにとって、ワダツミの帝が海神の血筋ではなく、地の民の血を引いているという事実は、第一に報告すべき情報に違いなかった。

　けれども、そのことは胸のうちにしまってくれていたのだ。

　自分の秘密が、いまだふたりだけのあいだのものであることに、安堵と……嬉しさのようなものをキリイは感じる。

「ん…ん」

　余裕のない口のなかで舌を蠢かす。裏筋に並び生えた棘が舌に引っかかる。スザクの露わになっている筋肉質の脚が、ビクビクッと跳ねる。

　その反応に煽あおられて、キリイは舌で裏筋を包んだまま、頭を前後に動かした。下向きの棘を逆撫でるかたちで顔を退いては、棘を寝かしつけるように根本近くまで含む。それを繰り返していくと、スザクのものから止とめ処どなく先走りが溢れだした。キリイは幾度も喉を蠢かして嚥下する。嚥下しきれなかったものが、口の輪から漏れて顎へと伝い、顎から床へと落ちていく。

「ワダツミの帝がこれほどまでに淫蕩とは」

　ユアハが蔑む声音で続ける。

「そういえば、前帝のシキもまた売女ばいたそのもので、ガイウスを誑たらしこんだのでしたね」







[image: ]







　兄のことは知らないが、確かに自分は淫蕩だと、スザクのものを吸いこむようにして窒息しかけながらキリイは思う。

　喉深くの粘膜で棘のある笠をこねる。

　なかば朦朧となりながら、キリイはスザクの顔を見上げた。

　目をきつく閉じて、皺が寄るほど眉根を寄せている。歯を食いしばっているのが顎の輪郭でわかった。

　ユアハもまたスザクの様子に気づき、小首を傾げた。

「我慢しているのですか？」

　尋ねられて、スザクがぼそりと返す。

「まさか。……ただ、下手くそなだけだ」

　その言葉にキリイは情けなくなる。

　いつもスザクにされるようにしているつもりだが、確かに思うように奉仕できていない。どうしても歯を立ててしまうし、舌も顎も慣れない行為にすでに疲れている。

　スザクが薄目を開けてうんざりしたように言う。

「ワダツミの帝はみずから口を穢して覚悟を見せた。もうこのぐらいでいいだろう」

　スザクが腰を引いて陰茎を抜こうとすると、しかしユアハが腰のうしろを押さえて、留めた。

「最後まで遂行しなければ、穢したことになりませんよ」

「仕方ないだろう。下手すぎてイけないんだ」

「そうですね」

　思案する表情を浮かべたあと、ユアハが両の口角を吊り上げた。

「それならば、私が援たすけてあげましょう」

　そう言ったかと思うと、ユアハがスザクの左脚を掴み、自身の膝のうえへと載せた。脚を開かされたスザクが気色ばむ。

「なにをして……」

　ユアハの白い手が内腿を這い上がっていく。開脚で浮き上がっている筋をなぞり、そこからさらに進んだ。

「待、て──あ…、っ」

　スザクの身体が竦み、震える。

　キリイはスザクの陰茎を咥えたまま、なにが起こっているのか把握しようとする。

「そこ、は、やめろ……」

「そんなにきつく締めつけないでください。動かしにくい」

「…う」

　腰をきつく捻じって、スザクが長椅子の座部を爪で引っ掻く。そうしながら逃げるように腰を蠢かせる。のたくる蛇のようなその動きが次第に激しくなっていく。

「こんなコリコリにして、可愛らしい」

　ユアハがスザクの耳元で囁く。

「排泄して、ワダツミの帝の口を穢しなさい」

　いまや、キリイの口のなかのものは極限まで腫れきり、ドクドクと脈打っていた。

　スザクの眸がキリイを見て、痙攣した。

　どろっとした熱くて重たい粘液が、キリイの口内に溢れる。陰茎は幾度も力強く弾み、硬度を失いながらわなないた。

　キリイは陰茎を口から抜いた。とたんに顎へと流れたものを掌で掬う。白く濁った粘液を見詰める。

　いま、口のなかに大量にたまっているものは、スザクの種液なのだ。

　……穢された、とは思わなかった。むしろ、もっと内側まで届いてほしかった。

　キリイは口を掌で押さえながら、喉を蠢かし、スザクの種を少しずつ飲みこんでいく。そうしながら、自分が目にしていることが信じられなくて、身を震わせた。

　淫らに開かれたスザクの脚。その乱された下帯の横から、ユアハの手が入りこんでいた。場所からして、スザクの後孔のあたりだ。

　ユアハの手の甲の筋が蠢くとスザクの腰が跳ね、萎えかけた陰茎からとろっと白濁が漏れた。

　拙つたない口淫で達することができなかったスザクを、ユアハが指で犯して果てさせたのだ。

「ん──」

　ユアハの手の甲に浮かぶ筋の動きを見ているうちに、キリイはなにかが満ちるような感覚を覚えた。それが、下腹部の茎から溢れ出る。

　下帯を汚しながら、キリイは口のなかのものをすべて飲み下したのだった。







　約定を取り交わしたユアハは天守閣から飛び立ち、すぐにぶ厚い雲のなかへと消えて行った。地上には警けい邏らの兵たちがいたが、気づいた者はひとりもいないようだった。

　キリイはスザクとともに寝所へと戻ったものの、互いになにか視線を合わせがたい心持ちになっていた。

　──私の口淫が拙かったばかりに、スザクにまで嫌な思いをさせた。

　そう申し訳なく思う裏側で、ユアハの指で犯されるスザクの姿が瞼に焼きついてしまっていて、それが妖しい情動を掻き立てるのだった。

　同じ褥に横になったものの、自然と互いに背を向けあった。

　ふたりして呼吸音すら抑えるような間があってから、スザクが低い声で訊いてきた。

「お前は、兄弟たちのことをどうするつもりでいるんだ？」

「どうとは？」

「俺はてっきりお前が兄弟を同時に陥れるつもりで、ナギをシキの救出に向かわせたんだと思っていた。だが、お前はそれをユアハに告げなかった」

「お前がユアハ殿に伝えたいのならば、伝えればいい」

「そうしてもいいのか？」

「それがお前の判断なら仕方ない。私には止めようがない」

　スザクが振り返るようにこちらを見たのが、気配でわかった。

「俺に判断を丸投げするというのか？」

「ああ、そうだ」

「キリイ……お前はなにを望む？」

　名を呼ばれて、心臓に竦むような痛みを覚える。その痛みを掌で押し留めて、キリイは冷めた声音で訊き返す。

「望んだとおりにしてくれるとでもいうのか？」

「────それは約束できない」

「当然だ。お前は間者だ」

　ここにいるのは、ワダツミの帝と、ギメイルの間者だ。

　キリイとスザクという人間ではない。それを自分たちは忘れてはならない。

「それでも、お前がなにを考えているのか俺は知りたい」

　背中に聞くスザクの声音には、切実な響きが混ざっていた。

　キリイはみずからに言い聞かせるように答える。

「私が考えているのは、ワダツミを護ること。ただ、それだけだ」

　沈黙が落ちる。

　すげない答えばかりで、スザクは呆れ果てたのだろうか。また心臓に痛みが生じる。それを堪えていると、ふいに後頭部を軽く小突かれた。

　思わず振り返ると、仰向けに横になったスザクと目が合った。

「自分を護ることも、しっかり考えろ」

「──」

　キリイは無言のままスザクにふたたび後頭部を向け、綿入りの絹布を頭のうえまで引き上げた。目の奥と鼻の奥が、熱く痛んでいた。







六幕　翼の影




　太古貝で海中を移動しながら、ハヤテは焦燥感に苛さいなまれていた。

　──速く……もっと速く、シキ様のもとへ！

　なによりも大切な乳ち兄きょう弟だいの命が、いまこの時に消えたのではないかという恐怖が、テルスを出てからずっとハヤテの心に張りついていた。

　正直なところ、シキがテルス王ガイウスと身体ばかりでなく、唇まで交わして伴侶となったことを知ったときは、呆然自失状態に陥るほどの衝撃を受けた。

　シキを護るためにテルスに移り住むことを決めたのちも、睦むつまじいふたりの姿に妬と心しんを掻かき立てられることはよくあった。

　もしかすると、そんな昏くらい気持ちのせいでシキを護りきれず、毒の餌食にしてしまったのではないのか？

　祈りの間の、黒く濁った大真珠を見詰めながら自責の念に歯は軋ぎしりしていると、ナギが円形の広間にはいってきた。背後には赤銅色の肌をした異界の男が従っている。海神の神み子この守護者サガンは、ナギの傍かたわらを片時も離れることがない。

　──……自分もサガンのようにシキ様をお護りしていれば。

　嫉しっ妬とに身を焼かれることなど、シキを喪うしなうことに比べれば、どれほどのことでもない。

「あと、どれぐらいでテルスに到着するのでしょうか？」

　ハヤテが問うと、ナギが大真珠に掌てのひらを当てながら答えた。

「すでにテルスの海域にはいっているので、もう少しです。以前はこの真珠に海上の景色が映っていたのですが」

「濁った原因はいまだ究明できていないのですか？」

「ギメイルの呪じゅ詛そとみて、間違いないかと」

「やはり、そうですか。……しかしギメイル軍が動き出したのと同時に海神様がそれを教えてくださっていれば、テルスも手の打ちようがあったかもしれぬものを」

　つい恨みがましいことをハヤテは口にしてしまう。

　ナギが困ったように眉をハの字にする。

「海神様は、こちらの都合のままに情報を授けてくれる存在ではありません。真珠に映さなかったのも、お考えがあってのことだったのでしょう」

「いったい、どのようなお考えがあって、シキ様をお見捨てになったというのですかっ」

　思わず声を荒らげたハヤテの目の前に、ズンと大きな体躯が立ちはだかった。

「サガン殿…」

「大切な奴を護りきれなかった苦しみはわかる。だが、ナギを詰なじるような物言いはやめてもらおうか」

「申し訳ありませぬ。気が急せいてしまい、つい不敬なことを」

　ハヤテが慇いん懃ぎんに謝罪すると、ナギがサガンのコートの肘ひじを引っ張った。

「サガン。いちいち口を出さなくていいです」

「そうはいくか。俺はお前のもので、お前は俺のものだからな」

　ナギの顔がみるみるうちに紅くなる。

「だから、そういうのは人前では──」

　抗議するナギの細腰を逞たくましい腕で抱き寄せたかと思うと、サガンがナギの顔に顔を重ねた。

　ふたりの唇が重なるのを、ハヤテは間近で見てしまう。ナギの小ぶりな口のなかに、男の肉厚の舌がはいりこむ。

「んんっ」

　ナギが両手でサガンの頬を挟み、押し返すようにして唇を離した。

「だから、人前ではっ、こういうことはっ」

　ナギに腕を殴らせながら、サガンがハヤテへと身体を向ける。

「ナギの口からは言いにくいだろうから、俺が言おう。俺もまた海神の神託を見た。ギメイルの力は圧倒的で、テルスが太刀打ちできないのはすぐにわかった。海神が戦いくさの展開をある程度予見していたとしたら、戦地にワダツミ兵を送りこむのは無意味だと判断しただろうな。だから実際に開戦するまで映さなかったんじゃねぇのか？　そして神託を見た帝みかども、そう判断した」

「……」

「俺も海賊船の頭として、多くの仲間の命をかかえていた身だ。海神の判断も帝の判断も、納得できる」

　薄っすらと理解していたことを改めて明確に言葉で伝えられて、ハヤテは固く拳を握る。

「海神様が寵ちょう児じのひとりであるはずのシキ様を切り捨てる決断をされたと……」

　ナギが首を強く横に振る。

「ハヤテ、それは違う。海神様は兄上のことも気にかけておられる。だからこそこうして海の宮をテルスへと押し流してくれているのだ」

　海の宮には動力源がない。この巨大な太古貝を動かしているのは、海神の意思だ。

　華きゃ奢しゃなナギの両手に、ハヤテは手を包まれる。静かな強い声で語りかけられた。

「海神様とともに、かならずやシキ兄上を取り戻します」

　疑心暗鬼になりかけていた心が、波に洗われるように清められていくのをハヤテは感じる。

　これこそがナギの力であり、海神が──そしてサガンが愛してやまないものなのだろう。

　ハヤテは膝を折り、ナギの前に跪ひざまずいて深々とこうべを垂れた。

　そして海神の神子への信奉を新たにしたのだった。










　海の宮が停まった。テルスに着いたのだ。

　ギメイル兵や空の民に到着を察知されないよう、海底に停まった宮の下部にある出入り口から、まずはハヤテが泳ぎ出て、位置関係を確認した。テルスの城の傍そばを流れる川の河口近くだった。その川を遡さかのぼれば、人工的な水路が城内まで引かれている。

　シキが毒に冒されてから一度、ハヤテはシキをかかえて水路から川へと抜け、海へと連れていったことがあった。ワダツミの民は海水に浸ることで傷を癒いやすことができるからだ。しかしギメイルの毒が強力すぎたのだろう。シキの容態が改善することはなく、ハヤテはシキを城に戻してから、助けを求めにワダツミへと向かったのだった。

「すぐ近くにある河口を遡れば、ずっと水中に身を隠したまま城の内部まで辿たどり着けます」

　いったん海の宮に戻ったハヤテはそう報告し、続けた。

「自分がひとりで行き、シキ様をお連れします」

　踵きびすを返して宮を出て行こうとすると、ナギに「待ってください！」と止められた。

「ハヤテが城を出てから、どのように戦況が変わっているかもわかりません。単身で乗りこむのは危険です。俺と兵たちもともに参ります」

　確かにそれは正しい判断だった。

　ワダツミの兵たちがすぐに準備にはいるなか、サガンが険しい顔でナギの肩を掴んだ。

「俺も行く。泳ぎならガキのころから負けたことはない」

　ナギが首を横に振る。

「いくら泳ぎがうまくても、サガンはワダツミの者のように水中で呼吸をすることはできません。それでは敵に気づかれやすくなってしまいます」

「それならば、お前もここに残れ。わざわざ神子みずから行く必要はないだろう」

「どうしても、テルス王に直接お会いして話さなければならないことがあるんです」

「どんな内容だ？　伝言や手紙ではダメなのか？」

「誰にも任せられないことです」

　ナギが肩を掴んでいるサガンの手に掌を載せて、そっとさする。

「かならずサガンのところに戻ってきます。だから、どうか」

　サガンが唸うなり声を漏らしてから、ナギのほっそりした身体に逞しい腕を回す。そうしてナギを胸に抱きこんだまま、サガンがハヤテに威嚇するように告げた。

「ナギは俺のものだ。かならず俺のもとに還かえせ。いいな」

　ハヤテは深く頷うなずき、サガンの理解に感謝を示すために胸の前で手を合わせた。

　三十人のワダツミ兵が鱗うろこを綴つづった鎧よろいをまとい、刀を腰に佩はく。兜かぶとは被かぶっていないものの戦に臨むことのできる装備だ。この作戦に志願してくれた三十人は、テルスとの戦の際に最前線で戦い、囚人としてテルスに連行された者たちだった。いずれも腕も心もある頼もしい武人だ。

　ハヤテとナギも水中移動に適したワダツミの鱗の鎧に身を包み、海中へと泳ぎ出た。ハヤテが先導し、兵士たちがナギを包み護るかたちで、海から川へと進んでいく。川は深さがあり、周りには鬱うっ蒼そうと木々が生えているため、空の民ですら彼らを見つけることは困難だっただろう。

　しかしハヤテもナギも兵士たちも川を遡るにしたがって、険しい表情になっていった。

　水は濁り、腐臭が混ざっていた。

　すでに城内もギメイル軍に制圧され、生きている者もいないのではないか？

　──シキ様！

　ハヤテの心臓は早鐘のように打っていた。

　川から、城内に続く水路へとはいる。水路は城の地下へと続く。左右に石を組んだ足場のあるところまで泳ぎ着き、城内の気配に耳を澄すました。

　争っているような物音はしない。城内は不気味なほど静まり返っていた。

　ハヤテは階段を上り、その先にある扉を用心深く開いた。とたんに槍やりを首元に突きつけられ、腰の刀に手をやりながら跳びすさる。

「シキ様の護衛隊長、ハヤテである」

　すると衛兵が慌あわてて槍を下ろし、腕で目を擦こすった。

「おお、これは確かにハヤテ殿のお声。失礼しました。数日、城をお離れになると聞いておりましたが、戻られたのですね」

　ハヤテは眉根を寄せて、衛兵の前に改めて立った。衛兵の青い眸ひとみはハヤテへと焦点を結ばない。そしてその肌は薄っすらと緑灰色を帯びていた。

「毒で目をやられたのか？」

「はい。城壁の護りをしていた際に。城壁はいまだ突破されておりません」

「よくぞ身を挺ていして護られた。──シキ様のご容態は？」

　衛兵が力なく首を横に振る。

「ガイウス様ができ得る限りシキ様の部屋に足を運んで看病されておられるようですが……」

　ハヤテはワダツミ兵たちを水路近くの通路に待機させ、ナギだけを連れてシキの部屋へと向かった。途中の広間には負傷した兵や民がぎっしりと横たわり、毒に冒されていることを示す緑灰色の肌の者が多くいた。

　顔を強こわ張ばらせるナギに、ハヤテは説明する。

「大量の毒を一気に吸いこまない限り即死することはありません。しかし、呪術系の毒であるせいなのか、毒素が排泄されず体内に留まり、神経を冒されつづけるのです」

　シキの部屋を護る衛兵によれば、ちょうどガイウスは室内にいるという。

「シキ様、ガイウス様、ハヤテがただいま戻りました！　ナギ様をお連れいたしました！」

　声を張りながら入室したが、寝台にも長椅子にもふたりの姿はなかった。

「兄上とテルス王は、どちらに？」

　ハヤテは奥の扉をナギに示す。

「浴場のほうでしょう」

　なかば走るようにハヤテは浴場へとはいった。

　そこには泳げるほど大きな浴槽が石床に埋めこむかたちでしつらえられている。

　その中央に、ガイウスがみぞおちまで水に浸けて立っていた。水を寝台のようにして横たわるシキをきつく腕に抱き、深く俯うつむいている。苦痛を堪こらえる王の震えが、水面を震わせていた。

　ハヤテの心臓は恐怖に締めつけられる。

　──まさか、手遅れだったのか…っ？

　水に飛びこみ、ふたりへとひと掻きで近づく。

「シキ様、シキ様！」

　緑灰色を帯びた肌となっても、痩やせ衰えても、シキの気高さはまったく損なわれていない。

　ハヤテはその細い首筋に指を載せる。

「……」

　涙が目から溢あふれた。

　ほんの弱い脈拍を指に感じていた。しかしそれはもう、いま消えてしまってもおかしくないほどだった。

　ナギも水中に立ち、兄の手を両手で握る。

「兄上、お迎えに上がりました」

　幾度か身を震わせてから、ナギが強い決意を表情と声音に籠めた。

「兄上には生きてもらいます。絶対に、生きてもらいます」

　そしてガイウスへと視線を据え、続けた。

「このまま兄上をワダツミに連れて帰ります。海神様の加護が篤あついワダツミの海で、海神様に俺が直接、兄上のことをお願いします」

「ああ。……シキのことを、どうか頼む」

　最期の別れを覚悟して、ガイウスがシキを掻きいだく。

　シキを助けることができたとしても、みずからの命がテルスとともに尽きることを理解しているのだろう。

　ハヤテは胸に激しい苦痛を感じる。

　シキを我が物としたガイウスのことが、妬ねたましくて仕方なかった。しかしガイウスが斃たおれれば、シキはたとえ助かったとしても身を裂かれる想いに終生、苦しめられることになるのだ。

　シキの高潔な魂は、すでに深くガイウスの魂と繋つながってしまっているのだから。

　──もしシキ様にわずかでも意識があれば、ガイウスとともに滅びることを選ばれるだろう。

　幼いころから傍にいた乳兄弟だからこそ、自分の想い人であるからこそ、痛いほどわかる。

　ナギの声が静かに響いた。

「テルス王ガイウス三世、あなたにもワダツミに来ていただきます」

　ガイウスが碧あおい眸を見開く。

　ハヤテもまた驚きにナギを凝視した。慕っている長兄のこのような姿を目にして乱心したのかと疑うが、しかしナギの眸には定かな強い意思が宿っていた。

「いま、なんと言った？」

　ガイウスの声が憤いきどおりに低くなる。

「兄上とともに、王もワダツミに行くのです」

　その言葉にガイウスは上唇を捲り上げ、獣そのままの牙を剥むき出しにした。

「俺にテルスを棄すてろと言うのかっ!?」

　ナギは気け圧おされるのを堪えるように唇をきつく引き結んでから、ふたたび口を開いた。

「それがテルスの民をひとりでも多く救うための、ただひとつの選択なのです」

「俺が国を離れて、どうやって民を救えるというのだっ」

「すでにわかっておられるはずです。王がここに留まったとしても、民はひとり残らず滅びるしかないと」

　ガイウスが苦しそうに唸り、眸をギラつかせる。

「民とともに滅びるのも王の務めだ」

「でも、それではテルスという国と民がこの大陸から消え去ってしまうのですよ！」

　ナギの語気も強くなる。

「テルスの国と民が生き残れる方法があるのです。それには、どうしてもあなたにワダツミに来ていただくことが必要なのです！」

　わずかにガイウスの眸が揺らいだ。しかし首を横に振る。

「そんな方法などあるわけがない」

「あるのです」

　ナギが顎あごを高く上げて、深海色の眸を強く煌きらめかせた。

「海神の神子だけがおこなえる、護国のための究極の奥義が」







　テルスの国と民の存続に一いち縷るの望みをかけて、テルス王ガイウスはワダツミへと向かうこととなった。しかしそれは、生まれながらにして国と民とを担になってきた王にとっては、死よりも重い決断だった。

　ガイウスは重臣三名を集め、テルスを護るために城を離れなければならなくなったことを告げた。そして、どうか自分を信じて、五日間だけこのまま持ち堪こたえてほしいと頭を下げた。

　五日とは、ガイウスがナギに要求した日数だった。

　五日のうちにテルスの戦況を変えられないのならば城を離れる気はないとガイウスが条件を出すと、ナギはなにかを計算するように視線を巡らせたのちに、それを受け入れたのだった。

　ナギが口にした「護国のための究極の奥義」というものがなんであるのか、ハヤテには見当がつかなかった。ガイウスに求められても、その具体的内容をナギが口にすることはなかった。

　それはおそらく、花鱗をもつ者たち──シキとキリイとナギのあいだだけで共有されている秘儀なのだろう。

　このような窮状のなか王が城を離れることは兵士の士気に大きく関わる。そのため、その事実は三名の重臣のみが把握し、ほかの者には知らせないようにすることとなった。

　どうやって城内の者たちの目に触れずにガイウスとシキを地下の水路へと連れて行くかが問題になったが、それについてはナギがすぐに妙案を出した。

「窮屈ですが、箱にはいってもらい、ワダツミの兵たちの手で運びましょう。以前、俺もその方法で脱出したことがあるんです」

　なんの変哲もない木箱がふたつ、シキの部屋へと運びこまれた。ひとつの箱には毛布を敷き、ガイウスがみずからの手でシキをそこに入れた。そしてシキの唇に口づけをしてから、みずからももうひとつの箱にはいった。

　ひとつの箱をワダツミの兵四人がもつかたちで、地下の水路へと向かった。

　ハヤテはときおりテルス兵に呼び止められて話しかけられたものの、木箱については見み咎とがめられることもなく、水路に通じる扉を抜けることができた。

　シキを木箱から出し、ワダツミ兵たちが脇を支えて水に浸かる。シキを海の宮まで運ぶことは、往路と同様、危険は少ない。

　問題は水中で呼吸できないガイウスをどのようにして連れて行くかだった。息継ぎのために定期的に水上に顔を出さなければならず、視界の利く場所に見張りを立てているであろうギメイル兵や空の民の目につきやすい。

　ハヤテはナギに提言した。

「ナギ様は第一陣としてシキ様を海の宮に最速でお連れください。自分たち第二陣は時間を空けてから出立してガイウス様をお連れします」

　第二陣が敵の目に留まって戦闘になったときに、ナギとシキを巻きこまないためだ。

　全員が無事に海の宮で再会することを誓って、第一陣の十七名が水路に身を沈めた。魚影程度の気配だけを漂わせて、みるみるうちに遠ざかっていく。

　それからしばらくしてから第二陣が出発した。

　水路が外へと通じるところで、ガイウスの両腕と腰を三人のワダツミ兵が掴み、完全に水中に身を沈める。息継ぎをしても目立たない場所を先行の兵たちが見定め、知らせる。ハヤテはしんがりを務めた。ときおり水中で仰向けになって外界の様子を窺うかがう。鳥の姿を認めるたびに、身体が緊張に強張る。

　……鳥を見ると、ある空の民のことが嫌でも頭をよぎるのだ。

　その邪念を振り払い、ガイウスの警護に意識を集中する。すでに河口までの半分の道のりを進んでいた。

　──このまま無事に行けそうか。

　明るい見通しを感じていたときだった。

　息継ぎのために水面に顔を上げたガイウスの近くに、白い羽根が落ちた。ただの鳥のものにしては大きすぎる羽根だ。空に大きな翼ある者の影が走った。

　ハヤテは水中で兵たちに向けて指示を出した。

『そのままガイウス様を全速力で海の宮へと運べ！　着いたら、俺を待たずに全員でワダツミに戻れ！』

　残ろうとした数名のワダツミ兵にも先に行くようにと強く告げて、ハヤテはガイウスが息継ぎをしたあたりへと、わざと大きな動きで身を浮き上がらせた。そうして、城へと向かう方向へと水面を泳ぎだす。

　ハヤテに重なるように、大きな翼の影が川面にかかる。

　それにいかにも驚いたかのように顔を上げてみせながら腰の刀を抜いたハヤテは、本当の驚きに目を見開いた。

　相手もまた、真紅の目をわずかに大きくした。

　唖然としたまま川の流れに押し戻されるハヤテの左腕を、ユアハが掴み、背の翼を大きく動かした。ハヤテの身体は宙に浮かび、川沿いの岩棚へと落とされた。慌てて立ち上がって刀を構えなおすと、ユアハが岩棚の正面の中空で翼をゆっくりと動かしながら見下ろしてきた。

　腰に長い布と美しい飾り帯を巻いたその姿に、ハヤテは不覚にも目を奪われる。

　──自分は……この男を抱いた。

　テルスに捕虜として囚われていたとき、ハヤテは軍医であるユアハと出会った。その頃のユアハに翼はなく、銀灰色の眸をしており、捕虜に対しても心のある治療をおこなう医師だった。実際、酷ひどい矢傷を負っていたハヤテも、ユアハによって助けられた。

　そして、ハヤテはひと晩だけユアハを抱いた。

　しかしそれは互いを想い人として交わした行為ではなかった。

　ハヤテはシキを、ユアハはガイウスを心に描いて、性交をしたのだ。互いの顔を見ないように背後から身体を繋げ、行為は三度にもおよんだ。

　それは身も心もシキに捧げてきたハヤテにとって、初めての性交だった。

　──……ただ、あの夜だけ情欲を満たしあっただけだ。

　そう頭ではわかっているのに、ハヤテの刀を握る手は殺意を喪っていた。

　ユアハが貴石の首飾りを幾重にもかけた裸の胸元で、ゆるく腕を組む。

「あなたとはよほど縁があるようですね」

　微笑にも苦笑にも見える表情だ。

「城を抜けて、なにをしていたのですか？」

「……答えるわけがないだろう」

「それもそうですね」

　ユアハがすっと目を細めて、川下のほうへと視線を向けた。

　──……気づかれて、いるのか？

　冷たい汗がハヤテの背を流れる。

　気づかれているにしろ、いないにしろ、なんとしてでも時間稼ぎをしなければならない。

　ユアハを負傷させるという手もあるが、ここからでは刀が届かない。かといって投とう擲てきして深手を負わせられるとも限らない。

　──確実に時間稼ぎをできる方法を……。

　ハヤテは刀をもつ手指を開いた。刀が岩棚に弾かれて、川へと落ちていく。

　ユアハの視線が川下からハヤテへと戻ってきた。

「なにをしているのです？」

　鎧を外していくハヤテに、ユアハが興味をそそられた声音で問う。

　ハヤテは答えず、小袖と袴はかまだけの姿となり、その袴の腰こし紐ひもをもほどいた。袴が岩に落ちる。

　そうして唇を引き結んだままユアハを見上げた。

　真紅の眸に舐なめるように、小袖のみをまとった無防備な姿を眺められる。ユアハが無自覚なのか、舌なめずりをした。

　ハヤテは耳が紅くなるのを感じながら、真実を打ち明けた。

「自分はまだ、ユアハ殿しか知らない」

　それ以上のはしたない誘い文句を口にすることは、ハヤテには不可能だった。

　そしてそれが却かえってユアハには効果的だったのかもしれない。彼は嗤わらいに身を震わせると、翼で強く宙を打ち、ハヤテへと突っこんできた。受け止めかねて、ハヤテの身体がうしろに倒れる。

　仰あお向むけになったハヤテの乱れた小袖の裾をユアハが割り拡げ、下帯を崩した。そのひんやりした手に陰茎を握られたとたん、性体験の快楽の記憶が鮮明に甦よみがえってきた。

　ユアハがハヤテの腰に跨またがり、そのすでに半はん勃だちになっているものを、みずからの孔に両手で巧みに押しこんでいく。

「あ、ぁあ」

　ハヤテは声をあげながら身悶えた。

「私のなかでどんどん育っていますよ──ぁ、…硬い」

　懸命にシキのことを考えようとする。せめてもこの行為がシキへの情欲を原動力にするものであると思いたかった。……けれども、ハヤテの視線は、自分のうえで腰をしならせている有翼人に釘付けになってしまっていた。

　白い肌に幾重にもかけられた貴石が揺れ、煌めく。腰の動きが淫みだらになっていくごと、その煌めきが増していく。そして貴石に負けぬほど、真紅の眸は水気を帯びて煌めいていた。

　白髪が顔に落ちかかって、その眸を隠してしまう。

　ハヤテの手は自然とユアハの顔へと伸びた。顔にかかる髪を掻き上げる。

　下半身と同じほど、視線が深く絡みあった。

　ユアハが淫いん蕩とうに微ほほ笑えむ。

「相変わらずあなたの心は強情で、身体は素直ですね」

　強張るハヤテの腹部に両手をついて、ユアハが淫らに膝を立てた姿で上下に身を弾ませはじめる。根本から先端までを蕾つぼみできつく扱しごかれながら粘膜に揉もまれて、ハヤテは臀でん部ぶに力を籠める。もうすぐにでも、精液を引きずり出されてしまいそうだった。

　ユアハもまた恍こう惚こつとした顔になり、貪どん欲よくな腰こし遣づかいになる。勢い余って繋がりが外れた。

　不服そうにユアハが顔を歪ゆがめる。

「ワダツミの男のものは、笠も棘とげもないのが難ですね。すぐに外れてしまう」

　性器の難点を指摘されて、ハヤテは気持ちが荒ぶるのを感じる。それを抑える間もなく、上体を跳ね起こし、そのままユアハを仰向けに押し倒した。

　驚いて抗あらがおうとする男の腿ももを鷲掴みにして割り開き、その狭間でヒクついている半開きの蕾に鋭く尖とがった先端を宛あてがう。根本にいくほど太くなる陰茎を一気に叩きこみ、猛然と腰を遣いだす。

　笠も棘もない性器だからこそよけいな抵抗もない。水中を魚のように泳ぐ強きょう靭じんな腰で思うさま突き上げていく。

「っ…」

　ユアハが余裕を失った様子できつく腰をよじった。

「待──そん、な、に…、速く…ぁ…、あ、ぁ、ぁ」

　翼がバサバサと羽ばたく。飛んで逃げようとしているのだ。

　ハヤテはユアハの身体をきつく折り畳み、地に打ちつけるように犯した。

　まるで陰茎を弾き出そうとするかのように、ユアハの内壁が狭まって淫らな蠕ぜん動どうを始める。

「絡み、ついてくる…っ」

　ハヤテは上擦った声で呟つぶやき、眩暈めまいのするような快楽に呑のまれた。

「う…くっ、ぐ…」

　腰をぐっと突き出して、ブルブルと身を震わせる。

　体内に種液を射ちこまれながらユアハの翼が捻ねじれ、痙けい攣れんした。

　抜けた羽根がふわりとハヤテの目の前をよぎっていく。

「────」

　舌先をわずかに覗のぞかせてわななくユアハの唇に、ハヤテは見入る。

　いま果てたばかりなのに、身体が芯からドクドクと脈打ち、疼うずいている。

　朦もう朧ろうとしたまま顔を伏せていく。

　……危うく唇を重ねそうになって、寸前でハヤテは我に返った。

　──自分は、なにを…っ。

　接吻は魂を繋げる行為だ。たったひとりの伴侶としかしてはならない。

　惑乱状態に陥りながらも、ハヤテは激しい疼きに衝き動かされて、鋭く尖った性器でふたたびユアハを貪むさぼりはじめた。







七幕　計略




「帰路の途中でシキ兄上をワダツミの海底にお連れして、海神様に預けてまいりました」

　ワダツミから戻ったナギの報告を、キリイは人払いをした謁見の間の玉座で聞いていた。

「海神様ならば治癒できる状態なのか？」

「いえ……魔術による毒は魔術でなければ解毒できないそうです。ただ、生命の維持はお約束くださいました。俺も以前、そのように海神様に生命を維持していただいたことがあるのです」

「それならば確かだろう。向こうで敵とは遭遇しなかったか？」

　そう尋ねると、ナギが悲痛な面持ちで答えた。

「ひとりの空の民と遭遇しました。その対処をするためにサガンとハヤテが留まり、いまだ帰還していません」

「お前とシキを逃がすために、その二名が空の民の足止めをしたということか？」

「はい」

　キリイはしばしナギを見下ろしていたが、胸の前で手を合わせた。

「兄上の救出を、よくぞ成功させてくれた。サガンとハヤテはともに腕が立つ。かならず戻ってくるだろう。今宵こよいは宴席を用意する。お前と勇敢な兵たちのことを労ねぎらおう」

「お心遣い、感謝いたします」

　ナギもまた胸の前で手を合わせて感謝を示してから退室した。

　謁見の間の扉が閉まったのと同時に、玉座のうしろから声がした。

「あの神子は嘘をついているな」

　スザクが姿を現し、玉座の肘掛けに腰を預ける。

「ああ。空の民──ユアハ殿が会したのは、ハヤテだけだ」

　今朝方、スザクが伝書鳥から受け取った文には、ユアハがハヤテと遭遇し、彼を捕えたことが記されていた。そして、おそらくシキを逃がしたのだろうという推測も書き添えられていた。

　しかしそれならば、ナギはそのまま真実を報告すればいいだけだ。

　スザクが呟く。

「サガンがなんのためにひとり離脱したのか、だな」

「ナギと別働したとなれば、よほどのことだ。間違いなく、大きな企みごとをしているはずだ」

「だろうな。……だが、考えようによっては、これはいい機会かもしれんな」

「どういう意味だ？」

「サガンという守護者がいなければ、神子を始末しやすい。確実になにかを画策している神子の動きは、いまのうちに封じておくことだ。それに帝であるお前の命で海神の神子を始末したとなれば、ギメイルはワダツミへの信頼を篤くする」

「……」

　スザクの提言は、的確なものであるに違いなかった。

　しばし考えを巡らせたのち、キリイは冷たい目でスザクを見上げた。

「今宵の宴うたげの酒に盛る毒を用意しろ」

　スザクが面白がるように確認する。

「致死か、昏睡か、錯乱か。どれがいい？」

「ナギの命にかかわることには、海神が強く反応してしまう。ひと月の昏睡でいい。ナギと三十人の兵たちすべてだ」

　スザクがキリイの肩に腕を回す。

「引き受けた。あの神子はお前にそうとう不信感をもっている。お前が同じ器から注いだ酒を口にしなければ、まず飲まないだろう。お前は解毒薬を飲んだうえで、毒の酒を口にする。それでどうだ？」

　キリイは近くにある闇色の眸を見詰める。

　この男はギメイルの間者だ。偽りの解毒薬を与えて、キリイをも昏睡させることも毒殺することもできる。しかしそれを言ったら、これまでもいくらでもキリイを殺す機会はあった。薬に毒を混ぜればいいだけなのだから。

　──……いや、そんな理屈以上に、おそらく私はこの男のことを信用している。

　少なくとも、信用したいと願っている。

　そのことに気づいて、キリイは思わず眸を揺らした。それを隠すために目を閉じる。

「いいように計はからえ」

　抱かれた肩から、スザクの嗤いが震えとなって伝わってくる。

　その震えがふいにやみ──唇に吐息を感じた。

　キリイは目を閉じたまま身を固くする。

「…………」

　スザクの手が肩から離れた。立ち去る足音も聞こえないまま、扉の開閉音が聞こえる。

　玉座にひとり残され、キリイは掌で熱を帯びた唇をきつく覆った。





＊






　スザクは最後のひとりの首筋に指先を当てて、その脈を読む。深い眠りに落ちこんでいる者の、緩やかな拍動だ。

「全員に効いたぞ」

　ずらりと座卓が並ぶ宴の席の、最奥に座しているキリイにそう告げる。

　キリイは脇きょう息そくに凭もたれかかり、目をとろりとさせている。

　あらかじめキリイには解毒薬を飲ませておいたが、予想外に強く効いたのか、いまだ解毒しきれていない様子だ。スザクが横に膝をついて抱き寄せると、抗うこともなく、くったりと身を預けてきた。

「おま……え、は」

　曖あい昧まいな呂ろ律れつでキリイが問いかけてくる。

「お前、も、解毒薬を、飲んだ、のか？」

「俺にはそんなものは必要ない。あらゆる毒に耐性があるからな」

「毒を、飲んで育ったと、前に」

「ああ、そうだ」

　ぼうっと自分を見ている闇色の眸をスザクは覗きこむ。……なにか自分自身のなかを覗きこんでいるような気持ちになって、独り言のように呟く。

「俺は復讐のために生み出された者だからな。それを遂行できるように、知識を植えつけられ、体術を叩きこまれ、耐性をつけるためにあらゆる毒を飲まされた。物心ついたころにはもう、それが俺の日常だった」

「逃げ出したかった、か？」

　スザクは子供のころの自分を思いだす。

　いつも怯おびえて、追い詰められて、けれどもどこにも逃げられないと知っていた。自分の人生は復讐を遂げることだけで消費される。その過程で命を喪うことになるのだろう。

「いつか死んだら楽になれる」

　そう考えていたのだ。そしておそらく、いまもそう感じている。

　テルスが滅びたあとに続く自分の人生など考えたこともない。むしろ、それを考えることが恐ろしかった。与えられた目標を失ってしまったら、自分には空虚な闇しか残らない。この闇のなかに、数えきれない人間を呑みこんできたのだ。

「そう、だな」

　腕のなかでキリイが呟き、くすりと笑った。

　自じ己こ憐れん憫びんと自嘲の混ざった笑みが、眠そうな顔に滲んでいた。

「……お前は、やはり──私に、似ている」

　キリイが瞼まぶたを閉じた。身体に残っていた力が溶け消える。

　ゾッとする寒気に襲われて、スザクは慌ててキリイの首筋に指を添えた。

　命があることに安あん堵どし──安堵したことに、また寒気を覚える。

　──俺は、こいつを喪う。

　キリイはギメイルと手を組むことができて、おのれの命とワダツミの国と民を護れると思いこんでいる。だが、ギメイルは……いや、ユアハは、そんなまっとうな男ではない。

　ユアハとじかに会った回数こそ少ないが、スザクはユアハのおぞましい本性をよく知っていた。もしかすると、この世の誰よりも正確に、知っているのかもしれない。

　ユアハは、自身の獲物であるガイウスを奪ったシキを、そのシキの故郷であるワダツミを、かならずや滅ぼす。

　そして、刻ときが来れば、スザクに命じる。

　スザクの心がキリイに揺れていると知っているからこそ、嬉々として命じるのだ。

　その命令に背くことが自分にはできない。ユアハに奪われたまま返してもらえずにいる大切なものがあるのだ。

　──……いや、それ以上に、あの真紅の眸で命じられると、俺は。

　自分は生まれながらにしてユアハに抗えない。

　キリイの命を奪うことになる自分の手を、スザクはじっと見詰めた。
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　昨夜、海が荒れた。波の触手が城へと崖を這はい登っていくのを見たと、身振り手振りをしながら話す漁師もいた。なにか不吉なことが起きたに違いない。民衆は城の城門前へと詰めかけた。

「ギメイル軍がこっちに来るのを、海神様が教えてくださってるんじゃあねぇのかっ」

「海に逃げりゃ、いいのか？　海んなかなら安全なのか？」

「神子様！　神子様に海神様の話を聞いてもらわんと」

　ナギを呼ぶ声が波のように高まっていく。

　このままでは城内に雪崩なだれこみかねないと衛兵たちが城門を閉ざそうと格闘していると、空から強い声が響いた。

「静まれ！」

　民衆は驚いて視線を上げ、城門の二階部分にふたつの人影を見つける。

　いま声を張った者は黒い水干姿に黒い頭布を被っていた。帝の専属薬くす師しだ。

　そして、その横に佇たたずんでいる深紫の袍ほうをまとい、冕べん冠かんを被っているのは──。

「み、帝様っ」

　まるで倒れ伏すように、民は次々と膝を地につき、頭を深く下げた。

　キリイは欄干に歩み寄り、彼らに淡々とした視線と声を投げかけた。

「我が、ワダツミの民よ。海が荒れたのは、ギメイルの襲来を予見するものではない」

　声が届かないほど遠方にいる者へと伝聞するさざめきが波のように拡がっていく。緊張に強張った人びとの肩が安堵に緩む。波紋が拡がりきったところで、キリイは言葉を継いだ。

「海神の神子は、テルスに赴き、そこで毒を得た。いまは深く眠っておられる。回復にはいくらか時間がかかるであろう」

　今度はあちこちで悲痛な呻うめきが上がり、また口づての波が重く拡がっていった。

　そしてそれに重なるように、海が唸るように鳴った。

　スザクが欄干に手をつき、海鳴りに負けぬ声で怒鳴る。

「聴け！　海神様も嘆いておられる！」

　民は黙りこみ、海鳴りに耳を傾ける。

　しかしその悄しょう然ぜんとした空気はすぐに破られた。

「大変だ！　大変だぁぁ！」

　遠くから怒鳴り声が聞こえてきたのだ。

　高みにいるキリイとスザクの目に、城門前に詰めかけた民衆がふたつに割れていくさまが映る。そうして作られた一本の道を、二頭の馬が並び歩いてくる。

　キリイの眸は、次第に大きく見開かれていった。

「どうして……どうして、あの者が、ここに」

　横でスザクが身を乗り出し、唸り声を漏らした。

「そういうことだったか」

　二頭の馬に乗っているのは、サガンと、テルス王ガイウス三世だった。

　サガンは丈の長いコートをまとい、ガイウスは黒い軍服に緋色のマントといういでたちだ。ガイウスの黄金の髪は光を放っているかのように眩まばゆい。

　圧倒的な存在感を放つふたりに、民衆が後ずさる。

　城門近くまで来ると、二頭の馬は足踏みをして止まった。

　ガイウスの碧い双そう眸ぼうと、サガンの翠みどりの双眸とが、獲物を射るように見上げてくる。

　スザクがその視線の矢を防ぐ盾になるかのように、キリイの腕を掴んで背後に隠した。

　ガイウスが獣の咆ほう哮こうじみた声で名乗りを上げた。

「我が名は、ガイウス三世！　テルスの王である！」

　とたんに、あたりは蜂の巣をつついたような騒ぎになった。

「テルス王？　なんでテルス王が、ここにいんだ？」

「ギメイルとの戦はどうなったんだ？」

「テルス王は、国を捨てて逃げてきたのかっ？」

「テルスは滅んだのか？　ワダツミは──ワダツミは、どうなるんだ!?」
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「知ってるぞ。あれは『呪われた王』だ！　テルスばかりかワダツミにまで災厄をもたらすつもりだぞ」

　ワダツミの民が拳を握り、テルス王にジリジリと寄りだす。

　すると今度はサガンが大音声で民衆を尻ごみさせた。

「俺は海神の神子の守護者だ！　俺は海神が憤いきどおっている理由を知っているぞ！」

　目を血走らせたサガンが、城門の二階部分を指差す。

「あのふたりが、神子を陥れたからだ！」

　キリイの背筋は凍りつく。

　──どうして、サガンが知っている？

　こちらを睨ねめ上げる形相からして、当てずっぽうで言っているとは思われなかった。

　動どう顛てんしているキリイを背に隠したまま、スザクがサガンとガイウスのほうを指差し返した。

「帝を愚ぐ弄ろうする不敬の者どもを、捕えろ！」

　城門が開き、衛兵たちが飛び出していく。

　しかし民衆に阻はばまれて、進むに進めない。民衆もまた、なにが真実であるか量はかりかねている様子で、たださざなみのように揺れている。

　その膠こう着ちゃく状じょう態たいのなか、ガイウスとサガンが馬を方向転換させた。

「危ねぇぞ！　どけ！」

　サガンに怒鳴られて、民衆が転まろびながら道を空あける。

「早く、早く捕えろ!!」

　スザクに命令された衛兵たちが、人波に揉まれながらなんとか追おうとする。

　しかし二頭の馬は次第に加速し、ついには姿が見えなくなった。

　キリイはスザクに支えられて城門を下り、執務の間へと籠もった。

　ほどなくして、ガイウスたちを追尾した衛兵たちが息を切らして戻ってきた。床に敷かれた織物に片膝をつき、報告する。

「テルス王とサガン殿は、う…海の宮に乗りこみ、そのまま発たちましたっ」

　キリイは思わず椅子を倒しながら立ち上がり、机の天板を掌で叩いた。

「海の宮が動くなど、あり得ない！　ナギの──神子の意識はないのだぞっ」

「ですが、本当に動いたのです。この目で確かに見ました」

　もうひとりの衛兵が続ける。

「海の宮が浜辺に着いたのを目撃した漁師が申しておりました。まるで波の手に置かれるかのように浜辺に着いたと……。発つときも、まさに波の手にかかえられるようでした」

　キリイは身震いする。

　──海神の操作により、海の宮が運ばれているということか？

　しかし、海神と具体的な意思の疎通ができるのはナギだけだ。シキですらそれは不可能なのだ。

　衛兵たちを下がらせてから、キリイは執務の間を歩きまわった。

「どういうことだ……なにが起こっているというのだ……」

　ぶつぶつと呟く。

「しかしそれならばナギがいなくとも、護国のための究極奥義を、海神に起こさせることができるということか？」

　冷たい汗が首筋を流れて、キリイはそこに手を当てた。

　ひんやりと冷たい、死んだ花鱗に触れる。

　──もし、究極の奥義をもちいられたら、私は……。

「キリイ」

　肩を掴まれて、キリイは足を止めた。

「護国のための究極奥義とは、なんのことだ？」

　キリイは蒼あお褪ざめた顔で首を横に振った。

「忘れろ」

　決して答える気がないのだと察したのだろう。スザクはそれ以上、問い詰めることはしなかった。しかしその代わり、険しい表情で言ってきた。

「ガイウス三世がワダツミに逃げたことは、すぐにユアハの情報網に引っかかる。それにより、約定は決裂する。ギメイルおよび空の民は、すべての兵をワダツミへと差し向けるぞ」

　キリイは床がたわむような錯覚に囚われながら、机に両手をついて身を支えた。

「……私がしたことはいったい、なんだった？」

　ワダツミの国と民がこれまでどおりに在あれる方法を模索したつもりだった。

　究極奥義を発動させたくない理由のひとつは、それだった。いったん発動すれば、これまでのようには在れない。だからナギを昏睡状態にすることで奥義を封じ、ギメイルとの結びつきを強化することを選んだ。

　──このままでは、私がこの国を滅ぼしてしまう。

　そう考えたとたん、凄まじい勢いで闇が身のうちに満ちた。

　自分という人間が執着してきた唯一のものを、みずから壊すことになるのだ。兄弟を陥れてまで、我が手にした美しいワダツミを……。

「どうする？　ギメイルを迎え撃つために兵を展開するか？」

　キリイはいまにも闇が噴き出しそうな目でスザクを見詰めた。

　まるで我が身に危険が差し迫っているかのように、スザクの顔は緊迫していた。

　キリイは唇をギッと噛み締めると、腰の刀に手をやった。それを一瞬にして抜き、薙なぐ。軌道上にいるはずだったスザクが飛びすさって逃げた。

　青光りする刃の先をひたりとスザクへと定め、キリイは冷ややかな声で告げる。

「お前は間者だ。思えば、お前のような者を傍に置いたのがすべての過ちの元だった。おおかた、この顛てん末まつも、お前が仕組んだものであったのだろう」

　スザクの眉根がビリッと震えた。

「ああ、俺は間者だ。シキの祖国であるワダツミを滅ぼすことはギメイルの──正確には、ユアハの計画のうちだった。だから俺はワダツミを内側から操り崩壊させるために、ここに来た」

　すでにわかっていたこととはいえ、スザクの口からじかに聞かされると、キリイは心臓を押し潰つぶされるような激痛に襲われた。

　スザクがしばし黙りこみ……それから漆黒の眸を光らせた。

「だが、お前を殺すことは、俺に与えられた使命ではない」

　一歩、スザクが前に出た。

「お前だけなら、俺の力で助けられる」

「……」

　もう一歩、スザクが近づく。刀の軌道圏内にはいってくる。

　スザクが手を差し出す。

「俺と行こう。お前はこの国に、できるだけのことをした。もう、いいだろう」

　眩暈を覚える。

　床も部屋も歪ゆがんでいくようだった。

　──スザクと、行く……。

　ワダツミの第二皇子として生を享うけてから一度たりとも、その立場から逃げ出していいのだと考えたことはなかった。花鱗を与えられない惨みじめな異端の存在として、どうすればここで生き抜けるか、そればかりを考えてきた。

　かかえている秘密に圧し潰されそうになりながら、出口のない場所をぐるぐると廻って最期には闇に落ちていく。そういう人生しか自分にはないと思いこんでいた。どんなに逃げ出したくても、逃げることはできないのだと。
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　──そうか……逃げ出せる、のか。

　いま初めて目を覚ました人間のような心地だった。

　そして目を覚ましたうえで、選択する。

　キリイは構えていた刀を横に振った。青白い光が宙に孤を描く。それは、スザクの左腕へと吸いこまれた。

　スザクの身体が床に転げる。

「ぐっ…」

　二の腕を押さえたスザクの右手が、赤く染まっていく。

　キリイはふたたび刀を構えながら摺すり足でスザクへと近づく。

「逃げぬのなら斬きり捨てる。スザク、お前は敵だ。ワダツミの敵は、私の敵だ」

「キリイ……」

「二度と私に近づくな。ギメイルの山に戻れ！」

　スザクが立ち上がるのを待たずに、刀を振り下ろす。

　しかし今度はその先にもうスザクの姿はなかった。

　スザクは跳躍して宙で身を転がすようにすると、そのまま障子窓へと肩から突っこんでいった。その物音を聞きつけた衛兵が襖ふすまを開けて飛びこんできた。

「帝様、いったい」

　キリイはスザクの身を斬った感触の残る刀を鞘に収めると、険しい表情で軍議のための召集を衛兵に命じた。







　軍の上層部の者たちが執務の間に集まる。

　織物の敷かれた床に片膝ついて座した十人の武人の前に立ったキリイは単刀直入に、ギメイル軍がワダツミに総力戦を仕掛けてくることを告げた。

「テルス王ガイウス三世を滅ぼすために、ギメイル軍と空の民は我が国に侵攻してくる。早ければ明日中に第一陣がワダツミ領に着くことが予想される。至急、国土のすべての民を海へと逃がさなければならない。そのための防衛戦を展開する」

　誇り高きワダツミの武人が口ぐちに異議を唱える。

「自分は海神様の領土を大陸に残すべく、命を賭とす所存ですぞ！」

「我が命を海神様に捧げる覚悟はできております！」

「どうか迎え撃つご命令を！」

　キリイは十人の武人を見回し、淡々と現実を教える。

「ワダツミは前の戦でテルスに大敗を喫した。そして、そのテルスがギメイル軍と空の民にまったく歯が立たず、籠城を強しいられるほどの苦戦を余儀なくされた。どれだけワダツミの武人に志があろうとも、我が軍が敵をしりぞけるのは不可能だ」

「たとえ不可能であろうとも踏み止とどまるのがワダツミの武人というものです！」

　キリイが机の天板を掌で激しく叩くと、武人たちは蒼褪めてこうべを深々と垂れた。

「ワダツミの帝は私だ。我が民を無駄死にさせることは決して赦ゆるさぬ」

　厳しい声音でそう告げてからキリイは武人たちを立ち上がらせ、机のうえに広げた地図を囲ませた。そして地図に印をつけながら、どの順路でどの集落から海に避難させるか、そのための時間稼ぎの防衛戦をいかに張るかを示していった。

「お前たちも決して命を無駄にせず、かならず生きて海に還れ」

　武人たちが部屋を出て行ったのち、キリイはしばし、地図に描かれたワダツミの領土を見詰めていた。

　もうすぐ陸から消える、ワダツミの国だ。

　海で生きられない自分が生きることを許された地上の国。

　──護りきれなかった……。

　大陸全土はギメイルに支配され、魔術で満ちる。

　そうなればもうワダツミの民がふたたび陸に戻ることは不可能に近い。海ですら、ギメイルの毒に冒されないとは限らない。

　その毒はこの世界の外にあるという異界にも届くのだろうか……。

　キリイは頭をひとつ横に振った。考えても詮せん無ないことだ。

　執務の間を出て、ナギの寝所へと向かう。

　キリイが寝所にはいっていくと、ナギの身体に香油を塗りこんでいた侍女たちが、慌てて膝をつき頭を深く下げた。

「よいと言うまで、下がっていろ」

　命じると、侍女たちは香油の器をかかえて小走りに出て行った。

　キリイは寝台の横に行き、深く眠りつづけている弟を見下ろした。手が自然と、刀の柄えに伸びる。柄をぐっと握り締めてから、なんとか手指を開き、寝台の端に腰掛けた。

　清せい拭しきして香油を塗りこんでいる最中だったため、腰紐はほどかれ、襦じゅ袢ばんの前は軽く重ね合わせられているだけだった。

　その衿えりのなかへとキリイは手を差しこんだ。ナギのわずかに腫はれている左胸をまさぐる。

　──熱い……。

　生きている花鱗は熱いのだ。

　襦袢の衿を大きくめくって左胸を露わにする。なまなましく線を爛ただれさせた、熟うれた花鱗が現れる。伴侶を得て……サガンと身も心も交わして、ここまで淫らになったのだ。

　キリイは奥歯をガチッと鳴らすと、今度は両手でナギの襦袢の前を完全に開いた。下帯をつけていない下腹部が無防備に晒さらされる。それを目が痛くなるほど凝視する。愛らしいかたちと大きさの、筍たけのこのような性器だ。

　背筋が震えるほど冷たくなって、同時に腹が奥底から嫉妬に熱くなるのをキリイは覚える。

　──完璧だ。

　十三歳で花鱗の刺青いれずみを彫られた自分とは違う。ナギには十歳で花鱗が宿った。

　自分の陰茎のかたちがワダツミの民のそれと違うことを知ったのも、このナギのものを見たためだった。

　ナギの胸から生きた花鱗を剥いで自分の首に張りつけたい。

　ナギの陰茎を切り取って自分の下肢に縫いつけたい。

　そのドロドロとした狂った願望を懸命に押しこめてきたのだ。

　それを吐き出すために、ナギと似たような背格好の少年たちに夜よ伽とぎをさせ、その口を穢けがした。

　──いまなら、ナギにすべてをできる。

　口を穢し、異形の陰茎で身を貫き、花鱗を奪い、正常な性器を奪い……口づけで、清らかな魂までも奪うのだ。

　キリイはナギの左胸の花鱗を鷲掴みにして、覆い被さった。

　残忍な衝動に駆り立てられながら弟の顔に顔を寄せる。唇を重ねようとして、しかしなにか強い抵抗が胸に生じるのを感じた。

　自分と同じ闇を魂にかかえた男の顔が、脳裏に鮮明に浮かんでいた。

「スザク……」

　スザクとは何度か唇を重ねた。

　その時にはなにも感じなかったはずなのに、いま、自分のなかにスザクの魂の欠片かけらを感じている。口づけのときに、はいってきたのだろうか。

　──私の魂の欠片も、スザクのなかに……。

　……ナギの頬にぽつりと水滴が垂れた。

　キリイは自分の頬に掌で触れ、そこが濡れていることを知る。

　そうして改めて弟のあどけない寝顔を見る。

　まだ幼かったころの丸い頬をしたナギの顔が、そこに重なって見えた。

　不安をかかえながらもまだ自分をワダツミの正統な皇子だと信じていたころ、海では魚のように泳げるくせに地上ではすぐ転ぶナギと、手を繋いで歩いてやっていた。小さくてやわらかな手の感触が、手のなかに甦ってくる。

　孤独のあまり、その感触すら忘れ果ててしまっていた。

　そして気づく。

「私は、もう……」

　キリイは深く呼吸をしてから上体を起こした。

　寝台から腰を上げて、小机のうえの水差しを手に取る。嘴くちばしの長い小鳥を模した急須へと水をそそぐ。それから自身の袍の合わせに手を差しこみ、薄い物入れを出した。その物入れにずっと隠しもっていた薄紙の包みを開き、なかの粉を急須の水に溶かしこむ。

　そうして急須を手に寝台へと戻った。

　ナギの上体を抱き起こして、自分の胸に凭れかけさせる。

　ふっくらとした小ぶりな唇の狭間に、鳥の長い嘴を咥くわえさせる。ゆっくりと鳥型の急須を傾けていく。生理的な反応で、そそがれた液体が嚥えん下げされていく。

　これはスザクから渡された解毒薬を、半分残しておいたものだった。

　半分しか解毒薬を飲んでいなかったせいで、昏睡薬のはいった酒を口にしたキリイはその後、深く眠ってしまったが半日ほどで目が覚めた。

　毒を飲んでから日にちがたっているナギに効くのにどのぐらいかかるかわからないが、おそらく数日内には目を覚ますはずだ。

　ナギを横たわらせて、襦袢の前を深く重ね合わせてから、キリイはぎこちない動きで弟の頭を撫なでた。

「……ナギ、早く目を覚ませ。お前にしかできない務めがある」

　そう話しかけながら、噛み締める。

　──私はもう、ナギを憎む必要はない。

　孤独な闇をスザクと分け合うことができたためなのだろう。

　ナギに殺されることを、いまは受け入れることができていた。







八幕　偽物




　城門前には、今日も朝から民衆が詰めかけていた。

　テルス王とサガンが現れたのは二日前のことだった。テルス王がワダツミに逃げたという情報は、速攻でギメイル軍へと届いたようで、今朝未明にはワダツミ領内でギメイル軍との戦闘が起こった。

　多くの内地の者たちはいったん都に集まり、食糧の配給を受けることになった。

　ワダツミの民は確かに水中で呼吸することができるものの、陸での生活が長くなり、海でみずから食糧を確保してそのまま食べるほどの逞しさは失っている。

　キリイは城の備蓄食糧をすべて放出して、これから海中での苛酷な生活を送ることになる者たちに体力をつけさせるように計らった。

　しかし、民衆の憤りは時間を追うごとに増すばかりだった。

　城門の向こうから怒声が聞こえてくる。

「神子様を──俺たちの神子様を返せっ！」

「ナギ様！　ナギ様！　ワダツミの神子様っ、俺たちを助けてくだせえ！」

「帝様が神子様を陥れたってのは本当なんですか!?」

　民衆の憤ふん懣まんやるかたない足踏みが、地鳴りとなって門のこちら側まで伝わってくる。

　キリイは門の内側に佇み、それを身に感じていた。

「帝様、ここは自分たちが対処いたしますので、どうぞなかにお戻りください」

　跪いた若い衛兵が、声を乱しながら続ける。

「帝様は昨日だけで六度も城門に立たれ、民に理解を求められました。ギメイルとの戦の指揮や民へのお心配りのために、もうふた晩も眠られておりませんのに」

　キリイは衛兵の肩にそっと手を置いた。

「私のために憤ってくれる者がいるとはな」

　若者が涙ぐんだ目でキリイを見上げた。

「キリイ様が帝位におつきになってから、国は豊かになりました。自分の親兄弟も暮らしが楽になったと喜んでおりました。……この向こうにいる者たちは混乱して、それを忘れているのです」

「お前のその気持ちに感謝する」

　微笑しながら心からの礼を口にすると、キリイは門を護る衛兵たちに声をかけた。

「門を開け。外に出る」

「み、帝様、それは危険すぎます」

「命だ。開け」

「お待ちください。護衛の者を集めますので」

　慌てふためく衛兵たちに、キリイは冷静な声音で告げる。

「必要ない。我が民と同じ高さから、じかに話をするだけのこと。そうでなければ伝わらぬ」

　城門のうえから何度、現状を説明しても、民衆は不信感を募らせるばかりだった。

　彼らの手の届かない高みからではなく、掴みかかることのできる場所から語りかけることが必要なのだ。

　──そもそも私は、高みにいる資格のない者だ。

　この身は海神の末まつ裔えいではない。

　偽物の花鱗を肌に刻んだ、偽りの帝だ。

　──それどころか、私は海のなかで生きることすらできない。

　ワダツミの民の誰よりも──生まれたての赤児よりも劣った存在なのだ。

　だからこそ誰よりも高みに立たなければならぬと思い詰めていた。

　門を開けようとしない衛兵たちの代わりに、キリイはみずから門の閂かんぬきに手をかけ、横に滑らせた。門を押し開く。

　向こう側にいる人びとが門に取りついた。

　キリイの前に空間が開けていく。

　門のなかへはいろうとした者たちが、すぐ目の前に帝が立っていることに驚きょう愕がくし、次々に凍りついたように動きを止めていく。彼らの顔に、憤りと戸惑いと畏おそれとが入り混じる。

　キリイは彼らのほうへとゆっくりと歩を踏み出した。

　自然と群衆は後ずさり、城門の前に半円を描くかたちで人垣ができる。

　駆け寄ってきた衛兵たちにキリイは「邪魔をするな」と告げ、下がらせた。そうして民と同じ地に立ち、視線を巡らせた。

「私はワダツミの帝である」

　腹の底から声を張り、ひとりひとりに言葉を届けようとする。

「ワダツミの民は艱かん難なんを経て、海から陸へと版図を拡げてきた。そして、地を耕し、家畜を育て、集落を築き、ワダツミの国を育て上げた。それは気の遠くなるような尊い積み重ねだった。私はそれを宝と思い、護ることを願った」

　伝聞のさざめきが拡がり、静まる。

　キリイは拳を握っておのれを奮い立たせてから言葉を続けた。

「そのために私は、海神の神子を──我が弟を陥れ、いっときの眠りに就かせた。神子の考える護国と、私の考える護国とは違っていたからだ。私はギメイルと手を組んででも、地上の国を護ろうとした」

　今度はどよめきが起こり、いつまでも静まることはなかった。

「神子様をいますぐ返せ！」

「裏切者の帝に、海神様の天罰を！」

　あちこちから怒声があがり、うしろから押されて半円形の人垣が崩れだす。衛兵たちが彼らを押し留めようと槍を構えた。

「民には私に気持ちをぶつける権利がある。槍を下げよ」

　キリイは兵たちにそう命じると、喉がビリビリと痛むほど声を張った。

「我が力およばず、ギメイル軍はすでにワダツミの地を踏んでいる。すべては帝である私の咎である。だから私は──」

　キリイは顎で結ばれている紐をほどき、両手で冕冠を頭から外した。

「私は、帝位を降りる」

　わななく膝を折り、地に跪く。

「ワダツミは私のものではない。すべての民のものだ。だからどうか、おのれと同胞の命を護るために、すべての力をそそいでもらいたい。そのためにこの身に憤りをぶつける必要があるのならば、そうしてくれ」

　キリイは冕冠を横に置き、地に両手をついて頭を下げた。

　防衛戦についても民への対応についても、出すべき指示はすべて出し終えた。ここで八つ裂きにされて果てようとも……それによってすべての民が避難と助けあいに気持ちを向けられるのだとしたら、悔いはない。

　海で生き抜くことは、陸で安定して生きることに馴染んだワダツミの民には、苛酷であるに違いない。その民を導けるのは、海神の神子であるナギだけだ。

　──それに、もしもナギの目覚めが間に合ってくれれば……。

　石つぶてが肩に当たるのを、キリイは感じる。

　いくつもの石つぶてが飛んできた。

　こめかみに強い衝撃を覚える。生温かい液体がそこから溢れ、顔の輪郭を伝っていく。衛兵たちが止めても、石つぶては飛んできた。強いものもあれば弱いものもある。大きなものもあれば小さなものもある。

　目をきつく閉じてそれらすべてを受け入れていたキリイは、ふと啜すすり泣きが聞こえていることに気づいて、淡く瞬まばたきをした。ひとつふたつではない。いくつもの啜り泣きだ。

　おそるおそる視線を上げると、石つぶてを投げては立ち去る者たちのあいだに、自分と同じように座りこんでいる者が多くいた。彼ら彼女らは、啜り泣き、なかには胸の前で手を合わせている者すらいた。

　──私のような、偽物に……。

　心を寄せてくれる人がこんなにもいることに、キリイは全身の骨が軋きしむほどの衝撃を覚える。

　目から熱いものが噴き出す。

　涙と血で、キリイは顔をしとどに濡らしていった。





＊






　テルスとの国境に立ちはだかる山の隘あい路ろを抜け、ワダツミの平原を海に向けて進んだところにギメイル陣営のテントが無数に張られている。月明かりに照らされたその様子は、まるで岩に張りついたフジツボのようだ。

　しかし、ワダツミ軍もまた、ギメイル軍の侵攻にただ手をこまねいていたわけではなかった。山中の道には落石の罠がいくつも仕掛けてあり、それによりギメイル軍の第一陣にかなりの被害が出た。

　それでも十万を超すギメイル軍にとっては痛手のうちにはいらない。そのまま先せん鋒ぽう部隊はワダツミ領の内陸にある集落へと向かった。途中、ワダツミ軍と遭遇したものの、ワダツミ兵はおよび腰で遠くから弩ど弓きゅうで射かけてくるものの、毒霧に巻かれる前に逃走するという情けないありさまだった。

　そうしてギメイルの部隊はいくつかの集落を襲撃したが、どこもすでにもぬけの空だった。

　空の民たちを飛ばして情報を集めたところ、どうやらワダツミの民は都に集結しているらしい。それならば、都に毒霧を撒まけば、一気に海へと追いやることができて手間が省けるというものだ。

　いまこの平原にいるギメイルの大魔術師率いる主力部隊は、明朝に平原を発ち、そのまま最短距離でワダツミの都を目指すこととなった。

　テルスでは籠城に手こずらされたが、ワダツミは苦もなく陥落できることだろう。

　ワダツミに亡命したテルス王ガイウスを仕留めるのは容易たやすいに違いない。

　それがギメイルと空の民の、共通の見立てだった。

　そしていま、フジツボさながらのテントの群れのあいだを駆け抜けていくひとつの人影があった。その人影は大魔術師のテントから少し離れたところに張られた大きなテントのなかへと飛びこんでいった。

「ユアハ！　アレは……俺のアレは、どこにある？」

　荒らげた声でそう尋ねながら、スザクはテントのなかを見回した。

　テントの中空には球状のぼんやりと光るもの──魔術師が作る光玉だ──が浮かんでいて、暗いオレンジ色に空間を照らしている。

　しかしそこに白髪の有翼人の姿はなかった。

　ユアハを捜しにテントを出ようとしたスザクは、弱い呻き声を耳にして足を止めた。

「誰かいるのかっ」

　鋭く問いながら、改めて視線を走らせる。

　すると部屋の隅の暗がりでなにかが蠢うごめいた。スザクは警戒しながらそれへと近づく。

　麻袋があった。その麻袋が大きく蠢き、くぐもった音を漏らす。人間の呻き声のようだ。

　──……もしや。

　スザクは麻袋の端を結んである縄をほどき、なかの人間の顔を確かめた。

　暗い緑青色の眸に、精せい悍かんな面立ち。見覚えのある武人だった。

「お前は確かハヤテといったな。シキの乳兄弟の」

　猿さる轡ぐつわを噛まされたハヤテが頷く。

　ハヤテはシキを救出するためにナギたちとともにテルスに戻り、そこでユアハに捕らわれたのだった。

　──まさか、まだ生かされていたとは。

　そのことにスザクは強い驚きを覚える。

　憎いシキの乳兄弟なのだから、とうに嬲なぶり殺しにされていると思っていたのだ。

　スザクは麻袋をめくって、なかを覗きこんだ。四肢に欠損はなく、切り刻まれた様子もない。ただ脱走防止のためなのか、ハヤテは全裸で、腕をうしろ手に革紐で拘束されていた。それは首に嵌はめられた革の首輪と、背後で繋がれている。

「私のものに勝手に触らないでもらいましょうか」

　ふいに背後からユアハの声が響いた。

　スザクは訝いぶかしむ眼差しのまま振り返り、有翼の男に尋ねた。

「あんたはこの荷物をわざわざもち運んでいるのか？」

「手足を詰めて運びやすくすることも考えましたが、しばらくは移動が多く、失血死しかねないのでね」

　ユアハが麻袋からハヤテを出して敷布のうえに転がし、拘束された足首から逞しい太腿までを撫で上げる。

「そのうち加工してあげましょう」

　医師として腕のあるユアハならば、そのような残忍な加工もお手のものだろう。スザクはひそかに鳥肌を立てる。

「う…うう」

　ハヤテが猿轡を噛み締めて、抗議の唸りを漏らす。しかしその唸りはすぐに、甘みのあるものへと変わった。

　剥き出しの陰茎を、ユアハが扱き出したのだ。根本から尖った先端までを繰り返し、手指の輪で抜かれて、それが獣の角のように育っていく。

　その段になってスザクはようやく、ユアハが性具としてハヤテをもちいているのだと気づいたのだった。

　腰をきつくよじって刺激に耐えていたハヤテが、ついにみずからゆるゆると腰を遣いだす。

　潔いさぎよい武人の爛れ堕おちた姿からスザクは視線を逸そらした。

　そして、ここに来た用件を口にした。

「俺のアレを返せ。あんたがもってるんだろう」

　濡れた肉のたてる音が高まっていき、ハヤテが腰を宙に突き上げて身を震わせた。その先端からびゅるびゅると白濁が溢れていく。

「相変わらず早すぎますね。もっと鍛えないと」

　手についた白濁をユアハが美味そうに舌で舐め取る。

　スザクはユアハの胸元を飾る貴石の綴りを掴んだ。

「はぐらかすな。俺のものを返せ」

　ユアハが真紅の目を細め、スザクを舐めるように眺めた。左の二の腕を縛っている血まみれの布に目を留める。

「正体がバレてワダツミから逃げ帰ってきたわけですか？　連絡が途絶えたかと思ったら、こんなところに現れて」

　呆れたようにユアハが肩を竦すくめる。

「まあ、いいでしょう。ワダツミの都も明日の夜には陥落します。その上で、ガイウスとシキを捜し出して、じっくりと始末しましょう」

　ユアハが愉悦の滴したたる声音で囁きかける。

「ガイウスとシキの居場所を聞き出すために、ワダツミの帝をあなたの前で折せっ檻かんしてあげましょう。あの怜れい悧りな男がズタズタにされて泣き叫ぶのですよ」

「……」

　スザクは貴石を綴った首飾りを放し、立ち上がった。

「この腕はキリイに斬られた。俺がこの手で折檻をして、聞きだしてやる」

「振られた腹いせですか」

「どうとでも思え」

　嗤いに喉を震わせてユアハが呟く。

「これは心強い。それでこそ私の──」

　その言葉から逃げるように、スザクはテントをあとにした。





＊






　キリイは盥たらいの水に布を浸して絞ると、それをナギの額に置いた。ナギの顔は赤く浮腫むくみ、半開きの唇で苦しそうな呼吸を繰り返している。

　ナギはいまだ目覚めない。

　それどころか、高熱まで出していた。

　──解毒薬が、悪いように作用したのか？

　思えば、キリイ自身は毒の酒を飲む前に解毒薬を服用していた。スザクにそのように指示されていたからだ。もしかするとあの解毒薬はあらかじめ飲んでおくことで効力を発揮するもので、あとから飲んでも意味のない……むしろ状態を悪化させるものだったのだろうか。

「スザク……」

　いま、ここにスザクがいてくれたら、どれだけ頼りになったことだろう。

　ナギに関することだけではない。

　あれほど固執した帝位を手放し、亡国となるワダツミを見届けるだけの身となったいま、この寄る辺なさを癒せるのは、彼のみだ。

　──……でも、スザクを逃がせてよかった。

　ギメイルとワダツミが完全に敵対したいま、スザクは危うい立場となっていた。

　彼が冷酷なだけの間者であったのならば、せめてともに破滅させることでいくらかキリイの気持ちも晴れたかもしれない。だが、彼は違った。

『お前だけなら、俺の力で助けられる』

　そう言って、手を差し伸べてくれた。

　その前から、心ないように生きてきたのであろう男のなかに、自分は心を感じていた。

　だから彼を自分の破滅に巻きこみたくないと思った。

　キリイは自分の両の掌を見下ろす。スザクの腕を斬ったときの感触が、いまだに残っている。その掌をみずからの顔に押し当てたとき、爆発音と地響きが同時に起こった。

　衛兵たちの悲鳴と怒鳴り声が聞こえてくる。

「門が、城門が破られたぞっ!!」

　──まさか、もうギメイル軍が着いたのか？

　しかし敵の状況は、ワダツミ全土に放たれている偵察隊の狼煙のろしによって把握できるようになっている。その報告もなくギメイル軍が都に到達したとは考え難かったが。

　キリイはナギを抱きかかえて立ち上がり、寝所を飛び出した。

　城門が破られたということは、門からの脱出は不可能だ。

　キリイは門とは反対の方向へと廊下を走った。かつて、母に手を引かれて歩いた順路で、奥へと進んでいく。

　十三歳のとき、真夜中に母に揺り起こされた。そして隠し通路から城を抜け出して、三日月型の浜辺へと向かったのだ。花鱗の刺青をいれるために。

　苦い思い出を辿りながら、キリイは走る。

　敵からなんとしてでもナギを護らなけばならないという切迫感に、喉元まで心臓がせり上がるような感覚とともに耳鳴りが始まった。

　……その耳鳴りの奥から、なつかしい母の声がかすかに聞こえた。

『キリイ。可愛い私の子……私だけの子。シキの命を繋ぐためとはいえ、お前に生涯消えない重荷を背負わせてしまうなんて』

　ゆるやかに揺れる月と、自分を覗きこむ母の顔が脳裏に浮かび上がってくる。

　──ただの夢か？　いや、あれは舟のうえでのことか？

　三日月の浜辺で母と小舟に乗り、渡された飴あめを舐めているうちにひどく眠くなったのだ。そうして小舟の底に倒れこんだ。その時に母が泣きながらなにかを言っていたことは記憶にあった。それがさっきの言葉だったのだろうか。

　──シキの命を繋ぐため……どういう意味だ？

　惑乱を覚えながらも、いまは過去のことを探っているときではないとおのれを叱しっ咤たする。

　──この先を右に曲がってすぐのところに隠し通路への入り口がある。大丈夫だ。ナギを海に逃がせる。

　廊下を曲がり、隠し通路への入り口になっている突き当たりの壁へと走り寄ろうとしたキリイは、しかし射抜かれたように動きを止めた。

　壁が、向こう側から開いたのだ。

　そこからカンテラをもった若者が飛び出してきた。赤毛にそばかす顔で、陽に焼けた肌の色をしている。サガンが着ているようなコートをまとい、腰のベルトに銃や短刀を下げている。

　赤毛の若者はキリイを見て「うわっ」と声をあげると短刀を引き抜いて構えた。しかしまたすぐに、「ああっ！」と大声をあげて飛び上がった。

　続いて隠し通路の階段を上ってきた男が、銃を手に駆け出してくる。

「どうした、モック!?」

　モックと呼ばれた赤毛の若者が、キリイの腕のなかを短刀で示した。

「ナ、ナギ！　ナギだぁっ」

　赤銅色の肌をした男たちが次々と隠し通路から出てきて、ナギを見て声をあげる。

「おう。本当にナギじゃねぇか」

「相変わらず細っこいなぁ」

「また眠ってんのか。おい、ナギの顔がトマトみたいに赤いぞ」

　キリイは険しい表情で乱入者たちに問うた。

「どうしてその通路を知っている？　お前たちは何者だっ」

　すると、男たちを掻き分けて、馴染みのある顔が現れた。

「俺はナギの守護者だ。知ってて当然だろうが」

「サガン……」

　キリイは唖然としながら、サガンと男たちとを見比べた。赤銅色の肌、猛々しく輝く眸、活き活きとした強い表情。自由で荒々しい空気を、サガンと彼らはまとっている。

「まさか、異界の」

　呟くと、サガンが誇らしげに答えた。

「そうだ。『死の箱舟号』の、俺の仲間たちだ」

　異界でサガンが救出した奴隷たちを従えて、海賊船の船長をしていたという話は聞いていた。

「奴隷王サガン。あんたはいまだって俺たちの王様だぜ！」

　陽気に声をあげる男たちに眉をひそめながらキリイは尋ねる。

「海神様がこの異界の者たちを招き入れたのか？」

「こいつらが俺とナギに会おうと海域の境をうろちょろしてたのを、海神が通してくれたってわけだ」

　そう言いながらサガンは大きな足取りでキリイに近づくと、その腕からナギをもぎ取るように奪った。翠色の眸が愛いとおしそうにナギの顔を覗きこむ。

「ナギの命があるのは海神から教えられてたが、ボロボロじゃねぇか」

「……海神様の言葉を聞けるのはナギだけのはずだ」

「ん？　ああ、それはこういうことだ」

　サガンが顔を伏せて、ナギの唇に口づけた。

　海賊たちがニヤつきながら互いを肘でつつきあう。モックが赤い顔で目をうろつかせる。

　名残惜しそうに唇を離したサガンが言う。

「俺とナギはこうやって魂を分け合ってきた。ナギの魂は俺のなかに流れこんでる。だから俺も海神と少しは意思の疎通ができるようになった」

　口づけによって互いの魂を繋げることができる。

　海神という存在を感じられないキリイは、それを長いこと信じていなかった。

　──だが、いまは……わかる。

　自分のなかにスザクの魂の欠片を感じるからだ。だから、サガンの言葉も受け取り、納得することができた。

　サガンが鋭い視線をキリイに向ける。

「お前を殺してナギを取り返すつもりでいたが、お前は抜け道からナギを逃がすつもりだったんだな？　ナギを陥れたくせに、どうして助けようとした？」

　キリイは血の気のない顔でサガンを見返した。

「私は、私の価値観でこの国を護ろうとした。そのためにナギの力を封じたかった。……だが、ギメイルと敵対したいまとなってはもうナギの力でしかワダツミを護れない。どうか──どうかナギが目覚めたら、護国のための奥義をおこなうように伝えてほしい。サガン、もしお前が海神にそれを頼めるのならば、お前でもかまわない」

　花鱗をもつ海神の末裔にだけ伝えられる奥義のことは、さすがにナギもサガンに伝えていなかったらしい。サガンが小首を傾げる。

「護国のための奥義、か？」

「そうだ。かならず頼む」

　頷いたサガンに、キリイは胸の前で手を合わせた。

「感謝する。それを聞き入れてもらえたなら、ここで命を終えてもかまわない」

　するとサガンが不機嫌な声で言った。

「お前に感謝される謂いわれはねぇし、死にたがりを殺してやる気もねぇ」

　そう乱暴に告げながら、サガンは踵を返した。

「宝は取り返した。とっととずらかるぞ。城門のほうの陽動部隊ももう撤収してるはずだ」

　キリイに背を向けたまま、サガンが言ってくる。

「お前もこのまま逃げたらどうだ。ギメイル軍がもうすぐ着くんだろ」

「私は──ここですべてを見届ける」

「命を粗末にしたがる奴にかまってる暇はねぇ」

　苦い声で言うと、サガンは仲間たちとともに抜け道へと消えていった。

　隠し扉が閉まり、ただの行き止まりの廊下となる。キリイが疲れた足取りで廊下を戻っていくと、衛兵たちが駆け寄ってきて跪いた。

「異様な風体の者たちに城門を爆破されましたが、応戦したところ逃走していきました」

「こちらの兵に損害はあったか？」

「爆破による負傷者は数名出ましたが、いずれも軽い怪け我がです」

「そうか。それならばよかった」

　キリイは安堵の息をつき、改めて衛兵たちに命じた。

「城の警護はもう必要ない。これより、衛兵すべてに暇いとまを出す。お前たちも家族とともに、すぐに海に逃れられように準備を進めよ」

「し、しかし、帝様」

　困惑した顔で見上げてくる兵士に、キリイは微笑みかける。

「すでに帝ではない。折を見て、私も海へと逃れることにしよう」

　なかなか動こうとしない衛兵たちを諭さとしたのち、キリイは天守閣へと上った。

　最上階の窓から外を見ると、ギメイル軍の進軍を伝える狼煙が夕刻の空へと棚引くさまが見えた。







九幕　花鱗




　天守閣の最上階には幾つもの窓があり、海から内陸まで四方を眺望することができる。

　いまキリイの目は内陸に拡がる田園地帯へと向けられていた。その田園の向こうに続く平原の上空は土煙で濁っている。そして地上では、土砂崩れのようにこちらへと迫ってくるものがあった。ギメイル軍だ。鹿に乗った軍団に率いられて、歩兵の列が延々と続いていく。

　そして土煙よりさらに上空へと目を転じれば、そこには翼ある者の姿があった。

　空の民はすでに指折り数えるほどしかいないという話だったが、それでも彼らの俯ふ瞰かんする能力はギメイル軍の大きな戦力となっているに違いなかった。

　敵を前にして、しかしキリイは彼らを敵と切り捨てる気持ちにはなれなかった。

　自分にギメイルの血が流れているからではない。それについては正直、いまだに実感が湧かず、地の民に対しても慕わしさを覚えてはいない。

　──そもそもは、テルスの暴虐が、この憤りの波を生んだのだ。

　テルスは広大ではあるものの土壌には恵まれていない。それ故、ギメイルの領土を奪い、空の民の貴石を奪い、国を維持してきた。その獣の牙はワダツミへも向けられた。

　シキがガイウスを執り成して停戦の約定を結び、交易によって共存する道を拓ひらくことができたものの、そうでなければワダツミもまたテルスによって滅ぼされていたに違いない。そして海中でテルスへの復讐の機会を窺うことになったのだろう。ギメイルの地の民が地中に潜って、そうしていたように。

　強国に踏み躙にじられるのは、踏み躙られるほうにすれば不条理なことだが、絶対的な自然の理ことわりでもある。

「兄上は、その理を覆したのだな」

　ワダツミの領土が侵食されていくさまを目にしながら、キリイは改めてシキが為なし得たことの意味を噛み締めていた。気高い挺身だ。おそらくその気高さこそが、呪われた王と忌いまれていたガイウスの心をも動かしたのだろう。

「私はなにをしていたのだろうな……」

　キリイは城下に拡がる街へと視線を巡らせる。帝となってから、城の多すぎる備蓄や財を放出して民が潤うようにと計らった。すき間風の吹く家に住んでいる者たちには、国が補助金を出して堅牢な家に建て替えさせることもした。

　しかしそうして築いたものを、自分は護ることができなかったのだ。

　浜辺を見れば、民が次々と海へと飛びこんでいく。

　唇を切れるほど噛み締めていたキリイは、ふいに大きな羽音が降ってくるのに気づいて、窓から飛び退のいた。腰に佩いた刀の柄を掴む。

　目の前に、黒いマントをまとった者が立っていた。手には棘のついた棍こん棒ぼうを握っている。ギメイルの魔導戦士に違いなかった。窓の外では、空の民が翼をはためかせている。あの空の民が、魔術師をここに投入したのだ。

「その首の花鱗。ワダツミの帝か？」

　濁った声に問いかけられながら、キリイは刀を抜ききることもできずに目を見開いていた。

　ギメイルの地の民とじかに会するのは初めてだった。黒いマントのフードの下から覗く顔はまるで骸骨のようで。

　──あの目は……いったい……。

　虚うつろな双つの穴に、闇が詰まっていた。それは比喩ではない。闇が靄もやのように眼がん窩かから噴き出しているのだ。

　無尽蔵の闇。

　──これが、地の民の魂のかたち。

　自分の闇色の眸は、まさしく地の民から引き継がれたものだった。スザクの眸もまた同じだ。

　それは魂もまた生まれながらにして闇に穢されていることを示していた。

　異様な悪寒に身動きできずにいるキリイへと、魔導戦士が棍棒の先を向ける。その棍棒から緑色がかった毒の霧が発せられた。霧はあたかも蛇のように宙をくねり、キリイの顔の前で鎌首を擡もたげた。蛇が口を開く。その口がどこまでも大きく開いていく。

　震える手でなんとか刀を抜いたのと同時に齧かじりつかれた。

「ぐ…」

　毒に冒されないように目を閉じ息を止め、キリイは魔術師がいるであろう方向へと跳び、刀を振った。棍棒と刀が激突する手応えを感じる。肌からも毒が滲しみこんでいるのだろうか。手が痺しびれ、刀を握る手に力がはいりきらない。

　いよいよ押し負けそうになったとき、ふいに濁った呻き声とともに、刀を押してくる力が消えた。ドサッと人が倒れる音がする。

　大きくよろけたキリイは、誰かに身体を抱き支えられた。

「間に合って、よかった」

　耳元で、乱れた呼吸とともに馴染みきった声がした。

　キリイは驚きに目を開けて、自分を抱きこんでいる男を見る。

「ス……ザ、ク」

　その時、すぐ横を黒いマントの男が駆け抜けた。新たな魔導戦士かとキリイは刀を握りなおそうとしたが、その腕をスザクに掴まれた。

　マントの男が窓に向けて弩弓を射る。矢は空の民に当たり、鳥が鳴くような甲高い悲鳴が聞こえてきた。

　フードを下ろしながらこちらを振り返った男の顔は見知ったものだった。

「ハヤテ？」

「ユアハの捕虜になっていたのを連れ出してきた。切り札になりそうだったからな」

　思いも寄らぬふたりの登場にキリイはしばし呆然としていたが、大きくもがいてスザクを突き飛ばした。よろめきながら怒鳴りつける。

「どうして戻ってきた!?　ギメイルの山に戻っていろと言ったはずだっ」

　すると、スザクが小首を傾げた。

「どうしてだろうなぁ？」

「ふざけているのかっ……ここにいたら、お前まで破滅する」

「お前こそ、どうして俺を破滅させまいとした？　俺を斬りつけてまで」

「────」

　睨みあいながら、自分たちが同じ気持ちをかかえていることを、キリイは痛いほど感じる。

「お前は……愚かだ……私も愚かだ」

　呻くように呟くと、キリイはスザクに駆け寄り、腕を掴んだ。

「すぐにここから出て、逃げるんだ！　もしナギかサガンが、護国の奥義を発動させたら……」

　そのキリイの声に、地響きにも似た音が被さった。

　ハヤテが海側の窓に駆け寄り、大声をあげる。

「海神様が動かれたっ」

　キリイとスザクも窓へと走った。

　そして、見る。

　海から柱がそそり立っていた。そして、その高みに、ナギが立っている。目覚めたのだ。

「奥義が……来る」

　呟くキリイに、スザクが問う。

「護国の奥義のことか？　いったい、なにが──」

　ナギがワダツミのほうを指差すと、それに応えるように海全体が大きく波打った。

　窓から身を乗り出したハヤテがヒュッと息を呑んだ。

「海、が──海が、来る」

　水際があっという間に浜辺を隠し、城下町の道を海水がぐねぐねと走りだす。いまだ逃げていなかったワダツミの民が街路で棒立ちになっているのが見えた。すると水のなかから腕が現れて民を巻き取り、海のほうへと攫さらっていった。

　都に侵入してきたギメイル軍の先鋒部隊へと、水が攻撃的な勢いで迫る。そして今度は容赦なく、魔導戦士たちを水のなかに引きずりこんだ。一度引きずりこまれた敵兵は二度と水上に浮かび上がることはなかった。そうやって次から次へと人を呑みこみながら、海水は城下町を出て田園を進軍中の部隊に襲いかかった。

　あまりの圧倒的な光景に、天守閣の三人は言葉を失っていたが、ハヤテがハッとしたように瞬きをした。

「これがナギ様の計画だったのか」

「計画？」

　訊き返すスザクに、ハヤテが強く頷く。

「ナギ様はガイウス様に、神子だけがおこなえる護国のための究極の奥義がある、それによってテルスの国と民をも助けられる、だからともにワダツミに来てほしいと仰おっしゃって、ガイウス様をテルスから連れ出したのです」

　キリイは海の柱のうえに白衣一枚をまとって佇んでいるナギを見詰めた。

　その髪も衣も、海から巻き上げる波風にはためいている。

「神の子、か」

　神子ということがどういう意味をもつのかが、いま骨を震わせるほどの衝撃をともなって理解されていた。

　キリイは眼下へと目を向けた。崖は海に沈み、天守閣の二階にまで水位がおよんでいる。

　この最上階までも沈むのは時間の問題だった。

　護国の奥義とは、ワダツミ全土を水没させ、民を護り、敵を排除するものなのだ。

「……ハヤテ」

　キリイはハヤテへと身体を向けた。礼儀正しい武人のハヤテはとっさに膝をついた。キリイもまた膝をつくと、ハヤテが驚きに目を瞠みはる。

「キリイ様？」

「もうすぐこの天守閣は海に沈む。どうかスザクを救出してもらいたい。このとおりだ」

　深々と頭を下げると、ハヤテが慌ててキリイの肩を下から押して上体を起こさせようとした。

「なにをなさっているのですかっ」

「どうか、頼む──」

　キリイは身を伏せたままハヤテを見上げた。

「私ではスザクを助けられないのだ」

　言われていることが理解できないようにハヤテが目をしばたたく。彼はキリイが水中で呼吸できないことも、まともに泳ぐことすらできないことも、知らないのだ。

　キリイは首の冷たい花鱗に掌で触れた。

「……私にはずっと隠していたことがある。私は」

　しかし、告白を言い終えることはできなかった。

　大きな羽音とともに、なにかが窓から飛びこんできたのだ。天守閣の最上階に風が逆巻く。

　風が収まると、部屋の中央には輝く白い翼をもつ男の姿があった。

　その真紅の眸がハヤテを射る。

「私から逃げられると思っていたのですか？」

「……自分は、玩がん具ぐにされる気はない」

　ハヤテの言葉に、ユアハが淫らな笑みを浮かべた。

「まだまだ調教が足りないようですね」

　ふいにスザクが膝をついたままのキリイの腰のあたりに触れてきた。そして帝の刀を抜き取ったかと思うと、ハヤテの背後を取ってその首に刃を当てた。

「その袋のなかのものと引き換えだ」

　ユアハが手にしている大きな袋を持ち上げてみせる。

「わざわざギメイルまで戻って取ってきたのですよ。あなたがくだらない脅迫状を書き置いて、ハヤテを盗んだせいで」

　キリイは水が迫りくる焦燥感に駆られながらも、なんとか状況を把握しようと努める。

　スザクは、ユアハの捕虜となっていたハヤテを切り札になりそうだから連れ出したと言っていた。そしてどうやら、ユアハが運んできたものとハヤテとを交換するつもりでいるらしい。

　しかし、それでは困るのだ。

　──ユアハがハヤテを連れ去ってしまったら、誰もスザクを助けられない。この状況下でスザクを生き延びさせるのには……。

　キリイはユアハを見据えた。

　彼にはここで自分と死んでもらうしかない。

「袋のなかのものを見せろ」

　ユアハが袋の口を開いて中身を見せるとスザクが身を震わせた。

「……ああ、間違いない。俺のだ。いいだろう。交換だ」

　スザクが刀をハヤテの首に当てたまま、ユアハに近づいていく。

　──いましかないっ。

　キリイは床を蹴ると身を低めたまま走った。そしてスザクの手から帝の刀を奪い取り、刀を斜めに跳ね上げた。

　けれどもその瞬間、横から体当たりされて刃の軌道が逸れた。

「ハヤテ、なぜ邪魔をするっ」

　そう怒鳴るキリイの手から、ハヤテが刀を奪う。彼の精悍な顔には、苦さと甘みとが入り交じった表情が浮かんでいた。見慣れたシキの乳兄弟としての顔ではない。昏く滾たぎる情動を胸に宿した男の顔つきだった。

「ユアハ殿を斬るのは自分の務めですので」

　風が天守閣の最上階に満ちた。憤ったユアハが翼を拡げ、羽ばたかせているのだ。その風に押されながらも、ハヤテが重心を低くしてなんとか近づこうとする。

　その風に支配された空間に、新たな力が流れこんできた。

　キリイは足あし許もとをザーッと水で洗われながら海側の窓を見た。海面が視界に広がっていた。波がどぷりと窓から流れこんでくる。

　その流れに身を運ばれて、ハヤテがユアハへと突っこんだ。風と水がぐおんと空間を巡る。

「スザク、柱に掴まれ！」

　キリイはみずからも柱に掴まりながら、離れた場所にいるスザクに怒鳴る。

　抜け落ちた白い羽根が目の前を飛んでいく。鳥の断末魔のような悲鳴が轟とどろいた。

　朧おぼろな視界で、キリイは奇怪なほど身を捻じくれさせているユアハを見る。

「あ……」

　その背には一枚の翼しかなかった。

「ひ、ぃ、ぃいいい」

　身悶えるユアハの身体をハヤテが抱き締める。そこに新たな海水が大量に押し寄せた。反対側の窓へとふたりの身体が押し流される。キリイもまた波を被って目を閉じ、次に目を開けたときにはふたりの姿は消え去っていた。

「そん、な」

　ハヤテがいなくなってしまったいま、スザクを救える者はいない。

　すでに水の高さはキリイの肩にまでおよんでいた。陽も沈んだらしく。あたりは青昏い。目を凝らすと、別の柱に掴まっているスザクの姿がぼんやりと見えた。

　──ああ……。

　自分が海神の民でありさえすれば、スザクの命を救うこともできただろう。けれども、向こうの柱まで泳ぎ着く力すら、自分にはないのだ。重く打ち寄せる波のなか、柱に掴まっていることもつらくなってしまっていた。

「海神様」

　顎が水に浸かるなか、仰向きながら祈る。

「どうか、スザクだけは……どうか」

　新たな波が打ち寄せてきた。身体を打たれて、キリイの手は柱から離れた。

　スザクのほうへと力の限り水を掻きながらも、押し流されていく。

　──せめて、もう一度……。

　身体が水のなかでぐるりと回る。もうスザクのいた方向すらわからない。それでも手を差し伸ばす。指先に、なにかが触れた気がした。キリイは懸命に手を伸ばし、指を蠢かす。すると、指に指が絡んだ。

　窓の外へと流されながら、互いの手を握り、身を寄せあう。

　抱きつき慣れた男の身体に腕と脚を絡める。スザクもまた同じように固く身を絡めてくれる。

　こんな時だというのに、キリイは身体が浮き上がるような心地になる。

「キリイ」

　水中であるはずなのに耳元で名を呼ばれる。

　呼んでもらいたくて幻聴が聞こえたのだろう。

「もう大丈夫だ。息をしろ」

　はっきりと、スザクの声が聞こえた。

　キリイは訝しみながら目を開ける。

　満月の浮かぶ夜空が見えた。

　その夜空をときおり、なにか黒いものが遮る。

　肺に空気が流れこんできて噎むせながらも、キリイはスザクに問う。

「ふ……っ、は…、どう、して」

　ふたりして夜空に浮かんでいた。

　もしや、すでに落命して魂だけになっているのだろうか。

　間近にあるスザクの顔を見詰めると、スザクが眉根を寄せて、きつく抱き締めてきた。

「よかった……お前を救えて」

　キリイはこれが現実だとはとても思えないまま、目の前で躍動している黒いものをぼんやりと見る。それがなにかはわかった。けれどもそれがどうしてスザクの背についているのか？

「つ、ばさ……」

　夜空の色をした翼だ。

　キリイは震える手で、上半身をはだけているスザクの背へと手を這わせた。

　肩甲骨があるはずの場所にやわらかな羽毛が生えていた。

「俺の翼だ。なかなかのものだろう」

　目で見て手で触れてもいまだ信じられず、キリイはスザクの眸を見た。

　自分と同じ闇色の眸だ。

「地の民では、なかったのか？」

　スザクが翼の動きを緩やかにしながら答える。

「お前と同じで、半分は地の民だ。ただ残りのもう半分は、空の民だ」

　苦々しいものがスザクの顔に滲む。

「俺は、あのユアハによって復讐のためだけに生を授けられた。俺が卵から孵かえったのを確認してからユアハはテルスへと潜入した。俺がお前に取り入ったように、空の民のもつ調合薬の知識で王族の信頼を勝ち取った」

「ユアハによって……それでは、ユアハはお前の？」

「ああ、ユアハは俺の父親だ。ゾッとするがな」

　身震いして、スザクが続ける。

「ギメイルの渓谷で、俺はガキのころから刺客としての技を仕込まれた。同時に薬草と魔術による調合薬の作り方も叩きこまれた。もしユアハになにかあったときには、俺がテルスの王族を滅ぼすことも計算されていた」

　──スザクもまた、いびつなかたちで命を与えられたのか……。

　自分の命がおそらく、病かなにかで危うくなったシキの命を繋ぐ代償として、母が地の民に身を任せて生じたものであったように。

　スザクの秘密が自分の秘密と響きあうのを、キリイは感じる。

　嗚咽が漏れそうになってキリイが俯くと、スザクは背と膝の下に手を通すかたちでキリイを抱きなおした。

「掴まっていろ」

　言われるままにスザクの首に両腕を回して掴まると、黒い翼が幾度か羽ばたいて気流を捉えた。自然の力に押し上げられるように上昇していく。

　足の下から、打ち寄せては通り過ぎる波の音が聞こえる。

　視線を下方に向けると、一面の海があった。城下町は完全に水没し、天守閣の屋根すらも見つけられない。月光に照らされた波は濤とうが次から次へと過ぎ去っていく。

　おそらくもうワダツミ全域は海に沈んでいるのだろう。

　海上の柱は消え、ナギの姿もすでにない。

　その代わり、巨大な貝がひとつ海上に漂っていた。

　静かな……とても静かな光景だ。

「すべてなくなったな」

　気持ちを寄せてくれる声音で、スザクが呟く。

　キリイは首を横に振りながら視線をスザクへと向けた。

「最後にひとつだけ護りたいと願ったものは、なくさずにすんだ」

　間近で、闇色の眸が震えた。

「────キリイ……」

　その眸が近づいてくる。

　唇が触れ合ったとたん、ふたりとも身をわななかせた。

　──もう一度、したかった。

　こうして魂を繋げたかった。

　自分の魂がスザクに、スザクの魂が自分のなかに流れこんで、ひとつになるのを感じる。

　心臓が破裂しそうなぐらい拍動が高まっているせいなのか。

　首筋がドクドクして、熟み、まるで花鱗に命が宿ったかのように感じられていた。
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終幕




「テルスに送るぶんは、これでひとまず終わりだ。間に合わないようならまた追加で調合する」

　スザクがそう告げると、護送兵たちは調合薬のはいった箱を十台の荷馬車に積み、テルスへと出発した。

　朝陽が目に沁しみて、頭の奥までズキズキする。スザクは真紅の髪を掻き上げると、瞼を閉じた。とたんに眠気に囚われて、頭が芯からぐらつきだす。横から心配そうな声をかけられた。

「大丈夫か？　このひと月、まともに眠っていないだろう」

　スザクは薄目を開け、キリイの肩に腕を回した。

「お前こそ、復興の指揮で限界だろう。ひどいクマができてるぞ」

　そうからかうとキリイが不機嫌顔で言い返してきた。

「お前こそ、まるでサガンの腹の死神のような顔をしている。あの黒い翼をまたつけたら、そのものだろう」

「あのおぞましい死神と一緒にするな」

「ああ？　おぞましい死神がなんだって？」

　背後から荒っぽい語調で問われて振り返ると、ナギと守護者サガンが並んで立っていた。

「サガン、そんな喧嘩腰はダメです」

　ナギがサガンの腕を掴んで窘たしなめる。

「スザク殿は毒に冒されたテルスの民に行きわたるほど大量の解毒薬を作ってくれたんですよ」

　スザクは彼らのほうへと身体を向けながら訂正する。

「俺は調合方法を伝授して、最後の魔術を加える仕上げをしただけだ。海に浸かった土地から苦労して薬材を拾い集めて調合したのは、ワダツミの薬師たちだ。言こと霊だま師したちも手伝ってくれた」

「すべてはスザク殿がいてくれたお蔭かげです」

　ナギが愛らしく胸の前で手を合わせて感謝を示すと、サガンが面白くない顔をしながらも「その点は感謝してやる」と不承不承、言う。

「サガン、感謝を示すときは腕組みじゃなくて、手を合わせるんですよ」

「そんな可愛い仕し種ぐさ、俺ができるか？」

　ナギが手を合わせたまま小首を傾げると、サガンの赤銅色の頬が違う赤みを帯びた。

「やめろ。その仕種を見てるとヤりたくなる」

　そんなふたりにキリイは尋ねる。

「なにか用があって来たのではないのか？」

「ああ、そうでした。兄上とスザク殿にお伝えしに来たのです。シキ兄上がお呼びです」

「そうか。では、すぐに行こう。……続きのじゃれ合いはいくらでも寝所でするといい」

　赤面するナギの顔にはしかし、兄に対する慕わしさが滲にじんでいた。キリイとナギの距離が以前とはずいぶんと違うものになっていることを、スザクは感じる。

　キリイに視線で同行を促され、スザクは城へと続く坂道をキリイと並んで歩きだした。

「ナギもサガンも、甘い。私などにあのように気を遣つかって、なごませようとして」

　俯くキリイの横顔をスザクは見詰める。

　ひと月前、いま歩いている道もすべて、海に沈んだ。それにより、ギメイル軍を率いる大魔術師も、ギメイルの主力部隊も命を落とした。かろうじて逃げ延びた敵兵と空の民は、ギメイルの渓谷へと逃げ戻った。もういまのギメイルには、テルスをふたたび襲う力もワダツミに侵攻する力も残ってはいない。

　海が元の位置へとしりぞいたとき、多くの家屋が崩壊し、ワダツミ国内は壊滅的な状態だった。それでもワダツミの民は陸に戻り、互いに助けあいながら街を修繕しはじめた。

　毒に冒されたシキには、スザクが解毒薬を調合して与えた。それによりシキの状態は日に日によくなり意識も戻った。

　そしてキリイは意を決して、自分の花鱗が偽物であること、自分が不義の子であることを兄弟に告白したのだった。

　その場にはスザクも同席し、自身がギメイルの間者であったことを打ち明けた。

　スザクもキリイも端座して頭を下げ、死罪となる覚悟を決めていた。

　シキは長い沈黙のあと、褥しとねで脇息に身を凭せながら言った。

『国と民をふたりして欺あざむいた罪は深い。しかし、キリイ。そなたがワダツミを護るために動いたのだと私は信ずる。それはそなたが海神の末裔の魂をもつ証となろう。スザク。そなたの調合した薬で私は命を救われた。そなたがこれから救う命で、そなたの罪を贖あがなうがよい』

　ナギもまたシキに寄り添いながら言ってくれた。

『キリイ兄上が昔のような──俺が幼かったころのような兄上に戻ってくれるのならば、また手を携たずさえて、ともにワダツミを護っていけるはずです』

　キリイがその時、苦しくてたまらない表情を浮かべたのをスザクは目にした。

　兄弟の気高い魂に照らされて、キリイの闇が深くなったのが、おのれのことのように感じられた。だからスザクは、拳を握っているキリイの手を掌で包んだ。

　すると、まるで氷が解けていくように、その冷たく硬くなっていた手が緩みほどけた。

　……キリイの頬を、素直な涙が伝った。

　そしてキリイはひとりのワダツミの民として、このひと月、復興に尽力してきた。

　城への坂道を歩く途中、疲労困こん憊ぱいしているキリイが石に躓つまずいた。スザクはごく自然にキリイの腕を掴み、支える。

　キリイがそのまま甘えるように身を寄せてくる。

　──こいつとなら、生きていける。

　自分の人生がどこまでも続いているのだと、スザクはいま、生まれて初めて感じていた。





＊






　門が喪われたままになっている城門を抜けて、最低限の修繕だけがされた城へとはいる。

　シキは謁見の間の、玉座が据えられている階段の下に佇んでいた。

「兄上、お待たせしました」

　キリイはスザクとともに進んでいきながら、シキの前に跪いているひと組の人間に目をやる。

　そして思わず、足を止めた。隣でスザクが唸るような声を漏らした。

「どうして、あいつが……」

　シキが厳おごそかな表情で告げてくる。

「ハヤテが戻った。この者を助けながら流されて怪我を負い、帰還に時間がかかったそうだ」

　その言葉を聞くや否や、スザクが走りだした。

　白髪の男の胸倉を掴み、間近から睨にらみつける。

「生きて、たのか」

　キリイも駆け寄り、ふたりを──父子を交互に眺める。そして訝しむ視線をユアハのうえで留めた。やわらかな微笑が、その顔に浮かんでいたのだ。

　ハヤテがスザクの手をユアハから離させた。

「ユアハ殿は長く水に流されるなかで幾度も窒息し、記憶を喪ってしまったのです。翼は片方だけになったため、もう片方も自分が切断しました。……ここにいるのは空の民であることを──復讐に駆られる心を忘れた、ひとりの男にすぎません」

　床にガクンと膝をついたスザクが呆然としながら呟く。

「……そんな、勝手なことが」

　キリイはスザクの肩に手を置き、改めてユアハを正面から見た。

　毒の抜け落ちた美しい男は、どこかあどけなくすらある。真紅の眸が問いかけるようにスザクを見詰めてから、ハヤテへと視線を向ける。そして嬉しそうに目を細めた。

　ハヤテが跪いたままユアハの頬に手を添え、ほかの三人に説明する。

「空の民は鳥の性質のままに、生まれてから初めて目にしたものを慕うそうです。記憶を喪ったユアハ殿が初めて見たのは、自分でした。ですから自分が責任をもって彼を育てなおします」

　ハヤテがシキのことを唯一無比の存在として想っていたことは、キリイも知っていた。

　そのハヤテが、シキの命を狙った者を庇かばい、護ろうとしている。

　それがどういう意味なのかを、シキも察したようだった。長いことハヤテの顔を見詰めてから、シキは痛みを堪えるような息をひとつついた。そしてハヤテに尋ねる。

「私は近いうちにテルスへと戻る。そなたは、その者とここに残るか？」

　ハヤテの眸が濡れる。しかし涙を零こぼすことはなく、強く煌めいた。

「そのようにしたいと思っております」

　シキが頷き、ハヤテへと手を差し出した。ハヤテはその手を恭うやうやしく両手で包んだ。

　ハヤテがユアハを連れて退室してから、シキが改まった様子でキリイの前に立った。

「私は明後日には、テルスに向けて発つつもりだ」

「やはり戻られるのですか」

「ガイウスが待っておるゆえ」

　伴侶を想う優しく切ない笑みを浮かべてから、シキがそっと手を伸ばしてきた。

　キリイの左首筋に掌を当てる。

「これはそなたの花鱗だ。そなたには帝たる者の魂が宿っている。ワダツミの民はそなたを必要としている。このひと月、そうであったように」

　石つぶてをキリイに投げつけた者たちも、復興の指揮を執とるキリイを頼ってくれた。

　それは海神の神子であり、キリイによって昏睡に陥れられたナギが、兄を許し、頼る姿勢を示してくれたことも大きかった。

　──……私はなんと、兄弟に恵まれたことか。

　喉が震えて、言葉が出ない。

　キリイは兄へと、胸の前で両手を合わせた。







　しっかり休むのも国を護る者としての務めだとシキに諭されて、キリイとスザクは寝所へと向かった。帝の寝所ではなく、皇子のころに使っていた寝所だ。

　帝の棟は奇跡的に被害が少なくすんだため、そこは家を失った者たちが寝泊まりできるように開放している。あの無駄に広い迷路のような空間が役に立っていた。

　徹夜したスザクは身体を流しに湯殿に行き、キリイはそのまま寝所にはいった。襦袢に着替えて御簾の奥に据えられた寝台に横になると、夜も仮眠程度しか取らぬ日が続いていたこともあり、泥のような眠気が襲ってきた。

　夢を見た。

　闇の奈落──暗い海へと沈んでいく夢だ。窒息の恐怖に身が硬直して、さらに沈んでいくと、シキとナギが現れた。ふたりはキリイの周りをくるりくるりと舞うように泳いだかと思うと、手を差し伸べてきた。

　キリイはわずかに躊躇ったのちに、おずおずと手を伸ばした。

　シキに右手を、ナギに左手を預ける。

　するとシキとナギが嬉しそうな顔をしてキリイの手を握り締め、泳ぎだした。

　次第にあたりが明るくなっていく。もう少しで水面に辿り着くのだろう。

　キリイは水のなかで、深く呼吸をして、微笑んだ。




「キリイ」

　スザクの声に、キリイは目を開ける。

「そんな顔をして、いい夢でも見てたのか？」

　問われて、自分が微笑んでいることに気づく。

「……ああ。いい夢だった。……ずっと見たかった夢だったのかもしれない」

「俺の夢か？」

　スザクが隣に横になりながら訊いてくる。

「違う」

「違うのか」

　露骨にがっかりした顔をするスザクのほうへと、キリイは身体を横倒しにする。

「でも、お前と一緒だから見られるようになった夢だ」

「妬やけるが、まあいいとするか」

　そう言ってスザクがキリイの頭の下に腕を差しこんでくる。その腕に頭を載せると、スザクが天井へと視線を向けて呟いた。

「俺が生まれて初めて見たのはきっと、真紅の眸だった……」

　空の民は、生まれて初めて見たものを慕うという。それがハヤテにとっては、父親であるユアハだったのだろう。

「人を操り、殺すために俺は造られた。卑怯で身勝手で醜い生を生きるように決められていた。その先は死の行き止まりしかなかった。……だが俺は、お前とともに生きたいと心から願えるようになった。あの真紅の眸の支配から、ようやく抜け出すことができたんだ。ここからが、俺の本当の人生だ」

　清々しい表情で、スザクがキリイへと身体を横倒しにする。

「お前が俺に、未来を与えてくれたんだ」

　光をたたえて煌めくスザクの闇色の眸を、キリイは眩しく感じる。

　そして自分の眸を見返すスザクもまた、眩しそうに目を細めるのを見る。

　スザクも自分も闇のなかを手探りで進み、奈落に落ちるのが定めだと感じながら生きていた。

　しかしいまは、闇から生まれた命でも光を求めて生きていいのだと、思うことができていた。

　スザクがキリイの頭を両腕で抱きこむ。

　唇を重たく潰されて、キリイは身を震わせる。自分からもスザクの真紅の髪に手指を這いこませて、スザクの唇を唇で潰す。その力の拮抗が淫らに捏ねあう蠢きになり、どちらからともなく唇を開いて、咬みあうように口を繋げる。

　舌と魂とが互いのなかを行き来する。

　脚を絡めあうと硬い器官が重なった。ふたりして蛇のように腰をくねらせる。その動きが次第に忙しないものになり……、キリイはスザクの口のなかで舌をピクピクと震わせた。

　くったりしたキリイの身体に、スザクが圧のしかかってくる。しっかり身体を休めるという国を護る者の務めは、とうてい果たせそうになかった。

　キリイのなかへと棘を激しく勃たてた器官を埋めこみながら、スザクが囁く。

「なあ、キリイ。俺たちが混ざれば完璧だな」

「完璧？」

「地と海と空がひとつになるんだからな」

　貫かれながら唇を奪われて、キリイは激しい眩暈を覚える。

　欠陥品として生まれたはずの自分がいま、世界とひとつに溶けあっているように思われた。
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　こんにちは。沙さ野の風ふ結ゆ子こです。

　ワダツミ三部作最終話、長男→末っ子ときて、次男であるキリイの話です。

　キリイの話でありつつまとめの話であり、ページの関係上かなりギュッとなっています。

　ああ、それとユアハとハヤテの話でもあります。ユアハがけっこう気に入っていたので入れられてよかったです。マジメなハヤテに育てなおされたら、ホワイトに育つでしょうか？

　今作のメインのキリイとスザクはどこまでも対等であり、そのうち身体の関係も対等になってしまうような気もします。キリイはヤマアラシキャラでスザクに対して始終、針……ではなくて刀を向けまくってますが、スザクじゃなかったらミジン切りにされてたに違いありません。

　そして今回の私的裏萌えは、攻がお尻をいじられるところです。キリイバージョン（シーン的には攻）とスザクバージョンと二回入れられて愉しかった。これからも攻の無防備なお尻を熱く推していきます！




　ワダツミ三部作ではがっつりファンタジーな世界観にトライできて、新鮮でした。

　この世界を補強して力強いものにしてくださった奈な良ら千ち春はる先生に、ひたすら感謝です。重ね重ね、ありがとうございます。キャララフを拝見するたびに、その確固とした世界観に衝撃を受けました。今回のキリイとスザクもまた実体を与えていただいて、私のなかでさらに鮮やかな存在となりました。このキャラが読んでくださる方のなかで動くことが、嬉しいです。




　担当様、今回もたいへんお世話になりました。的確なアドバイスをいただけて、少しでも伝わりやすいものに仕上がっていればと思います。

　また本作に関わってくださった出版社ならびに関係者の皆様にも、改めて感謝を。




　最後になりましたが、本作およびこのシリーズを手に取ってくださった皆様、本当にありがとうございます！

　読んでくださる方々がいればこそ、こうしてキリイの話まで辿り着き、当初から予定していた護国奥義のシーンも書くことができました。

　この世界やキャラたち、どこかしら気に入っていただけていたら嬉しい限りです。








＋沙野風結子＋　

風結び＋http://blog.livedoor.jp/sanofuyu/










ラヴァーズ文庫をお買い上げいただきありがとうございます。

この作品を読んでのご意見・ご感想をお聞かせください。

あて先は下記の通りです。
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（株）竹書房　ラヴァーズ文庫編集部

沙野風結子先生係

奈良千春先生係









ＳＴＯＲＹ

沙野風結子　FUYUKO SANO


この仕事をしていながら初めて本格的な腰痛というものを経験しました。

腰痛、怖い!!（もうほぼ治りました）






ＩＬＬＵＳＴＲＡＴＩＯＮ

奈良千春　CHIHARU NARA


６月30日生まれ　Ｏ型

大阪在住

ユアハも大好きです。

ありがとうございました。
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